
授業計画

第8回

第5回

第6回

自社の収益モデルのプレゼンテーション

予習：所属企業の収益モデル（競合優位
性など含）を業種業界が違う院生に分か
りやすく伝えるためのパワーポイント資
料を作成。
復習：興味関心を持った他の履修者の発
表について、フィードバックシートで提
出する。

第2回

第7回

第3回

第4回

事業構想の考えと進め方のレクチャーをもとに、所属企業の収益モデルについて限られた時間で魅力的に発
表する。

授業外の学習課題（予習・復習）

第1回 特別講義

予習：事業構想とは何かを自分なりに考
える。
復習：自身の事業構想の核となる使命
感、欲求について考える。

予習：事業構想に必要な環境について自
分なりに考える。
復習：事業構想をするために必要な環境
整備を行う。

事業構想を研究するための基礎的な考え方、姿勢について

予習：事業構想を研究するための基礎的
な考え方、姿勢について自分なりに考え
る。
復習：授業内で議論した内容を自分なり
にまとめる。

事業構想を研究する上での環境整備についての解説

授業の進め方と方法

到達目標

事業構想の全体像を理解し、事業構想を研究するために必要な基礎的な考え方、研究姿勢を身につける。

キーワード

事業構想、企業理念、ビジネスモデル研究、研究姿勢

概要：事業構想大学院大学の設置にかかわってきた経験をもとに「事業構想」とは何か。今の時代に「な
ぜ」事業構想が必要なのかを解説する。また今後、事業構想を研究するために必要な基礎的な考え方や研究
姿勢に関しても講義を行う。最終日は２０２４年度入学院生が所属している企業の収益モデル、経営資源に
ついて全員が発表し、様々なビジネスモデルを知る機会とする。
ねらい：事業構想に取り組むうえで必要となる「ビジネスモデル研究」と「事業構想の基礎的な考え方」を
身につける。

授業科目名 事業構想原論Ⅰ 担当教員

配当年次 １年次 学期

東英弥 他 科目コード 401

前期（導入集中）

1キャンパス 東京・名古屋・大阪・福岡・仙台 単位数

講義の概要とねらい



本科目と対応するディプロマ・ポリシー
ＤＰ① ＤＰ② ＤＰ③

◯ ◯ ◯

事務局記入欄

成績評価の基準及び方法　（※成績評価内容と評価のそれぞれの割合を合計100％で明確に記す）

授業貢献７０％、発表会内容・コメント３０％で評価する

オフィスアワー

授業時間内で担当教員と相談の上、個別に設定

2023年度科目との読み替え

教科書・参考書

必要に応じて配布する



授業計画

第10回

これまでの講義を踏まえ，「問い」について討議する．
その内容について，各グループ毎に発表する．

これまでの講義および議論を自分なり
に整理して，グループ討議に臨んでくだ
さい．そして，「自分なりの考え方を確
認ないし構築すること」を試み，その概
要をレポートにまとめてください．

第9回

事前に，講義資料に目を通しておいてく
ださい．本日の講義および議論を踏ま
え，自分なりの考え方を導く努力をして
ください．

「社会性」について，2つのレクチャーに臨む．
その後，グループ討議を行う．

事前に，講義資料に目を通しておいてく
ださい．本日の講義および議論を踏ま
え，自分なりの考え方を導く努力をして
ください．第8回

第1回

第6回

第2回

第3回

主旨説明
根本的で本質的な「問い」をグループ討議で設定する．

事前に，講義資料に目を通しておいてく
ださい．翌日からの「創造性」「価値性」
「社会性」の講義には，本講義の主旨を
よく理解した上で望んでください．

「創造性」について，2つのレクチャーに臨む．
その後，グループ討議を行う．

事前に，講義資料に目を通しておいてく
ださい．本日の講義および議論を踏ま
え，自分なりの考え方を導く努力をして
ください．

第7回

第4回

第5回
「価値性」について，2つのレクチャーに臨む．

その後，グループ討議を行う．

教員からの話題提供と，院生による議論を繰り返す．

授業外の学習課題（予習・復習）

授業の進め方と方法

到達目標

開かれた視座のもとに，理想の姿を目指すべく事業を構想するには，自分なりの考え方を持つことが重要なことを確
認してほしい．そのためには，本質的な問いを進化的に立て続けること，そして，自らの考え方は，その意識のもとに
自らつくり上げなければならないことを理解し，実際に試みてほしい．こうした姿勢は，本講義終了後も保ち続けると良
い．

キーワード

事業構想，問い，創造性，価値性，社会性

本講義では，各院生が，開かれた視座のもとに，理想の姿を目指すべく，事業を構想するための「自分なりの考え方」
を確認ないし構築することを目指す．それが事業構想の原点となり，事業を構想し実現する際の羅針盤の役割を果た
すと考えるからである．

具体的には，院生は，初めに，「事業構想とは何か？」ないし「幸福とは何か？」というような根本的で本質的な「問い」
をグループ討議で立てる．通常，事業においては，解（ソリューション）を提供することで対価を得る．そのため，ともす
れば，答え探しに陥りがちであるが，本来，解（ソリューション）の源には，何らかの「問い」があるはずである．問題意
識と言って良いかもしれない．そうした「問い」を意識することで，自分なりの考え方が醸成ないし鍛錬されると思われ
る．次に，その「問い」のもとに，事業構想のキーワードである「創造性」「価値性」「社会性」について，各々2つのレク
チャーに臨む．これらのレクチャーでは，各講師は，それぞれのテーマに関する考え方を述べるように心がけるつもり
である．その後，レクチャーで得られた知見や刺激を参考に，初めに立てた「問い」についてグループで議論し，各自
の「考え方」を深化させる．こうして獲得された「考え方」は，後日，独自性のある事業アイデアを生み出し，ぶれずに
事業を構想し実現して行くための軸になると信じる．

授業科目名 事業構想原論Ⅱ 担当教員

配当年次 1年次 学期

田浦俊春、田村典江 科目コード 402

夏期集中

1キャンパス 大阪 単位数

講義の概要とねらい



成績評価の基準及び方法　（※成績評価内容と評価のそれぞれの割合を合計100％で明確に記す）

事務局記入欄

本科目と対応するディプロマ・ポリシー

2023年度科目との読み替え

質問等があれば，随時，下記の教員に問い合わせてください．
東京校：重藤, 大阪校：田村, 名古屋校：岸波，福岡校：井手, 仙台校：谷野

オフィスアワー

本講義への参加姿勢(50%)とレポートの内容(50%)で評価します．

--〇

ＤＰ③ＤＰ②ＤＰ①

教科書・参考書

教科書・参考書は，特に指定しません．講義資料は，Teams内の本講義のチャネルに，事前にアップします．



授業計画

キャンパス 大阪 単位数

講義の概要とねらい

本授業では、現代社会における今後数十年の趨勢を、ポスト工業社会、グローバルな人口高齢化、社会の情報化と
格差・分極化、教育における逆転したジェンダー格差、健康の社会的要因、市場の社会化と脆弱性、ワンヘルスとい
う７つのテーマから考え、こうした現象の中で受講生が考える社会課題や事業構想がどのような位置にあるのかを検
討したいと考える。
２０世紀末から生じている現代社会の様々な傾向は、次第に各国共通の現象となりつつあり、グローバル化の終焉と
分断の始まりが叫ばれる昨今でも、むしろ、ますます多くの社会が同一または類似の問題や課題に直面しつつあるよ
うに見える。また、従来の工業化の過程では、すでにそこにある需要にどのように応えるかが課題であり、この意味で
価値やサービスをどのような価格でどのように供与するかということが問題であったが、現代社会では事業者は常に
事業の社会的位置づけについての説明を求められるようになる。いわば、事業をあらかじめ「社会化」する必要があ
る。本授業では、受講生の各自が現代社会の中でその事業や課題を、それぞれの視点においてどのように重層的に
位置づけることができるかを実験的に試し、事業についてより深く考える姿勢を養うことをねらいとする。

授業科目名 社会動向と事業構想 担当教員

配当年次 1年次・2年次 学期

山中浩司 科目コード 403

前期

2

授業の進め方と方法

到達目標

・社会分析の基本的な考え方を習得し、それをもとに事業を社会動向の中に位置付けて他者に説明することができ
る。
・公益も私益も、ともに増やすように事業を構想できる。
・自分の理想を、広い視野で適切に位置づけ、事業構想を支えるぶれない思考の枠組みを身に付ける。

キーワード

ポスト工業社会、人口高齢化、情報化、市場の社会化、ワンヘルス

・受講生は、あらかじめ７つのテーマから、自身が構想する事業や社会課題が位置づけられると考える複数のテーマ
を選択し、担当教員に通知する。
・オリエンテーションをのぞいて、テーマについてのレクチャーと資料提供を行い、内容についてのディスカッションの
後、受講生の考える事業や社会課題との関連を検討し、上記で選択した当該のテーマの回に他の受講生に向けてプ
レゼンテーションを行い、他の受講生とディスカッションを行う。

授業外の学習課題（予習・復習）

第1回
現代社会の今後５０年（オリエンテーション）
ー７つのテーマと事業構想ー

（復習）受講生の構想する事業や社会課題がど
のテーマに関係するか、複数のテーマを選択し、
報告の準備を行う。

（予習）報告担当者は、事前に示す授業資料を参
考に、ポスト工業社会がもたらす２つの問題、知
識経済と生産資源の争奪について、ウェブや学
術情報を利用しながら、報告をまとめる。担当者
以外は、自身の考える事業構想における上記の
問題の意味について、簡潔にまとめる。

グローバルな人口高齢化
第４回講義の内容を踏まえて、このテーマを選択した受講生による

事業・社会課題の紹介とディスカッション

（予習）報告担当者は、事前に示す授業資料を参
考に、人口高齢化現象が社会にもたらす現象に
ついて、自身の事業構想の観点から重要なポイ
ントを指摘し、エビデンスを示しながら報告をまと
める。担当者以外は、自身の考える事業構想に
おける上記の問題の意味について、簡潔にまと

める。

第5回

第6回
社会の情報化と格差・分極化

第６回講義の内容を踏まえて、このテーマを選択した受講生による
事業・社会課題の紹介とディスカッション

（予習）報告担当者は、事前に示す授業資料を参
考に、情報技術がもたらす社会の格差や分極
化、分断について、自身の事業構想の観点から
重要なポイントを指摘し、エビデンスを示しながら
報告をまとめる。担当者以外は、自身の考える事
業構想における上記の問題の意味について、簡

潔にまとめる。

第2回

第7回

第3回

第4回

ポスト工業社会を考える
第２回講義の内容を踏まえて、このテーマを選択した受講生による

事業・社会課題の紹介とディスカッション



第8回
逆転したジェンダーギャップ

第８回講義の内容を踏まえて、このテーマを選択した受講生による
事業・社会課題の紹介とディスカッション

（予習）報告担当者は、事前に示す授業資料を参
考に、教育における逆転したジェンダーギャップ
がもたらすインパクトという文脈において、自身の
事業構想の観点から重要なポイントを指摘し、エ
ビデンスを示しながら報告をまとめる。担当者以
外は、自身の考える事業構想における上記の問

題の意味について、簡潔にまとめる。

第9回

第11回

第12回

健康の社会的要因
第10回講義の内容を踏まえて、このテーマを選択した受講生による

事業・社会課題の紹介とディスカッション

（予習）報告担当者は、事前に示す授業資料を参
考に、健康の社会的要因がもつ意味について、
自身の事業構想の観点から重要なポイントを指
摘し、エビデンスを示しながら報告をまとめる。担
当者以外は、自身の考える事業構想における上
記の問題の意味について、簡潔にまとめる。

市場の社会化と脆弱性
第12回講義の内容を踏まえて、このテーマを選択した受講生による

事業・社会課題の紹介とディスカッション

（予習）報告担当者は、事前に示す授業資料を参
考に、自身の事業構想に関連する市場の社会
性、倫理性について最近の事例をもとに報告を
まとめる。担当者以外は、自身の考える事業構
想における上記の問題の意味について、簡潔に

まとめる。

第10回

第13回

第14回

第15回

教科書・参考書

教科書は特になし。参考となる文献についてはその都度授業中に指示をする。

ワンヘルスの視点
第14回講義の内容を踏まえて、このテーマを選択した受講生による

事業・社会課題の紹介とディスカッション

（予習）報告担当者は、事前に示す授業資料を参
考に、ワンヘルスという視点が自身の事業構想と
どのように関わるのかについて資料を元に報告
をまとめる。担当者以外は、自身の考える事業構
想における上記の問題の意味について、簡潔に

まとめる。

本科目と対応するディプロマ・ポリシー
ＤＰ① ＤＰ② ＤＰ③

〇 - -

事務局記入欄

成績評価の基準及び方法　（※成績評価内容と評価のそれぞれの割合を合計100％で明確に記す）

①毎回のディスカッションへの参加と複数回のプレゼンテーションを50%。②最終レポートの評価を50%として総合的に
評価する。

オフィスアワー

質問等については、毎回の授業後に受けつけます。メールでアポイントを取った上でオンラインでの相談も
受けつけます。

2023年度科目との読み替え



授業計画

キャンパス 大阪 単位数

講義の概要とねらい

近年、注目されている”DeepTech”に関して鳥瞰的視点から捉え、これによって深い社会課題を解決できる事業構
想の発想と議論によるブラッシュアップ手法を学ぶ。
今年度は、AI（人工知能）に代表される「情報通信技術」、世界的な食料危機に対応する「バイオテクノロジー技
術」、二次電池を中核とした「エネルギー技術」題材に行う予定である。（受講生の要望により、他分野の”Deep
Tech”も取り上げますので、要望のある方はmailでご連絡ください）
科学的な発見や革新的な技術に基づいて、社会にインパクトを与えることができる事業を構築するイノベーションの
発想力を伸ばす。そのためには議論が重要であり、基盤となる実現化に向けた企画・計画を創り出す力の向上を目
指す。これは、すでに消費者がニーズを言語化できている顕在的市場だけでなく、潜在的な市場を開拓してゆく事業
手法の思考にもつながるものである。「知識」に留まるのではなく「智恵」に発展させ。「行動に反映」されるように身
に付けるための「学ぶ力」を得ていただく事を目指す。

授業科目名 テクノロジーと事業構想 担当教員

配当年次 1年次・2年次 学期

光井　將一 科目コード 404

後期

2

授業の進め方と方法

到達目標

１）社会、ビジネス、テクノロジーの相互作用を説明できる
２）事業に与えるテクノロジーの効果を理解できる
３）事業優位性をつくるテクノロジーの有効活用ができる
４）将来の社会変化を見通すことができる

キーワード

Deep Techの新価値創造、AI（人工知能）、情報通信、食料危機、エネルギー

講義とグループワークを行う。

授業外の学習課題（予習・復習）

第1回
オリエンテーション
受講生自己紹介、ワークショップと議論の手法

・オリエンテーション（自己紹介、ワーク
ショップと議論の手法）

Society 1.0から5.0への時代変化に関し
て調べ、イメージを持っておく。

情報通信の技術理解と未来社会（１）
AIに代表される情報通信技術の発展方向性を学び、生活面での
変化から、それによってもたらされる未来社会を考察し、議論を行
う。

日常生活で、自分が行っている「判断」
と、その理由とする「情報群」に関して、
考えておく。

第8回

第5回

第6回 情報通信の技術理解と未来社会（２）
ビジネス面での変化から、情報通信技術の発展によってもたらさ
れる未来社会を考察し、議論を行う。

前回の議論から、具体的なテーマに絞
り込んで、ビジネスの変化を少なくとも1
つは想定しておく。

バイオテクノロジーの技術理解と未来社会（１）
バイオテクノロジーの技術開発方向性を学び、消費者生活の変化
から、それによってもたらされる未来社会を考察し、議論を行う。

「食」または「医療」に関して、バイオテ
クノロジー技術の社会への浸透例を考
えておく。第9回

第2回

第7回

第3回

第4回

”Deep Tech”の概観と技術開発・研究の方向性の理解
注目される”Deep Tech”分野を紹介し、技術の今後の開発方向性
を予測する手法を理解し、技術が開く未来を考える。

第11回

バイオテクノロジーの技術理解と未来社会（２）
社会面の変化から、バイオテクノロジーの技術発展によってもたら
されるSDGｓ等の未来社会を考察し、議論を行う。

前回の議論から、具体的なテーマに絞
り込んで、ビジネスの変化を少なくとも1
つは想定しておく。

第10回



第12回 エネルギーの技術理解と未来社会（１）
二次電池を中核としたエネルギー技術の開発方向性を学び、生
活面での変化から、それによってもたらされる未来社会を考察し、
議論を行う。

電力の有無による具体的な生活の相
違を考えておく。

第13回

第14回

第15回

教科書・参考書

特に定めない。適宜資料を配布する。

エネルギーの技術理解と未来社会（２）
ビジネス面での変化から、二次電池の技術発展によってもたらさ
れる未来社会を考察し、議論を行う。

前回の議論から、具体的なテーマに絞
り込んで、ビジネスの変化を少なくとも1
つは想定しておく。

本科目と対応するディプロマ・ポリシー
ＤＰ① ＤＰ② ＤＰ③

〇 - -

事務局記入欄

成績評価の基準及び方法（※成績評価内容と評価のそれぞれの割合を合計100%で明確に記す）

プレゼンテーション(20%)、最終発表の内容(60%)とグループワークでの貢献度(20%)を基に評価する。

オフィスアワー

特に設けないが、いつでもメールで質疑応答可。

2023年度科目との読み替え



授業計画

第11回

総合演習
－学んだ知識を実践し、具体的な事業構想や戦略を検討する

【予習】これまでの講義で学んだ内容を
鑑み、その要点を自分の言葉で説明し
てみる
【復習】講義の振り返り

第10回

【予習】重要な事実やデータを収集し、そ
れらを深く理解するための方法を考える
【復習】講義の振り返り

メカニズムを捉える
－物事の表出した事象の背後にあるメカニズムを分析する

【予習】特定の現象や問題の背後にある
メカニズムを自身で考える
【復習】講義の振り返り

第8回

第5回

第6回
変化を予測する
－経済動向の変化から事業機会を見出す方法論を学ぶ

【予習】現状のデータやトレンドを分析
し、将来の変化を予測するための良い
方法を考える
【復習】講義の振り返り

あるべき姿への道筋を考える
－目標達成のために必要な戦略や計画を立てるプロセスについて

【予習】あるべき姿を考えたうえで、そこ
に至るための具体的なステップを考える
【復習】講義の振り返り第9回

第2回

第7回

第3回

第4回

ファクトを把握する
－経済状況や市場動向に基づいた現状分析の方法論を学ぶ

講義と演習・ディスカッションを取り入れ、講義内容の理解と実践力を養う授業形態とします。

授業外の学習課題（予習・復習）

第1回
オリエンテーション
－講義の概要、到達目標、進め方について

コースの全体概要と進行方法について
の理解を深める

授業の進め方と方法

到達目標

１．経済動向の理解とその価値創造への応用能力を獲得できる
２．事業構想策定のための分析スキルを獲得できる

キーワード

経済動向、戦略思考、フレームワーク

勝村史昭 科目コード 405

前期

2

授業科目名 経済動向と事業構想 担当教員

配当年次 1年次・2年次 学期

キャンパス 大阪校 単位数

講義の概要とねらい

＜概要＞
本講義では、新たな事業を構想するために必要なスキルの習得を演習を交えて学習します。

＜ねらい＞
事業構想をするうえで、経済や社会の変化を分析しながら自身がどのような価値を世の中に提供できるかを考えること
は重要です。ただし、経済動向さえ分かれば、優れた事業構想ができるかといえば必ずしもそうではありません。経済
動向は、事業構想をするための現状理解と将来予測の＜素材＞に過ぎません。事業構想の本質は、経済動向をおさ
えたうえで、市場のニーズや自分たちが提供できることを鑑みながら、自分たちの進むべき方向性とそれを達成するた
めの「戦略思考」が大切です。

本講義の目的は、受講者が、上記の視座から事業構想するためのスキルセットを身につけることです。



本科目と対応するディプロマ・ポリシー
ＤＰ① ＤＰ② ＤＰ③

〇 - -

事務局記入欄

成績評価の基準及び方法　（※成績評価内容と評価のそれぞれの割合を合計100％で明確に記す）

最終発表（50％）と各講義における授業への貢献度（50％）

オフィスアワー

メールで事前に予約してください

2023年度科目との読み替え

第14回

第15回

教科書・参考書

教科書は特に指定しない。毎回、講義資料を配布する。

最終発表
【予習】最終発表の資料の作成
【復習】本講義で学んだ論点の振り返り

第12回

最終発表資料の作成
【予習】最終発表に向けて、学んだ内容
を統合し、論点を整理する。
【復習】発表資料のブラッシュアップ第13回



授業計画

第11回

設計思想に関する講述と演習
事前に，講義資料に目を通しておいてく
ださい．講義後に，テキストの該当箇所
を読んで復習してください．

第10回

事前に，講義資料に目を通しておいてく
ださい．講義後に，テキストの該当箇所
を読んで復習してください．

シンセシス的思考に関する講述と演習（1回目）
事前に，講義資料に目を通しておいてく
ださい．講義後に，テキストの該当箇所
を読んで復習してください．

第8回

第5回

第6回

シンセシス的思考に関する講述と演習（2回目）
事前に，講義資料に目を通しておいてく
ださい．講義後に，テキストの該当箇所
を読んで復習してください．

非目的論的思考に関する講述と演習
事前に，講義資料に目を通しておいてく
ださい．講義後に，テキストの該当箇所
を読んで復習してください．第9回

第2回

第7回

第3回

第4回

仮説思考に関する講述と演習

各テーマ毎に，教員からの講述と院生による演習を交互に行う．演習は，ほぼ毎回行う．原則として講義時間内に行う．

授業外の学習課題（予習・復習）

第1回 オリエンテーション

授業の進め方と方法

到達目標

従来の延長線上にない斬新なアイデアを構想するための思考について，その基本的な考え方を知るとともに，演習を通
して
実践力を身につける．

キーワード

イノベーション，発想，仮説思考，シンセシス，非目的論的思考，設計思想，感性，個性

イノベーションでは，従来の延長線上にない革新的なアイデアを創案することが求められる．では，そうしたアイデアは，
どのような思考から生み出されるのだろうか．これまで，いくつかの方法論が断片的ないし経験的に語られてきている
が，本講義では，国内外で学術的ないし実践的に蓄積されてきた知見をもとに体系的かつ本質的に捉えることを試み
る．

具体的には，やってみなければその妥当性が予め分からないような仮説を創る思考（仮説思考という），および，非分析
的な思考（シンセシス的思考という：アナリシスの対義語である）が重要な役割を演じると考え，こうした思考を中心に議
論を進める．加えて，内発的な目的に誘導される思考（非目的論的思考という），並びに，設計思想や感性の必要性に
ついて述べる．こうした用語は，耳慣れなく唐突に聞こえるかもしれない．しかしながら，その内容自体は，イノベーション
の現場では，多く実践されているものである．こうした思考について改めて知ることは，いずれにしても，今後，事業を構
想する上でなんらかの糧になると信じる．

授業科目名 イノベーションの発想 担当教員

配当年次 1年次・2年次 学期

田浦俊春 科目コード 406

後期

2キャンパス 大阪 単位数

講義の概要とねらい



事務局記入欄

成績評価の基準及び方法　（※成績評価内容と評価のそれぞれの割合を合計100％で明確に記す）

講義への参加姿勢(50%)と演習の成果物の内容(50%)で評価します．

オフィスアワー

特に設けませんが，質問等があれば遠慮無くお問い合わせください．

2023年度科目との読み替え

本科目と対応するディプロマ・ポリシー
ＤＰ① ＤＰ② ＤＰ③

〇 - -

第14回

第15回

教科書・参考書

テキスト：田浦俊春「イノベーション思考の論理ー現状の延長線上にないアイデアを創案するための一つの考え方ー」，
事業構想研究，第5号１−12．2022．
参考書：田浦俊春「質的イノベーション時代の思考力—科学技術と社会をつなぐデザインとは—」勁草書房(2018)
講義資料は，毎回の講義の数日前に，Teams内の本講義のチャネルにアップします．

総合討論
事前に，講義資料に目を通しておいてく
ださい．講義後に，テキストの該当箇所
を読んで復習してください．

第12回

感性・個性に関する講述と演習
事前に，講義資料に目を通しておいてく
ださい．講義後に，テキストの該当箇所
を読んで復習してください．第13回



授業計画

【事前】発表課題準備
【事後】課題レポート①

地域の課題とケーススタディ①地域の経営資源（ヒト・モノ・カネ）
【事前】発表課題準備
【事後】リアクションペーパーの提出

第8回

第5回

第6回

地域の課題とケーススタディ②生態系・自然資源と地域社会
【事前】発表課題準備
【事後】課題レポート②

地域の課題とケーススタディ③地域のビジョン
【事前】発表課題準備
【事後】リアクションペーパーの提出

第9回

第2回

第7回

第3回

第4回

概論　地域とはなにか、地域の調べ方

初回はオリエンテーションとして１コマ、以降は２コマ連続で授業を行う。授業は毎回テーマを設定し、前半は講義、後
半は、グループワークやディスカッションで、テーマに対する理解を深める。最終的にグループで地域における事業構
想案を作成し、発表する。なお実際に地域で活動するゲスト講師を招聘し、事例から学ぶ回を設ける。

授業外の学習課題（予習・復習）

第1回 オリエンテーション
講義の概要、到達目標、進め方につ
いて理解する

授業の進め方と方法

到達目標

１．地域で起こりつつある変化を多面的・多角的にとらえ、地域のあるべき姿と理想的な事業像を描くことができる。
２．何のための地域活性化か、地域の目線にたち構想を描く能力を身に着ける。

                    ３．倫理と論理を意識した講義内での対話を通じ自身の考えを深め、事業アイデアにつなげることができる。 
                         

                         
キーワード

地域づくり、地域資源、持続可能性、官民連携、関係人口

概要：　地域とはある一定の広がりを持つ空間であり、その中では種々の人間活動が営まれている。人口減少、地域
経済の停滞、自然資源の荒廃など、現在、地域には多くの課題が山積しており、本学でも、事業を通じてこれらの課
題の解決に取り組もうとする者は多い。しかし、なぜ地域課題を解決し、地域を活性化することが必要なのだろうか。
この講義では、地域とはなにかについて深く学ぶことを通じて、地域における事業構想の本質的な意義を考察する。
そして、多様な視座から地域の実情を把握し、あるべき未来の姿を描くことで、その実現に資するような事業構想に取
り組む。
ねらい：　受講生同士の意見交換を通じて、自身の関心分野、立場だけでは見えない、地域の今の姿やこれからある
べき姿を、複数のテーマから掘り下げる。そのうえで、地域の資源や取り巻く環境の変化も踏まえつつ、地域において
持続可能な事業を構想していく。「地域」について多角的・客観的に理解を深めることは、事業構想の基礎科目として
も有益である。

授業科目名 地域における事業構想 担当教員

配当年次 1年次・2年次 学期

田村典江 科目コード 407

前期

2キャンパス 大阪 単位数

講義の概要とねらい



事務局記入欄

①発表や議論など授業への参加（40%）
②リアクションペーパー（30%）
③課題レポート（３回）（30%）

オフィスアワー

メール等で事前に予約すること

2023年度科目との読み替え

本科目と対応するディプロマ・ポリシー
ＤＰ① ＤＰ② ＤＰ③

〇 - -

第14回

第15回

教科書・参考書

岡田知弘『地域づくりの経済学入門 地域内再投資力論』 自治体研究社、2020年
小田切徳美編『新しい地域をつくる　持続的農村発展論』岩波書店、2022年2月
藤山浩『地域人口ビジョンをつくる』農文協、2018年
藤山浩、有田昭一郎、豊田知世、小菅良豪、重藤さわ子著『「循環型経済」をつくる』農文協、2018年
田村典江、クリストフ・Ｄ・Ｄ・ルプレヒト、スティーブン・Ｒ・マックグルービ『みんなでつくる「いただきます」』昭和堂、
2021年
関根佳恵『ほんとうのサスティナビリティってなに？』農文協、2023年
ほか、随時授業内で示す。

事業構想発表・総合討論
【事前】グループ発表準備
【事後】グループワークレポートの提出

第11回

第12回

グループワーク①　地域活性化に資する事業を構想する 【事前】地域選定と事前リサーチ
【事後】課題レポート③

グループワーク②　地域活性化に資する事業を構想する
【事前】グループワーク準備
【事後】プレゼン資料準備

第10回

第13回



授業計画

予習：自身の情報入手ソースを整理
　　　　興味あるトピックスを探索してお
　　　　く
復習：講義内容を踏まえて「気づき」や
　　　　「疑問」を受講レポートとまとめる

●知覚と記憶：情報インプットと拡散/収束思考
　・アイデアの素となる情報のインプットの重要性とその整理法を学
び、
　　その過程で拡散的思考と収束的思考を理解する。
　・また、認知バイアス（情報や思考の偏り）を理解し自覚する

予習：自身が興味のある領域、また、
　　　　課題意識を持つ社会課題を事前
　　　　に整理
復習：講義内容を踏まえて「気づき」や
　　　　「疑問」を受講レポートとまとめる

第5回

第2回

第3回

第4回

●事業構想におけるアイデア発想プロセスの全体像
　・知覚・記憶・思考・意思決定のプロセス　全体像を確認する
　・事業構想の構築とアイデア発想の思考プロセスを紐づけて理解
する

【講義の概要】
イノベーションとは「新結合」、アイデアとは「既存の要素の組合せ」との認識をベースに、クリエイティブなアイデア発
想の思考プロセスを解説し、事業アイデアの「発･着･想」にフォーカスしその思考プロセスを体験的に学習する。

【講義の狙い】
本講義は、事業を構想する思考プロセスを、知覚・認知・思考（AnalysisとSynthesis）・意思決定の４つのプロセスとし
て概観し、各サブプロセスを講義と演習を通して体験的に学習する。各サブプロセスごとを実践的に学ぶことで、自身
の思考特性（思考のクセ）や強み・弱みに気づき、事業構想の「発･着･想」思考プロセスにおけるの強化・改善ポイント
とその方法論を学習する。

【参考】　思考プロセス

講義とグループワーク、個人ワークを組合せ、また、講義会によっては、事前の課題検討を設定し、その報告とディス
 カッションをセットとし、自ら思考プロセスを意識的に体験し「頭に汗をかく」時間をセットにする。

授業外の学習課題（予習・復習）

第1回 オリエンテーション  各自の期待成果をイメージする

授業の進め方と方法

到達目標

・解くべき課題を的確に捉えられるようになる
・発散と収束の思考プロセスを理解し、使いこなせるようになる
・アイディアをビジネスモデルに繋げられるようになる

キーワード

発着想、アイデア、発想法、認知バイアス、拡散思考・収束思考、クリエイティブ

キャンパス 大阪 単位数

講義の概要とねらい

授業科目名 クリエイティブ発想法 担当教員

配当年次 １年次・2年次 学期

藤井 康弘 科目コード 408

後期

2



本科目と対応するディプロマ・ポリシー
ＤＰ① ＤＰ② ＤＰ③

〇 - -

事務局記入欄

成績評価の基準及び方法　（※成績評価内容と評価のそれぞれの割合を合計100％で明確に記す）

メールにて事前にお問い合わせ下さい。

2023年度科目との読み替え

第14回

第15回

教科書・参考書

特に教科書は使用しません。
参考図書：　 ジェームス・W・ヤング, 今井茂雄(訳)　『アイデアのつくり方』（CCCメディアハウス）
　　　　　　　　ダニエル カーネマン, 村井 章子(訳) 　『ファスト＆スロー（上/下）』（早川書房）
　　　　　　　　細谷 功 『「具体⇔抽象」トレーニング』 『思考力が飛躍的にアップする29問』 (PHPビジネス新書)
　　　　　　　　濱口秀司『SHIFT：イノベーションの作法』（ダイヤモンド社）,電子書籍
　　　　　　　　他、適宜、参考資料を紹介。

●クリエイティブ発想法のまとめ
　・全体の総括、また、各自で自分の発想力強化ポイントを
　　強化計画としてまとめ報告会とする。

予習：自身の事業アイデアを事前にま
　　　　とめ
復習：講義全体を通じて自覚した自ら
　　　　の思考の癖と強み・弱みを整理
　　　　しレポートする

・発想力の優劣での評価はしない、講義とグループワークへの取り組み姿勢を重視する。概ね、
　　出席と講義・グループワークへの参加・貢献レベル（35点：7回×5点・・・オリエンテーションを除く7回）
　　受講レポートの提出と内容評価（35点：7回×5点・・・オリエンテーションを除く7回）
　　課題レポートの提出と内容評価（30点：6回×5点、もしくは最終レポートのウェイトを増やす可能性あり）
　の配分を目途として、総合評価する。

第11回

第12回

●思考（３）：ゲスト講師　藤本先生　SiFi発想法
　・「Sci-Fiプロトタイピングによるイノベーション発想法」により、
　　バックキャスト型の発想法の方法論を学ぶ

予習：特になし
復習：SiFi思考を復習し、自身のテーマ
　　　 でナラティブストーリーを作成して
　　　 みる

●意思決定：事業構想への応用
　・前回までの思考プロセスを応用展開し、新規ビジネスモデルを
　 アウトプットする。
　・意思決定におけるバイアスについて理解する

予習：事業アイデアを事前にまとめ、
　　　　グループワークで発表する準備
復習：講義内容を踏まえて「気づき」や
　　　　「疑問」を受講レポートとまとめる

第10回

第13回

第8回

第6回
●思考（１）：Analysis〜正しい設問/課題設定
　・適切な問題設定・課題認識のもと、クリエイティブな発想が
　　生まれるとの前提で、正しい設問・課題設定について考察。
　・代表的分析フレームワークを使って視点・視座と課題の整理学
ぶ。

予習：第4･5回ので設定したテーマで
　　　　各自で情報を収集・整理しておく
復習：講義内容を踏まえて「気づき」や
　　　　「疑問」を受講レポートとまとめる

●思考（２）：Synthesis〜事業アイデアの発想
　・アイデア発想法の代表的な方法論とフレームワークを紹介し、
　　個人ワークとグループワークにて実践

予習：第4･5回ので設定したテーマにて
　　　　解決したい課題を事前に設定
復習：講義内容を踏まえて「気づき」や
　　　　「疑問」を受講レポートとまとめる第9回

第7回



授業計画

・『事業構想研究第２号』(竹安聡論文)
を読んでの自学自習
・構想と現実のギャップをどのように埋
めるか、自らの考えをミニレポート化

(１)ケーススタディ(M＆Aによる事業拡大)：インド配線器具事業M
＆Aの背景と狙い／買収先企業の現実と課題解決／統合による
シナジー効果／次なる事業成長に向けて／統合後のPMIの取り
組み　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(２)グループディスカッション
(気付きと課題解決の視点)と発表

・『事業構想研究第３号』(竹安聡論文)
を読んでの自学自習
・M＆A、又は企業アライアンスを行う場
合のポイントをミニレポート化

第8回

第5回

第6回
(１)ケーススタディ(スマートタウン事業)：藤沢サスティナブルスマー
トタウンの概要／パートナーとの協働での街作り／CREの取り組
みと国内・海外への展開／シェア金沢(社福法人佛子園)の事例紹
介
(２)グループディスカッション(気付きと課題解決の視点)と発表

・『事業構想型ブランドコミュニケーショ
ン』(竹安聡著)を読んでの自学自習
・藤沢SST、シェア金沢の事例から、コ
ミュニティ作りの考えをミニレポート化

(１)ケーススタディ(住空間価値の創造)：ショウルーム大規模リ
ニューアルの概要／リライフストーリーの考案／TSUTAYA協業に
よる新たな生活発信拠点作り／経営環境の変化と事業構造の転
換
(２)グループディスカッション(気付きと課題解決の視点)と発表

・『事業構想型ブランドコミュニケーショ
ン』(竹安聡著)を読んでの自学自習
・住空間価値創造という事例から、ライ
フスタイル提案の発想をミニレポート化第9回

第2回

第7回

第3回

第4回

(１)ケーススタディ(介護サービス事業)：パナソニックエイジフリー
事業の概要／事業を取り巻く環境／企画構想と現実とのギャップ
／実践における組織力の強化／事業構想「実践知」としての十箇
条
(２)グループディスカッション(気付きと課題解決の視点)と発表

第１回～第11回は合計５つのケーススタディを学ぶ。毎回前半90分は教員自らの実践事例を題材にした講義を行
う。後半90分は講義から院生各々が得た気付きや、事例の中にある課題解決手法などについてグループディスカッ
ションを行い発表する。第12回～15回は院生個々人の経営資源を棚卸し、どのような社会課題解決を行うのか考え
る。

授業外の学習課題（予習・復習）

第1回 オリエンテーション

授業の進め方と方法

到達目標

(１)経営資源の分析ができる。
(２)経営資源の獲得や開発について説明できる。
(３)経営資源を活用した経営戦略構築の理論や概念を説明できる。
(４)自らの経営資源を活用した事業を構想できる。

キーワード

経営資源の明確化、シナジー効果、実践知の重要性、経営理念とパーパス、社会課題解決

●概要：本講義では、特に事業構想の立案～実践を想定し、経営リソース(人材・資金・情報・ブランド等)の集め方や
シナジーの発揮、リスク回避、種々の阻害要因への対処、従業員の士気高揚など、実際の事業構想の現場で必要
となるスキルや知見、行動様式など、事業構想の「実践知」を学んでいく。教員や外部講師の事業経験を題材とした
ケーススタディにより実践事例を学びながら、ディスカッションを通じて事業構想への理解を深めていく。
●ねらい：事業構想を実践する際には、パッション(情熱)やミッション(使命)、経営理念といった企業の存在意義とし
てのパーパスを明確にすること、そして、概要で述べた自身の経営リソースを明確にすることが重要になる。この棚
卸がないと、発・着想が妄想になり、現実的なビジネスモデルや収支計画を描けない。また一方で、自身の経営リ
ソースをどのような社会課題解決のために活用するのか、その関係性を考えることも重要であり、本講義の狙いとも
なる。

授業科目名 　　　　　経営資源と事業構想 担当教員

配当年次 １年次・２年次 学期

竹安聡 科目コード 409

前期

2キャンパス 　　　　　　　　　　大阪 単位数

講義の概要とねらい



事務局記入欄

成績評価の基準及び方法　（※成績評価内容と評価のそれぞれの割合を合計100％で明確に記す）

・講義への参加度：40％
・チームディスカッションへの貢献度：40％
・課題レポート：20％

オフィスアワー

e-mailにてお問い合わせください。

2023年度科目との読み替え

本科目と対応するディプロマ・ポリシー
ＤＰ① ＤＰ② ＤＰ③

○ - -

第14回

第15回

教科書・参考書

オリジナルテキストを使用する。
・竹安聡『事業構想の実践知』　(『事業構想研究』の第２号・第３号・第４号　所収)
・竹安聡『事業構想型ブランドコミュニケーション』(著書)

(１)自身が向き合いたい社会課題の確認：個人または所属組織が
目指す解決したい社会課題とは？／SDGsを事業視点でどう考え
るのか？／経営資源との関係性を問う／ワークショップと相互啓
発
(２)個人発表と双方向アドバイス

・授業での発表内容を改めて整理し、
レポートとして提出する

第11回

第12回

(１)ケーススタディ(経営理念とブランド戦略)：経営理念とパーパス
経営／絆を太くするブランド戦略／コーポレートアイデンティティ
(CI)の展開／事業のWHY/HOW/WHAT整理／社会課題とSDGsを
学ぶ
(２)グループディスカッション(気付きと課題解決の視点)と発表

・『事業構想型ブランドコミュニケーショ
ン』(竹安聡著)を読んでの自学自習
・自身の事業構想の経営理念を言語化
し、今後の構想論文の作成に活かす

(１)自身の経営資源の確認：個人または所属組織の経営資源の
棚卸／自身の事業構想を実践する上で必要な経営資源とは？／
足らざる経営資源をどのように補うか？／ワークショップと相互啓
発
(２)個人発表と双方向アドバイス

・授業での発表内容を改めて整理し、
レポートとして提出する

第10回

第13回



授業計画

キャンパス 中継（東京→全校） 単位数

講義の概要とねらい

　講義者の10代の頃から音楽家・アーティストとして、新しいものを生み出し表現し続け、偉大なアーティストたちと親
交を深め、加えて長年コンサルファームで培ってきた、MBA的アプローチ、課題解決型の『デザイン思考』、その進化
版、これら全てを合わせた『アーティスト思考』をワークショップを通じて体験します。
　本講座で体験する『アーティスト思考』はデザイン思考とアーティストの景観ベースに、ビジネスに活用できる思考法
を抽出し体系化しています。ビジネスにおいて、よりイノベーティブな発想を起こしていくことを目的としています。だだ
し、思考法を学ぶといって、デザインについて勉強してみたり、アート作品をただ鑑賞してみることは違います。重要な
のは、デザイナーやアーティストの思考をよく理解し尊敬し共感し、彼らが新しいものを生み出す時の方法を抽出する
ことです。
　本講義では、音楽クリエイターとしての経験とビジネスコンサルタントとしての経験を体系化した書籍『アーティスト思
考』を活用し、事業構想に展開します。

注意：アーティスト思考においては、イノベーションを感じるものであり、机上の理論だけでは学べません。そのために
音楽をたくさん聴きます。様々な音楽を講義のフォーマットで聴くことにアレルギーのある方、ノウハウのみを習得した
いという方はご遠慮お願いします。

授業科目名 アーティスト思考と構想 担当教員

配当年次 1年次・2年次 学期

松永エリック・匡史 科目コード 410

前期

2

授業の進め方と方法

到達目標

『アーティスト思考』を頭だけではなく耳から理解し、ビジネスでの活用やイノベーティブな事業構想に展開できる発想
法を身につけること。

キーワード

アート、アーティスト思考、デザイン思考、マイルスデイビス、事業構想、イノベーション、論理的思考、マイケルジャクソ
ン、音楽理論、DX

１回目のオリエンテーションで事業構想における『アーティスト思考』の意味、全体の進め方を提示する。各講義は、講
義、音楽の体験とワークショップを通じて課題に取り組む。最終成果は、レポートで評価を行う。

授業外の学習課題（予習・復習）

第1回 オリエンテーション

講義において提示された楽曲、作品、
アーティストについての深掘り

官能から生まれた音楽
音楽と産業

講義において提示された楽曲、作品、
アーティストについての深掘り

第8回

第5回

第6回
イノベーションを起こすアクション
音楽進化論

講義において提示された楽曲、作品、
アーティストについての深掘り

JAZZと暗黙知の関係
偏見や差別と音楽の関係

講義において提示された楽曲、作品、
アーティストについての深掘り

第9回

第2回

第7回

第3回

第4回

アーティスト思考概要
デジタルネイティブが生み出すイノベーションの新時代



第11回

第12回

イノベーションの伝播 マイルス・デイヴィス
音楽の存在と定義を変えたアーティスト

講義において提示された楽曲、作品、
アーティストについての深掘り

社会課題と創造の発露
コラボレーションのダイナミズム

講義において提示された楽曲、作品、
アーティストについての深掘り

第10回

第13回

第14回

第15回

教科書・参考書

『アーティスト思考』

アーティスト思考におけるマーケッティング
イノベーションの実装

講義において提示された楽曲、作品、
アーティストについての深掘り

事務局記入欄

成績評価の基準及び方法　（※成績評価内容と評価のそれぞれの割合を合計100％で明確に記す）

平常点（授業／討論参加点）50％と発表資料50％による総合評価を行う。

オフィスアワー

メールにて個別に問い合わせ

2023年度科目との読み替え

本科目と対応するディプロマ・ポリシー
ＤＰ① ＤＰ② ＤＰ③

◯ - -



授業計画

キャンパス 大阪 単位数

講義の概要とねらい

<講義の概要>
　毎回の授業におけるテーマごとの講義とグループ演習を組み合わせることにより、講義内容のポイントに関する理解を深
め、深耕するとともに、具体的なビジネスプランを策定することにより、新規事業の創出を成功させるための要因についての理
解を図ります。

<講義のねらい>
　自ら起業、あるいは既存企業組織の中で革新的な新規事業を企画・立案・実行するために必要な基礎知識を学び、持続可
能な事業構想計画を立案するために必要な応用力を獲得します。

授業科目名 ビジネスモデル研究 担当教員

配当年次 1年次・2年次 学期

橋本　良子 科目コード 411

前期

2

授業の進め方と方法

到達目標

　ビジネスモデルとは、一般的にwho,what,howを構成要素としたものと解釈されるが、ビジネスモデルの本学における理解とし
て、特にコアコンピタンス（中核的競争力）となるものに主眼を置く。そして、競争力の本質価値となるビジネス要素を検討、発
見、創成する能力を獲得するための講義とする。具体的なゴールは、以下の4項目である。
1.　新規事業の企画・立案・計画に関する基礎知識を習得する。
2.　企業事例分析により、新規事業の成功要因を明確にすることができる。
3.　新規事業の事業計画をグループ単位(原則4名)で策定し、事業構想の能力を養成するとともに、
　　グループをまとめ、目標を達成するリーダーシップ向上を図る。
4.　策定したビジネスプランを的確にプレゼンすることができる。

キーワード

・新規事業・ビジネスプラン・アントレプレナーシップ・事業構想

授業の進め方としては、毎回のテーマごとの講義とグループ演習を組み合わせることにより、ビジネスプラン策定を推進しま
す。

授業外の学習課題（予習・復習）

第1回

・オリエンテーション
　　基礎知識：
　　　・アントレプレナーの定義
　　　・この講義を通して何を学ぶのか?

基礎知識：
　・ビジネスモデル構築および初期ステージでのマーケティング
　・ビジネスモデルの評価手法および顧客開発の手法
【演習】：事業構想テーマの検討

・講義の主要テーマやグループ演習か
ら得られた自らの学びについ　てA4 1
ページにまとめることで、文章作成能力
の向上を図る。第5回

第6回
・前回講義の振り返り：授業内レポートのＱ＆Ａ実施
基礎知識：
　・ゲストスピーカーによる資金調達およびベンチャーキャピタルの活用に
関する特別講義
　・事業計画書の構成
　・ベンチャーキャピタルを説得するための手法
【演習】:コンセプトボードの作成

・講義の主要テーマやグループ演習か
ら得られた自らの学びについ　てA4 1
ページにまとめることで、文章作成能力
の向上を図る。

第2回

第7回

第3回

第4回

基礎知識：
　・起業プロセスおよび事業機会の認識と具体化のプロセス
　・起業プロセスにおける要点は何か?
　・事業アイデアの創出に有効なデザイン思考とは何か?
【演習】：企業事例からコンセプトボードを作成する。



第8回 ・前回講義の振り返り：授業内レポートのＱ＆Ａ実施
基礎知識：
・初期ステージでの組織運営
・アントレプレナーに求められる能力とは?
【演習】：ビジネスモデルキャンパスの作成

・講義の主要テーマやグループ演習か
ら得られた自らの学びについ　てA4 1
ページにまとめることで、文章作成能力
の向上を図る。
・新規事業に成功している企業に関する
経営分析レポートを作成する。

第9回

第11回

第12回

基礎知識:
・企業事例分析1
　ゲストスピーカーによるファミリービジネスにおける地域創生型事業開発
に関する特別講義
・前回講義の振り返り：授業内レポートのＱ＆Ａ実施
【演習】:ビジネスプランのブラッシュアップ

・ゲスト講師の講義内容やグループ演
習から得られた自らの学びについ　て
A4 1ページにまとめることで、文章作成
能力の向上を図る。

・前回講義の振り返り：授業内レポートのＱ＆Ａ実施
基礎知識:
　・企業事例分析2
　　介護ビジネスの事例分析
【演習】:ビジネスプラン発表会プレゼン準備

・講義の主要テーマやグループ演習か
ら得られた自らの学びについ　てA4 1
ページにまとめることで、文章作成能力
の向上を図る。

第10回

第13回

第14回

第15回

教科書・参考書

授業時にレジュメを配布する。
<参考書>
・長谷川博和(2010）『ベンチャー・マネジメント【事業創造】入門』日本経済新聞出版社
・ウィリアム・バイグレイブ/アンド リュー・ザカラキス(2009）『アントレプレナーシップ』
　日経ＢＰ社
・新藤晴臣ほか(2021)『コーポレート・アントレプレナーシップ』㈱日本評論社
・加藤　崇(2019)『クレイジーで行こう』日経BP社

・前回講義の振り返り：授業内レポートのＱ＆Ａ実施
【演習】ビジネスプラン発表会
　　　　受講生によるプレゼンテーションを行い、その実現可能性について、
お互いで評価をする。
・講義全体の総括

・講義全体を通して得られた自らの学び
についてA4 1ページにまとめることで、
文章作成能力の向上を図る。

事務局記入欄

成績評価の基準及び方法　（※成績評価内容と評価のそれぞれの割合を合計100％で明確に記す）

※ 8回中、6回以上の出席が望ましい。
1.　ビジネスプラン：40％
　　・ビジネスプラン評価　(グループ)
2.　個人レポート：40％
　　・毎回の授業内レポートと課題レポート(第８回目の授業時に提出)
　　　課題：新規事業立ち上げに成功している企業事例分析
3.　その他：20％
　　・グループ内での貢献(リーダー・資料作成)
　　・講義への貢献度(授業での発言と報告)
　　・講義の進行妨げはマイナス(遅刻、私語・携帯)

オフィスアワー

メールで事前に予約すること

2023年度科目との読み替え

本科目と対応するディプロマ・ポリシー
ＤＰ① ＤＰ② ＤＰ③

- 〇 -



授業計画

キャンパス 大阪 単位数

講義の概要とねらい

概要：本講義では、資金融通者（金融機関、ファンド等）ではなく、資金調達者である事業家・企業家の観点（コーポ
レートファイナンスの観点)から、事業構想・事業計画・資金計画・資金調達の各プロセスと、基本知識について学ぶ。
また、資金調達能力に関連して、「企業価値と株主価値」「将来キャッシュフローによる企業価値の算定」「資本コストと
最適資本構成」等について学ぶ。加えて、資金融通者との折衝に必要な「資金調達形態（負債・資本）の違い」「株価と
IR」について学ぶ。
ねらい：事業経営における最重要課題である「自らキャッシュを生みだし、事業を継続する」ために必要な知識・スキル
について、実務経験をもとにした具体的な事例を使い習得する。また、構想を計画に落とし込む際の、「採算性」につ
いてのスキル・センスを身につけるとともに、資金調達の際に資金提供者との間で交渉ができるだけの基礎を習得す
る。

授業科目名 事業構想のためのファイナンス 担当教員

配当年次 1年次・2年次 学期

古田芳浩 科目コード 412

後期

2

授業の進め方と方法

到達目標

資金調達を行うための基本的な知識を学び、事業構想を実現するために最適なファイナンスの形を模索し、複数案検
討できる。また、事業としてどのように投資して回収するか、事業構想計画・資金計画として具体的に説明できる。

キーワード

会計とファイナンス、事業採算、資本コスト（WACC)・株主資本コスト・負債コスト、企業利回り（ROIC)・EVA、企業価値
と株主価値

具体的な事例を活用した演習を取り入れることで、実学としての会計、ファイナンスの技術の一端に触れ、その勘どこ
ろを理解・体験できるようにする。また、そのことにより、活発な質疑応答がなされ、より深い理解へとつなげられるよう
に双方向で講義をすすめる。

授業外の学習課題（予習・復習）

第1回 オリエンテーション

【事前】課題１「採算の目」の理解のた
めの損益分岐点に関する演習問題提

出

事業構想と資金計画・事業収支計画
【事後】課題１「採算の目」の理解のた
めの損益分岐点課題の復習

第8回

第5回

第6回

事業構想と資金調達
【事前】課題２「財務指標」の理解のた
めの上場会社の財務諸表分析の演習

問題提出

資金調達能力と企業価値評価
【事後】課題２「財務指標」の理解のた
めの上場会社の財務諸表分析の復習

第9回

第2回

第7回

第3回

第4回

事業構想と事業計画・経営計画

第11回

企業価値と株主価値
【事前】課題３「企業価値・株主価値」の

理解のための演習問題提出

第10回



第12回

資金調達能力と資金融通者
【事後】課題３「企業価値・株主価値」の

算定過程の復習
第13回

第14回

第15回

教科書・参考書

会計分野　「経営分析のリアルノウハウ」、「人事屋が書いた経理の本」　ファイナンス分野　「ざっくりわかるファイナン
ス」

まとめ

本科目と対応するディプロマ・ポリシー
ＤＰ① ＤＰ② ＤＰ③

- 〇 -

事務局記入欄

成績評価の基準及び方法　（※成績評価内容と評価のそれぞれの割合を合計100％で明確に記す）

前半の課題レポート４５％、後半の課題レポート４５％、講義への貢献度１０％とする。

オフィスアワー

毎回講義前の30分（18：00－18：30）については、申し出があれば対応するので、事前にメールで予約すること。

2023年度科目との読み替え



授業計画

第11回

マーケティング分析への応用
－データ分析をマーケティングに応用するための具体的なアプロー
チを考える

【予習】これまでの講義で学んだ知識を
マーケティングに、どのように活かすか
を考える
【復習】講義の振り返り

第10回

【予習】データ分析で出来ることとは何
か、について考える
【復習】講義の振り返り

統計学の基本
－仮説検定を中心に、統計学の基礎概念とその実践手法を学ぶ

【予習】信頼できるデータや分析とは、
どのような要件を満たすのか、につい
て考える
【復習】講義の振り返り

第8回

第5回

第6回 回帰分析
－ある事象に影響を及ぼす要因を特定する分析手法である回帰分
析を学ぶ

【予習】回帰分析を使うことで、マーケ
ティングにどのように役立つそうか、に
ついて考える
【復習】講義の振り返り

回帰分析（２）
－マーケティング場面での回帰分析の活用方法を演習を通じて学
ぶ

【予習】実際に回帰分析を行う上での、
注意点として、どのようなことがある
か、について考える
【復習】講義の振り返り第9回

第2回

第7回

第3回

第4回

データ分析の全体像と基本統計量
－データ分析の位置づけと基本的な統計量（平均、標準偏差など）
について学ぶ

講義形式を基本とし、適宜、演習を取り入れ、講義内容の理解と実践力を養う授業形態とします。

授業外の学習課題（予習・復習）

第1回
オリエンテーション
－講義の概要、到達目標、進め方について

本講義の全体像と進め方について理
解する

授業の進め方と方法

到達目標

市場や顧客において、ビジネスの蓋然性を獲得するために、分析によって情報要素を客観化する必要性は論を待た
ない。本科目では、このような市場や顧客を客観化するための方法や論理的思考だけでなく、その潜在的な価値や思
考についても洞察、考察し各人の構想に必要な市場や顧客を検討、理解する能力を獲得できる

キーワード

マーケティング、基本統計量、仮説検定、相関、回帰分析、EXCEL

＜概要＞
本講義では、マーケティング分析に必要な基礎的な統計知識の習得とExcelを用いた実践方法を学習します。

＜ねらい＞
さまざまなマーケティング課題において、データに基づいた価値創出の重要性が高まっています。
このためには、明らかにしたい課題の本質を追求しながら、その課題解決に資するために、どのようなデータを、どの
ように分析すべきか、を試行錯誤しながら考えていくことが必要となります。
本講義では、そのための基礎的なデータ分析知識をExcelを用いながら学んでいきます。この授業を通して、受講者
が、独力でデータ分析を実践できるようになり、事業構想に役立つスキルを習得することを目指します。

授業科目名 市場・顧客分析 担当教員

配当年次 1年次・2年次 学期

勝村史昭 科目コード 413

前期

2キャンパス 大阪 単位数

講義の概要とねらい



事務局記入欄

成績評価の基準及び方法　（※成績評価内容と評価のそれぞれの割合を合計100％で明確に記す）

最終発表（50％）と各講義における授業への貢献度（50％）

オフィスアワー

メールで事前に予約してください

2023年度科目との読み替え

本科目と対応するディプロマ・ポリシー
ＤＰ① ＤＰ② ＤＰ③

- 〇 〇

第14回

第15回

教科書・参考書

教科書は特に指定しない。毎回、講義資料を配布する。

最終発表
【予習】最終発表資料の作成
【復習】本講義で学んだ論点の振り返り

第12回

最終発表資料の作成

【予習】最終発表に向けて、これまでに
学習したポイントを整理する
【復習】最終発表資料をブラッシュアッ
プする第13回



授業計画

授業の進め方と方法

到達目標

この課目は、実際の課題テーマに基づいて実際にリサーチの準備、実施、分析を行うPBL（Project Based Learning）
型のプログラムです。
毎回の授業は、リサーチプロセスについての講義と、それに対応した演習（個人ワーク／グループワーク）を組み合わ
せることにより推進します。

授業外の学習課題（予習・復習）

第1回
・授業ガイダンス
・この講義を通して何を学ぶのか?
・導入授業：フィールドリサーチとは

宿題：カフェなど教室外での体験につい
てCJMの作成ワーク

【講義】
・基礎知識：デザイン思考、サービスデザインについて
【演習】
・CJMについて（作成ミニワーク）、インタビューの仕方エクササイズ

第2回

第3回

  ビジネスにおいては、蓋然性を獲得するための活動として、フィールドリサーチが担う役割は大きい。取り分け、顧客
との関係性は、多様なフィールドで関係性を構築するための試行錯誤が必要である。本講義では、リサーチ（人間関
係、ビジネス関係等）の態様や仕様策定、分析に基づく関係構築への応用は元より、その結果としての顧客開発が各
人の構想において検討、創成し得る本質的能力の獲得を目指すものであり、具体的な目標は以下の4項目を設定す
る。
1.　事業構想におけるフィールドリサーチの位置づけや手法を把握する。
2.　フィールドリサーチ演習:生活者観察により、顧客ニーズの発見⇒顧客インサイト⇒課題解決策の提示のプロセス
を体験することで行動分析力を獲得する。
3.　各演習を通じて顧客開発力を養成する。
4.　演習を通しての成果物を的確にプレゼンすることができる。

キーワード

フィールドワーク、人類学、デザイン思考、CJM（Costomer Journey Mapping）、サービスデザイン、UXリサーチ

<講義のねらい>
　事業構想においては、その発着想の手前で、まず社会を構成しているヒトと生活現場を知ることが出発点となりま
す。そこで本講義においては、生活者とそれを取り巻く状況を「参与観察」＝フィールドリサーチすること、さらに分析プ
ロセスを通じて事業構想における顧客像や普遍的課題を具現化するプロセスを学びます。特に、実際の社会起業家
にテーマとフィールドを提供いただいた現地演習を通して、持続可能な事業構想を立案するために必要な顧客開発力
を養成します。

<講義の概要>
　毎回の授業における基礎理論の講義とグループワークを組み合わせることにより、講義内容のポイントに関する理
解を深めます。また、実際のフィールドでの現地演習を通して、自身の事業構想における顧客開発手法を学びます。

授業科目名 フィールドリサーチ（顧客開発） 担当教員

配当年次 1年次・2年次 学期

渡辺隆史、橋本良子 科目コード 414

後期

2キャンパス 大阪 単位数

講義の概要とねらい



【演習】
現地フィールドワーク
・尼崎のNPO法人運営施設を予定
・現地調査（行動観察や参与、インタビューなど）
・記録と共有のワークショップ
※訪問日時や調査方法など詳細は第1回ガイダンスでリリースしま
す

宿題：フィールドリサーチ後のフィールド
ノート作成

【講義】
・調査設計と質的調査（フィールドリサーチ）の視点
・サービスブループリントとは／ビジネスエコシステムの議論
【演習】
・リサーチテーマのリリース
（・テーマオーナーよりオリエン実施をいただける場合も）
・フィールドリサーチ演習の準備

宿題：フィールドリサーチの事前準備
（視点作成と二次情報収集）

第14回

第15回

教科書・参考書

指定教科書はなし。
授業時にレジュメを配布し、授業の中で参考書を随時紹介する。

・最終課題、グループワーク発表
・講義全体の振り返り

第11回

第12回

【講義】
・分析プロセスと手法について
【演習】
・フィールドワークの素材に基づく演習
・一次分析ワーク（CJM作成、ネットワーク図作成）

宿題：フィールドワークに基づくCJMの
完成

【演習】
・二次分析ワーク
・コンセプトシートやビジネスオリガミなどによる事業構想アイデアブ
レストとコンセプト作成ワーク

宿題：テーマ提供者へのプレゼン資料
作成（＝最終課題）

第10回

第13回

第8回

第5回

第6回

第9回

第7回

第4回



本科目と対応するディプロマ・ポリシー
ＤＰ① ＤＰ② ＤＰ③

- 〇 〇

事務局記入欄

成績評価の基準及び方法　（※成績評価内容と評価のそれぞれの割合を合計100％で明確に記す）

※ 8回中、6回以上の出席が望ましい。
1.　個人／グループ課題の提出：60％
　
2.　その他：40％
　　　・グループ内での貢献(リーダー・資料作成)
　　　・講義への貢献度(授業での発言と報告)
　　　・講義の進行妨げはマイナス(遅刻、私語・携帯)

オフィスアワー

メールで事前に予約すること。

2023年度科目との読み替え



授業計画

マーケティング・ベーシックス③
～製品戦略、ブランド戦略、等

グループワーク（提供価値・コンセプトを考える）

マーケティング・ベーシックス④
～価格戦略、コミュニケーション戦略、チャネル戦略、等

グループワーク（いかに伝えるのか、売るのかを考える）

マーケティング・ベーシックス⑤
～サービス・マーケティング、戦略市場経営、等

第11回

【予習】グループワークの事前準備
【復習】体験価値の基礎となる、サービ
スマーケティングについて、理解を深め
る

第10回

グループワーク、予備時間

【予習】グループワークの事前準備
【復習】環境分析の方法論と事業機会の
探索について、考察を深める

【予習】グループワークの事前準備
【事後】顧客理解について、考察を深め
る

第8回

第5回

第6回 【予習】グループワークの事前準備
【復習】製品・サービスが実現する、
提供価値について、考察を深める

【予習】グループワークの事前準備
【復習】提供価値の顧客への伝え方
について、考察を深める第9回

第2回

第7回

第3回

第4回

マーケティング・ベーシックス①
～マーケティング思考とは、環境分析、STP、等

グループワーク（PESTを考える）

マーケティング・ベーシックス②
～マーケティングリサーチ、消費者行動分析、等

グループワーク（STPとペルソナを考える）

講師によるPPTを用いた講義＋グループワークによる演習

授業外の学習課題（予習・復習）

第1回
オリエンテーション
イントロダクション～マーケティングと事業構想

【復習】マーケティングの必要性と全体
感について、考察を深める

授業の進め方と方法

到達目標

①マーケティングの基礎知識を学び、共通言語を習得する
②自らの事業構想へ応用する実践スキルを習得する

キーワード

提供価値、事業コンセプト、事業ドメイン、サービス・ドミナント・ロジック、デジタルマーケティング、プラットフォーム・ビジ
ネス

VUCAの時代にあって事業環境はますます混迷を深め、またデジタル・エコノミーの急速な進展は、人々の生活スタイ
ルや価値観、消費行動に大きな変化をもたらしています。これら環境変化に対応すべく、事業家やマーケッターは日々
精力的な努力を続けていますが、近視眼的、部分最適的な施策展開、サイロ的組織対応に陥ることもあり、限定的成
果に留まることも少なくありません。私たちはいかにして、全体的・包括的なアプローチから、事業の提供価値・ブランド
価値を最大化させ、顧客との関係性を深めていくべきでしょうか。本講義では、今日のマーケティング理論における主
要な基本概念の構成要素を体系的に学ぶとともに、近年のデジタル・テクノロジーの急速な進展が、マーケティング戦
略とビジネスモデルの高度な融合を要求している現実を踏まえ、ビジネス・デザインの観点からマーケティングのあり方
を検討します。マーケティングは、決して一握りの専門家が担うものではなく、事業創造に主体的に関与するあらゆる
人が理解し、活用すべきスキルと言えます。実務では、「木を見て森を見て」の繰り返しが求められます。履修生のみな
さんは、小手先のフレームワークだけでなく、マーケティングの本質的な問いを常に意識し、自身の事業アイデアの戦
略の仮説構築を深めてください。

授業科目名 事業構想のためのマーケティング 担当教員

配当年次 1年次・2年次 学期

小宮信彦 科目コード 415

後期

2キャンパス 大阪 単位数

講義の概要とねらい



本科目と対応するディプロマ・ポリシー
ＤＰ① ＤＰ② ＤＰ③

- 〇 〇

事務局記入欄

成績評価の基準及び方法　（※成績評価内容と評価のそれぞれの割合を合計100％で明確に記す）

最終レポート（50％）＋授業への参加貢献（25％）＋グループワークへの貢献（25％）

オフィスアワー

毎回の講義終了後

2023年度科目との読み替え

第14回

第15回

教科書・参考書

教科書は使用せず、講義はスライド中心に行います
参考書籍：コトラー＆ケラーのマーケティング・マネジメント基本編 第3版

【予習】グループワークの事前準備
【復習】グループワークでのケーススタ
ディーを通じ、マーケティング戦略構築を
実践してみる

グループワークの発表

グループワークの発表

第12回 【予習】グループワークの事前準備
【復習】デジタル・テクノロジーがマーケ
ティングに与える影響について、考察を
深める第13回

デジタル化がもたらすマーコムの進化①
～デジタル社会の消費者行動と、ビジネスモデル、等

デジタル化がもたらすマーコムの進化②
～デジタルマーケティングにおける４Pの進化、等



授業計画

予習：ポジショニングアプローチと資源
アプローチとはどのようなものかリサー
チする
復習：リフレクションシートの記入

ゲーム理論と事業戦略
コミットメント　コーディネーション　長期的関係　シグナリング

予習：ゲーム理論にもとづいた事業戦
略事例のリサーチする
復習：リフレクションシートの記入

第8回

第5回

第6回
認知バイアスと事業戦略
認知心理学　行動経済学　限定合理性

予習：認知バイアスとはどのようなもの
かリサーチする
復習：リフレクションシートの記入

エコシステムと事業戦略
エコシステム・ディスラプション　自己組織化　複雑系　進化　学習

予習：エコシステム戦略とはどのような
ものかリサーチする
復習：リフレクションシートの記入第9回

第2回

第7回

第3回

第4回

事業戦略の概観
ポジショニングアプローチ　資源アプローチ

講師による講義、講師と受講者間のディスカッション、グループワーク、リフレクションシートによる。

授業外の学習課題（予習・復習）

第1回 オリエンテーション
予習：自分なりの事業構想の考えをまとめる。
復習：リフレクションシートの記入

授業の進め方と方法

到達目標

事業構想サイクル及び事業構想計画の全体像を俯瞰し、自らの力で、発着想の能力、構想構築の能力、人々を動か
すコミュニケーション能力を獲得することを目指す。具体的には、次のとおりである。
（１） 自らの使命を明らかにし、自らが解決すべき社会課題を発見するとともに、理想の姿を描くことができる。
（２） 自らの意図、思いを、表現できる。
（３） 自らの事業構想を他者とコミュニケートし、共感を得て、多様な主体と共創できる。
（４） 事業構想家としての戦略的思考をすることができる。

キーワード

認知心理学　行動経済学　ゲーム理論　戦略性　共創

【概要】事業戦略の全体像を把握したのちに、事業戦略をその背後にある制度、法則、学問的な考え方/フレームワー
クまで遡ることにより深く理解する。また、それらの要素をもとに現代的な変化の速い複雑なビジネス環境において新
しい事業戦略を策定するトレーニングを行う。

【ねらい】事業戦略をその背後にある制度、法則、学問的な考え方/フレームワークまで遡ることにより深く理解し、新
しい戦略を生み出すことを目的とする。具体的には、資本主義を始めとする制度、市場で見出される統計的な法則、
経済学、応用数学、心理学、社会学などにおいて蓄積された知見と戦略の関係性を理解し、それをもとに新しい価値
を生み出す事業戦略を創造できるようになることがねらいである。講師によるインプットの他、講師や受講生の間での
ディスカッション、グループワーク、受講生による戦略の創出と発表などを行う。

授業科目名 事業戦略 担当教員

配当年次 1年次・2年次 学期

松行輝昌 科目コード 416

前期

2キャンパス 大阪 単位数

講義の概要とねらい



事務局記入欄

成績評価の基準及び方法　（※成績評価内容と評価のそれぞれの割合を合計100％で明確に記す）

授業後のレポート（40%）、最終発表（40%）、授業への貢献度（20%）

オフィスアワー

特に設けないが、いつでもメールまたはTeamsで質疑応答可。

2023年度科目との読み替え

本科目と対応するディプロマ・ポリシー
ＤＰ① ＤＰ② ＤＰ③

- 〇 〇

第14回

第15回

教科書・参考書

教科書　琴坂将広『経営戦略原論』（東洋経済新報社、2018年）
参考書　入山章栄『世界標準の経営理論』（ダイヤモンド社、2019年）
三谷宏治『経営戦略全史』（ディスカヴァー・トゥエンティワン、2013年）
ヘンリー・ミンツバーグ,ブルース・アルストランド,ジョセフ ランペル『戦略サファリ 第2版』（東洋経済新報社、2012年）

受講者による事業戦略の発表
予習：事業戦略発表の準備をする
復習：リフレクションシートの記入

第11回

第12回

共創
エフェクチュエーション　縄文式ビジネス　参加型社会

予習：共創戦略の事例をリサーチする
復習：リフレクションシートの記入

統計的な法則と戦略
べき乗則　ジップ則　パレート則　ジブラ則　チューリングパターン
ファットテール　ロングテール

予習：べき乗則とはどのようなものかリ
サーチする
復習：リフレクションシートの記入

第10回

第13回



授業計画

キャンパス 大阪 単位数

講義の概要とねらい

＜概要＞
・事業構想におけるブランド戦略では、代表的なブランド論、関連するマーケティング論の概要をおさえ、事
業構想に直結するブランド価値規定と顧客のブランド連想構築に重点を置いて説明する。
・経営層にとってのブランドの「目指す姿」と、顧客の心に刻むブランドの「ありたい姿」を分けて考え、ブラン
ディングに必要な主観と客観を意識した上で、一貫性のあるブランド戦略の策定・実行・管理について理解
を深める。
・担当教員が現在までに担当した国内・海外のブランディング事例や、ブランディングによって事業を再生し
た成功事例研究を交え、実践的なブランド構築とその運用方法をレクチャーする。

＜狙い＞
・本講義では、構想アイデアの発着想と事業計画・コミュニケーションに直結するブランド戦略の設計力を身
につけることを狙いとし、ブランディングの視点を自身の事業構想に活用できる力を獲得する。

授業科目名 ブランド戦略 担当教員

配当年次 1年次・2年次 学期

二村暢朗 科目コード 417

後期

2

授業の進め方と方法

到達目標

１）    ブランド戦略が事業構想の根幹であることを理解する
２）    ブランドの概念を理解する
３）    ブランドを構築することができる
４）    ブランド戦略を策定し事業構想に活用できる

キーワード

①ブランドパーパス・ミッション・ビジョン　②ブランド提供価値　③ブランドの差別化・独自性・持続性　④イン
ターナルブランディング　⑤ブランドストーリー　⑥ブランドコミュニケーション　⑦ブランドマネジメント

授業は前半の講義と後半の演習からなり、ブランディングの講義で学んだ視点を用いて、自身の構想アイ
デアを演習で整理し表現してみる、という繰り返しで構成している。
講義期間中、構想アイデアを一つに固定する必要はなく、アイデアを途中で変更しても全く問題ない。構想
アイデアで検討しづらい者は自身が所属する企業ブランドでも、自身のパーソナルブランディングでも構わ
ない。オリエン時に教員と相談の上、授業を進めていくので、ブランディングを自分事として取り組んでほし
い。

授業外の学習課題（予習・復習）

第1回 オリエンテーション～参加メンバーのブランド視点共有
【事前】【事後】自身にとってブランドとは
何か、を考えてみる

【事後】自身の構想についてブランド視
点で考えてみる＝ユーザーと顧客、事業
実現する重要なステークホルダーとは誰
か

講義：行動変容を促す、ブランド価値規定の考え方
　　　　ブランド連想要素とブランド価値の独自性創造
演習：ブランド・アイデンティティ・マトリックス

【事後】内外の視点を意識して、ブラン
ド・アイデンティティ・マトリックスの復習

第5回

第6回 講義：経営層が決断するブランドの目指す姿について
　　　　パーパス・ビジョン・ミッションの構築
　　　　～インターナルブランディング
演習：Asis→Tobeフレームとゴールデンサークル

【事後】自身の構想アイデアの「目指す
姿」を考える

第2回

第7回

第3回

第4回

講義：ブランド戦略の考え方
　　　　アーカー以前～パーパスブランディングの潮流
演習：ブランド視点で考える構想アイデア検討



第8回 講義：顧客の心に刻むブランドのありたい姿について
　　　　ブランド体系毎のブランドコミュニケーション戦略
　　　　～現地顧客に適応するグローバルブランド展開
演習：ターゲットの心に刻むブランドハニカムモデル

【事後】自身の構想アイデアの理想顧客
にとって「ありたい姿」を考える

第9回

第11回

第12回

講義：ブランディング・ケーススタディ①商品～企業ブランド
演習：カスタマージャーニー作成とタッチポイント検討

【事後】顧客の心にブランド連想を築くコ
ミュニケーション方法を考える

講義：ブランディングケーススタディ②成功事例分析
演習：ブランド管理指標とリサーチ方法検討

【事後】自身の構想アイデアの理想顧客
を探し、意見を聞いてみる

第10回

第13回

第14回

第15回

教科書・参考書

教科書：事前に講義資料を共有するが、資料を事前に読み込む必要はない。
参考書：配布資料に参考資料も明記してあるが、事前に読み込む必要はない。
「戦略的ブランド・マネジメント」ケビン・ケラー著、「マーケティング3.0」「マーケティング5.0」フィリップ・コト
ラー著、「ブランド戦略論」田中洋著、「ブランディングの科学」バイロン・シャープ著、「コーポレートブランド・
アイデンティティ・マトリックス」ステファン・グレイザー著等をテーマに即して紹介する。

演習：現時点の構想アイデアのブランド戦略共有
　　　　～相互コンサルティング

【事前】ブランド戦略ピッチをまとめる
【事後】他メンバーの優れたピッチを自身
の構想アイデアに活かしてみる

事務局記入欄

成績評価の基準及び方法　（※成績評価内容と評価のそれぞれの割合を合計100％で明確に記す）

授業への参画度合・貢献状況評価（60%）と、レポート評価（40%）を合わせた総合評価とし、60点（100点満
点）以上を合格とする。

オフィスアワー

授業時間内、メール、Teams、事務局伝言等で、事前に連絡し、予約確認すること。

2023年度科目との読み替え

本科目と対応するディプロマ・ポリシー
ＤＰ① ＤＰ② ＤＰ③

- 〇 〇



授業計画

第11回

消費者への価値の届け方
－効果的なマーケティング戦略とコミュニケーションを通じて価値を伝
える方法を学ぶ

【予習】特定の商品のターゲット顧客の
行動パターンから効果的なコミュニケー
ション手法を考えてみる
【復習】講義の振り返り

第10回

【予習】消費者行動の基本理論と実世
界の事例を調べる
【復習】講義の振り返り

ブランドとは何か
－ブランドの概念、重要性、および消費者行動に及ぼす影響を理解
する

【予習】人気ブランドの成功要因を考え
てみる
【復習】講義の振り返り

第8回

第5回

第6回 時代の変化から消費者ニーズを考える
－社会的、経済的変化が消費者のニーズと行動にどのように影響す
るのかを考察する

【予習】時代の変化によって飛躍した商
品、あるいは衰退した商品を考えてみる
【復習】講義の振り返り

行動観察とインサイト
－実際の消費者行動の観察を通じて深い洞察を得る方法を事例を通
じて学ぶ

【予習】特定の商品の消費者の行動を
観察しながら、購入決定に至る動機に
ついて考える
【復習】講義の振り返り第9回

第2回

第7回

第3回

第4回

消費者行動を考える
－消費者が製品やサービスを選択、購入、使用する基本原則につい
て

講義と演習・ディスカッションを取り入れ、講義内容の理解と実践力を養う授業形態とします。

授業外の学習課題（予習・復習）

第1回
オリエンテーション
－講義の概要、到達目標、進め方について

コースの目的、内容、及び期待される成
果についての理解を深める

授業の進め方と方法

到達目標

1) コミュニケーション戦略の鍵概念と重要ツール、基本フレームワークを理解している
2) コミュニケーション戦略立案と実行の力を自ら高める方法を身につけている

キーワード

消費者行動、消費者心理、インサイト、ブランド、カスタマージャーニー

＜概要＞
この講義では、消費者行動の深い理解を目指し、その知見を基に効果的なコミュニケーション戦略を構築する方法を学
びます。消費者の意思決定プロセス、購買動機、行動パターンに関する理論と実践的な分析手法を探求します。

＜ねらい＞
本講義の目的は、消費者行動に関する深い理解と、その知見を応用するための方法論を受講者に身につけてもらうこと
です。具体的には、消費者の購買行動を分析し、理解するための研究手法を習得し、それを基に効果的なマーケティン
グ戦略を策定できる能力を高めます。この授業を通じて、受講者は消費者の行動パターンを読み解く洞察力を養い、市
場において競争優位を確立するための戦略的アプローチを学びます。

授業科目名 コミュニケーション戦略 担当教員

配当年次 1年次・2年次 学期

勝村史昭 科目コード 418

前期

2キャンパス 大阪 単位数

講義の概要とねらい



事務局記入欄

成績評価の基準及び方法　（※成績評価内容と評価のそれぞれの割合を合計100％で明確に記す）

最終発表（50％）と各講義における授業への貢献度（50％）

オフィスアワー

メールで事前に予約してください

2023年度科目との読み替え

本科目と対応するディプロマ・ポリシー
ＤＰ① ＤＰ② ＤＰ③

- 〇 〇

第14回

第15回

教科書・参考書

教科書は特に指定しない。毎回、講義資料を配布する。

最終発表資料
【予習】最終発表資料の作成
【復習】最終発表を通じた自己評価と振
り返り

第12回

最終発表資料の作成
【予習】これまでの学習内容を整理する
【復習】最終発表の資料をブラッシュアッ
プする第13回



授業計画

キャンパス 中継（東京→大阪/福岡） 単位数

講義の概要とねらい

概要：　担当教授は、グローバル舞台で事業構想・事業構築・成長ドライブに長年従事。　アカデミックなバックグラウ
ンドとしては、シカゴ大学経営大学院MBAにて、欧米の経営学を学んだ。　その中から、事業構想・経営に係る知識・
経験を整理し、事業構想・事業実装に役立つエッセンスを共有する。加えて、優れた事業を実現しているゲスト講師を
招き、グローバル事業構想コンセプト・事例・アウトカムについても学ぶ。
狙い：事業に着想し、構想を描き、事業化、そして事業経営の流れにおいて、グローバル視点でのアプローチが有用
である。　講義・討議を通じて、グローバルに視野を広げ、事業構想の知識収得を促す

授業科目名 事業構想のためのグローバル視点 担当教員

配当年次 1年次・2年次 学期

二之宮義泰 科目コード 419

後期

2

授業の進め方と方法

到達目標

・世界の動きと不可分な日本という存在を俯瞰し、世界中で起きている様々な事象の　日本の事業環境への影響を理
解することができる； 並びに
・世界に視野を広げ、本質的な問題や課題を探求・整理し、自身の事業構想につなげることができる、

キーワード

事業構想、グローバル事業、トップマネジメント、経営分析フレームワーク、クロスSWOT

限られた時間でグローバル視点をカバーする為、厳選された実践的エッセンスを講義するスタイルになる。但し、適
宜、キーワードに関する討議、Q&Aを行い理解を深めて貰う。
　ゲスト講師を招き、グローバル事業構想についても学ぶ。　　（特に第2回・3回の講義には出席を求めます）

授業外の学習課題（予習・復習）

第1回 オリエンテーション 履修者各々のグローバルヴューを探る

「グローバルとは」　事業構想に役立つ基本をを実践的に紹介する

第8回

第5回

第6回
「多国籍企業の事業経営」　実例を挙げ、グローバルスタンダードを
紹介し、ハイブリッド型事業構想を学ぶ

第10回の授業の予習として、PEST分
析、バリューチェーン分析、クロス
SWOTを学ぶ。（尚、予習用の資料は第
７回終了時に提供します）

「アジアでの事業構想の実際」　外部講師による講義。事業構想を
成功させるヒント、フレームワークを演習も交え学ぶ。

第9回

第2回

第7回

第3回

第4回

「事業経営と私」　　担当教授の30年間の事業構想・経営職歴を時
系列的に追い、欧米のエッセンスを紹介する

第11回

「グローバル事業構想のフレームワーク」　実用性が高い経営フ
レームワーク：クロスSWOTを紹介する。（後日、それらを用い、各院
生は現在所属する事業体の分析や自己分析（事業構想家・経営者
として）を行い、第12回・13回・14回で各々が発表する）

第10回・第11回の講義をベースに、クロ
スSWOT分析を行い、第12回・第13回・
第14回での各自発表に備える（この時
点では提出不要）

第10回



第12回

院生による前出の課題発表・討議

第13回

第14回

第15回

教科書・参考書

講義内容に沿って参考資料を配布する

「グローバルの総括」　院生による課題発表・討議に続き、講義の総
括をキーワードを列挙・レヴュ－する形で再度事業経営に対する理
解を深める

宿題：各受講生は、クロスSWOTによ
り、各々が現在所属する事業体の分析
と、自己分析（事業構想家・経営者とし
て）を完成させ期日（８月央）までに提出

事務局記入欄

成績評価の基準及び方法　（※成績評価内容と評価のそれぞれの割合を合計100％で明確に記す）

成績評価は、１）授業中の質問・討議参加による講義への貢献度（回数、インパクト）評価ウエイト５０％　２）フレーム
ワークを用いた分析プレゼンテーションの質。評価ウエイト２０％（但し、発表機会を得られなかった場合は、最終課題
の評価ウエイトを５０％とする）　３）最終化した経営分析・自己分析（宿題として提出）評価ウエイト３０％

オフィスアワー

メールにて事前アポイント

2023年度科目との読み替え

本科目と対応するディプロマ・ポリシー
ＤＰ① ＤＰ② ＤＰ③

- 〇 〇



授業計画

予習：事前に配布した資料読み込み
復習：振り返りシート作成・提出

第2回

第3回

組織デザイン　①戦略
・ミッション・ビジョン・バリュー構築の重要性：創業ストーリー
・顧客提供価値と一貫性のある組織デザイン

講義と課題討議、ビデオ、Youtubeなどを活用しながら進めていく。
振り返りレポートに記入いただいた質問に答えながら前回講義の内容を深める

授業外の学習課題（予習・復習）

第1回 オリエンテーション：授業計画と組織デザインの考え方 復習：振り返りレポート作成・提出

授業の進め方と方法

到達目標

１．自社の組織デザインに関する特徴や強み・弱み、課題が診断できるようになる。
２．新規事業開発チームを創成する場合に、その組織デザインの留意点を理解して組織立ち上げおよび運営ができる
ようになる。
３．現状事業運営をしている場合は、組織デザインの課題を明確にして組織変革への行動をとれるようになる。

キーワード

成長ステージ別モデル　顧客提供価値と一貫した組織デザイン　自律分散型組織　エンゲージメント経営
ストーリーテリング

　新規事業の立ち上げ当初は、とかく当面の資金調達や販売先の確保など事業拡大の優先課題に奔走し、組織体制
や人材マネジメントといった内部体制の強化は後回しになる傾向が多い。しかし自社製品やサービスが市場や顧客に
受け入れられ企業規模が急拡大する時期に差し掛かったときに内部体制の不備が一気に噴出し、仕事があってもこな
すことが出来ず、失注したり受注できても品質不良やクレームに繋がったりするケースも多くなる。

　主に新規事業の立上げ期については、業種・業態に関わらず各成長ステージ共通の組織課題が存在し、超えるべき
壁が存在することが分かっている。各ステージにおいて戦略に適合した組織・人材マネジメントの考え方や方法論を提
示し自社に適用することで、自社成長ステージに特有の組織・人材マネジメントの課題を明確にし、将来のリスクを低
減していくことを目的とする。

　本講義では、組織設計の基本となるスターモデルをベースとして関係する理論を盛り込みながら展開していく。
戦略－構造－プロセス－報酬－人材の一貫性と整合性を取るとともに、情報共有を図り、モチベーションの高い人材
の行動を導き出していく。その結果としての高い業績と顧客志向の組織文化風土を形成していくことを目指していく。

　また新規事業立ち上げにおいて、経営資源とりわけ人的資源が整っていない中で検討すべき経営の方向性は、個々
人の内発的動機づけを高め、個々人の能力を最大限引き出し、それを活用する「参加型経営の実現」であり、「エン
ゲージメントの高い自律型組織の構築」である。日本の人口構成が大きく変化し生産人口が減少し十分な採用がかな
わない状況では、「優秀な人材を定着させることができるか」も大きな課題である。

　受講を希望する学生は、授業に参加するのみならず、受講生間の関係性の向上も図ったり、自分の発言に隠された
メンタルモデルにも気づいていただいたりしながら事業開発リーダーとしてのあり方も振り返っていただきたいと考えて
いる。
 ＊本科目は、「経営組織論」「組織行動論」「人的資源管理論」の3つの理論をベースに、関係する理論を盛り込みなが
ら講義を展開する。

授業科目名 組織と人材マネジメント 担当教員

配当年次 １年次・2年次 学期

片岡幸彦 科目コード 420

後期

2キャンパス 巡回（東京/大阪） 単位数

講義の概要とねらい



本科目と対応するディプロマ・ポリシー
ＤＰ① ＤＰ② ＤＰ③

- 〇 〇

事務局記入欄

成績評価の基準及び方法　（※成績評価内容と評価のそれぞれの割合を合計100％で明確に記す）

クラス討議への貢献および毎回の振り返りレポート：70％、組織デザインに関する期末レポート：30％
ただし期末レポートの提出がない場合は評価対象外。

オフィスアワー

メールで事前に連絡すること

2023年度科目との読み替え

第14回

第15回

教科書・参考書

教科書はなし。毎回レジュメを配布する。
　「MBA組織と人材マネジメント」　グロービス・マネジメント・インスティテュート編著　　ダイヤモンド社
　「組織行動のマネジメント」　スティーブン P.ロビンス著、 髙木 晴夫翻訳 ダイヤモンド社

組織デザイン　⑦経営者のストリーテリング
・経営者のリーダーシップ
・事業構想のストーリーテリング

予習：事前に配布した資料読み込み
復習：振り返りシート作成・提出

第11回

第12回

組織デザイン　⑤人材・報酬
・自律型組織・人材マネジメントの方向性
・エンゲージメントの高い組織の特徴
・企業事例紹介

予習：事前に配布した資料読み込み
復習：振り返りシート作成・提出

組織デザイン　⑥成長と学習を促進させるマネジメント
・社員の主体性を高めるリーダーシップ
・組織学習を促進するマネジメントのあり方

予習：事前に配布した資料読み込み
復習：振り返りシート作成・提出

第10回

第13回

組織デザイン　②構造
・外部環境の変化に適応した組織構造
・目的に応じた組織構造の選択

予習：事前に配布した資料読み込み
復習：振り返りシート作成・提出

第8回

第5回

第6回
組織デザイン　③プロセス
・顧客価値向上に向けた事業システムの構築
・企業事例紹介

予習：事前に配布した資料読み込み
復習：振り返りシート作成・提出

組織デザイン　④人材・報酬
・近年における人材マネジメントの課題
・企業事例紹介

予習：事前に配布した資料読み込み
復習：振り返りシート作成・提出

第9回

第7回

第4回



授業計画

第11回

事業戦略と利益計画・資金計画
時系列による財務三表の変化を読み
取り、事業戦略との関係を理解する。

第10回

リアルな事業活動を財務数値に置き換
えるプロセス。財務三表の基礎。

事業採算の取りかた
事業採算の知識とスキル。付加価値を

基軸とした利益管理。

第8回

第5回

第6回

付加価値基軸の利益計画
プロダクトミックスによる付加価値とス
テークホルダー視点での損益計算書

資金調達と資金運用（投資）
財務諸表分析と貸借対照表および資
金の調達と運用の知識・スキル。

第9回

第2回

第7回

第3回

第4回

事業構想から利益計画・資金計画へ

具体的な事例を活用した演習を取り入れることで、実学としての会計の技術の一端に触れ、その勘どころ・コツを理
解・体験できるようにする。また、そのことにより、活発な質疑応答がなされ、より深い理解へとつなげられるように双
方向で講義をすすめる。主に2年生の事業構想事例を活用し、事業収支計画プロセスを具体的に検証する。

授業外の学習課題（予習・復習）

第1回 オリエンテーション
事業収支計画・資金計画の作成プロセ
スの概要

授業の進め方と方法

到達目標

事業構想計画を①現実的な裏づけを持ち、②厳しい競争を勝ち抜き、③社会へ価値を提供し続けるための利益と
キャッシュを出し続ける、「魂のこもった」利益計画および資金計画が作成できる能力を身につける。

キーワード

持続可能な利益とキャッシュ、付加価値と固定費による損益分岐点の理解、投資回収、運転資金と黒字倒産

概要：事業構想は事業経営へと切れ目なく続き、持続可能な利益およびキャッシュなしでは経営の継続はなく、社会
への価値の提供の継続も不可能である。厳しい競争環境下で持続可能な利益およびキャッシュを生み出す計画を作
成する能力を身につける。そのために必要となるビジネス会計（財務会計と管理会計、財務三表、財務諸表分析等）
を並行して学ぶ。
ねらい：事業経営における最重要課題である「自らキャッシュを生みだし、事業を継続する」ために必要な知識・スキル
について、実務経験をもとにした具体的な事例を使い習得する。また、構想を計画に落とし込む際の「採算性」につい
てのスキル・センスを身に着けるとともに、資金調達の際に資金提供者との間で交渉ができるだけの基礎を習得す
る。

授業科目名 収支計画立案とビジネス会計 担当教員

配当年次 1年次・2年次 学期

古田芳浩 科目コード 421

前期

2キャンパス 中継（大阪→全校） 単位数

講義の概要とねらい



本科目と対応するディプロマ・ポリシー
ＤＰ① ＤＰ② ＤＰ③

- 〇 〇

事務局記入欄

成績評価の基準及び方法　（※成績評価内容と評価のそれぞれの割合を合計100％で明確に記す）

前半の課題レポート５０％、後半の課題レポート５０％とする。

オフィスアワー

毎回講義前の30分（18：00－18：30）については、申し出があれば対応するので、事前にメールで予約すること。

2023年度科目との読み替え

第14回

第15回

教科書・参考書

「経営分析のリアルノウハウ」、「人事屋が書いた経理の本」

競争環境下の利益計画・資金計画
業界での他社比較により、市場構造・
事業構造・競争環境の違いが財務数値

に影響することを理解する。

第12回

設備投資・減価償却費・運転資金とキャッシュフロー
当期利益・減価償却費・運転資金・設
備投資がキャッシュフローを決定するこ

とを理解する。第13回



ねらい：
21世紀になり、Google、Apple、Amazon、Uber、Tesla等成功している事業に見られる様に、単なるモノだけでなく情報
や目にみえない資産を生かすことが事業においてとても重要になってきました。それは、大量の情報、知識・知恵（新
しいビジネスモデル）そして知的財産という「３つの知」を如何に事業に生かして活用していくかということです。
本講座では、最先端の様々なビジネスモデルの実例を交えながら、実践的な講義を行い、受講生自らが新たな視点
を習得することで時代にあった３つの知を生かした事業を構想できる様になることを目標としています。

概要：
・なぜ、良いものを作っても利益が出なくなってしまったのでしょうか？なぜ、２０世紀末に苦しんでいた米国経済は世
界を牽引できるまで復活したのでしょうか？一方で、ものづくり大国である日本はなぜ停滞してしまったのでしょうか？
21世紀になり、経済の仕組は、構造的に大きく変化しました。導入部分では、世界における社会構造の変化、日本の
立ち位置を理解した上で、米国の復活、日本の凋落の背景や世界の新しいビジネスモデルの潮流を学びます。

・モノからコト更にトキと言われる様に、フィジカル（もの）からデジタル（情報）への産業構造の変化があり、人が産み
出す知的財産や目にみえない資産（情報・知識・知恵）が付加価値（利益）の源泉になります。知は、一体どんなビジ
ネスを作り出しているのでしょうか？知とは何か？知が創り出すビジネスの本質を考えます。

・事業構想や経営における知財戦略とは何か？事業構想において知財戦略はなぜ必要なのか？をイノベーションの
本質を通してケースをベースに討論をしながら理解を深めます。そして、企業や事業にとって最大の資産である知財
の意味、最先端の経営としての知財戦略は何かを理解し、みなさんが今考えている事業に知財という概念を入れたビ
ジネスモデルに変えると如何にドラスティックに収益構造が変わるかをグループワークを通して学んでいきます。

・世界最先端の情報分析やアルゴリズムを提供する企業のCEOらをゲストスピーカーとして迎え、情報という知から何
が分かるのか？未来がどこまで分かるのか？2050年の世界とはどうなるのか？を解き明かしていきます。

到達目標

・21世紀型ビジネスの本質とはどのようなものか？現代社会の課題とは何か？2050年の世界はどの様になるのか？
を把握して、これからの社会や経済の本質を見極められる新たな独自の視点の習得ができます。

・自ら事業を構想する上で、Value Chain全体を俯瞰し業界構造を理解した上で、オープンイノベーションや知財戦略を
入れることで、中小企業やスタートアップでも早期の収益化やグローバル展開が可能とするビジネスモデルの基礎と
事業を構築するために必要な実務的な知識を習得ができます。

・講師のシリアルイントラプレナーとして経験をもとに伝えられる事業構想から構築にあたっての重要な視点や考え方
を習得し、事業を創ることの本質を学ぶことができます。

世界の潮流と21世紀の構造変化、２０５０年未来予測、事業構想のための知財戦略、オープンイノベーションの本質、
事業構想の本質、未来の産業（グリーンイノベーション/カーボンニュートラル、先端農業等）

キーワード

講義の概要とねらい

配当年次 1年次・2年次 学期 後期

キャンパス 巡回（名古屋/大阪/福岡） 単位数 2

授業科目名 事業構想のための知財戦略 担当教員 早川典重 科目コード 422



第14回 　小論文作成

　事業構想のための知財戦略とは？（Wrap-up）　＠大阪開催予定

講義時間中での小論文の作成

第15回

教科書・参考書

「無形資産が経済を支配する」「インビジブルエッジ」「ラグジュアリー戦略」「ストーリーとしての競争戦略」「善と悪の経
済学」「FACTFULNESS」他。講義内で参考図書・資料を紹介します。

成績評価の基準及び方法

本講義は、先端のビジネス理論を展開するにあたりテキストがなく、講義の受講が不可欠の中で、積極的な講義への
積極的な出席・参加を通して自分なりの視点・意見の発露・ワークショップの積極的な醸成・展開：60％
最終講義で作成する小論文（本質の理解度と自身の視点からの意見）：40％

第10回 　イノベーション、オープンイノベーションの本質

　イノベーションを起してみよう　（グループ討議）　＠大阪開催予定

事前：無し
事後：毎回講義中に提示される旬な
テーマに沿って自分なりの視点で考え
る
（レポート提出不要）

第11回

第12回 　オープンイノベーション的思考と知財戦略の本質とは？

　知を使ったビジネスを創ってみよう　（グループ討議）＠名古屋開催
予定

事前：無し
事後：毎回講義中に提示される旬な
テーマに沿って自分なりの視点で考え
る
（レポート提出不要）

第13回

第6回
　知を使ったビジネスとは①　（技術・特許・ノウハウ、Open&Close戦
略）

　知を使ったビジネスとは②　（デザイン、ブランド、フランチャイズ戦
略）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＠名古屋開催予定

事前：無し
事後：毎回講義中に提示される旬な
テーマに沿って自分なりの視点で考え
る
（レポート提出不要）第7回

第8回 　知を使ったビジネスとは③　（ドメイン、SNS、M&A）

　知から未来がみえる　（ゲストスピーカー）　　＠福岡開催予定

事前：無し
事後：毎回講義中に提示される旬な
テーマに沿って自分なりの視点で考え
る
（レポート提出不要）

第9回

第2回 　我々は、どこにいるのか？（世界の潮流、21世紀の先端ビジネス）

　知とは、一体何か？知財戦略とは、何か？　＠大阪開催予定

事前：無し
事後：毎回講義中に提示される旬な
テーマに沿って自分なりの視点で考え
る
（レポート提出不要）

第3回

第4回 　知から未来がみえる　（未来学と最先端の情報分析）

　知から未来がみえる　（ゲストスピーカー）　　＠福岡開催予定

事前：無し
事後：毎回講義中に提示される旬な
テーマに沿って自分なりの視点で考え
る
（レポート提出不要）

第5回

授業の進め方と方法

・インターラクティブな形での講義とケーススタディならびにゲストスピーカによる現場感のある講演を通して、未来予
測、イノベーションと知財戦略の本質、課題、戦略策定方法並びに事業構想の実現の実践的な理解を深めて行きま
す。

・チーム毎に分かれた知を使ったビジネスモデルの検討や発表を通して、新たな視点や思考力並びに構想力を会得
します。

・本講座は、巡回による他校舎での講義の場合を除き、できる限り受講者のリアルな参加を基本としまています。但
し、遠隔地からの受講や仕事都合の場合は事前の連絡によりWebでの受講も問題ありません。尚、リアルの開催予定
地は、参加人数によって変更になる可能性があります。

授業外の学習課題

第1回 オリエンテーション　　＠名古屋開催予定



2023年度科目との読み替え

事務局記入欄

本科目と対応するディプロマ・ポリシー
ＤＰ① ＤＰ② ＤＰ③

- 〇 〇

メールで事前に予約すること
n.hayakawa@mpd.ac.jp

オフィスアワー



授業計画

第11回

⑩プレゼンテーションの構成モデル
⑪スライド資料の作成術（ゲスト講師予定）

【事前】構想の全体像を構造化して、可
視化する準備をする。
【事後】スライド資料の見直しと修正を行
う。

第10回

【事前】構想の進捗状況を確認する。
【事後】講義内のワークを見直し、提出
する。

④日本語の特性と効果的な表現法　　　　　　　　　　　　　　　　　　⑤
緊張のコントロールとノンバーバルコミュニケーション

【事前】自身の表現法の分析を行う。
【事後】講義内容を踏まえ、自身の表現
力を改善する。

第8回

第5回

第6回
⑥人の心を動かす哲学的要素と自己分析　　　　　　　　　　　　　⑦課
題発表（TEDの分析と実践）

【事前】発表の準備を行う。　　　　　　【事
後】プレゼンテーションを振り返り、良
かった点、改善点を分析する。

⑧プレゼンテーションの目的別要素の分析
⑨対象別プレゼンテーション要素の分析とグループ発表

【事前】構想発表の目的を考える。　【事
後】講義内のワークを見直し、提出す
る。第9回

第2回

第7回

第3回

第4回

②受け手目線と発声・滑舌の基本
③構想する事業の価値を伝えるためのワーク

各回のテーマに基づいて、講義・ワーク・実践を織り交ぜながら進める。

授業外の学習課題（予習・復習）

第1回 オリエンテーション
【事前】シラバスを確認する。　　　　　【事
後】自身のプレゼンテーション課題を書
き出す。

授業の進め方と方法

到達目標

１：自分の構想している事業のプレゼン資料を、ロジカルかつ魅力的に作ることができる。
２：受け手目線で相手にわかりやすく伝え、説得力を上げることができる。
３：バーバルのみならず、プレゼンテーションに必要なノンバーバルなスキルをブラッシュアップすることができる。

キーワード

相手を動かす伝え方/受け手目線/発声・滑舌/コミュニケーションデザイン/プレゼンテーションの構成力

概要：
事業構想の実現には、人の心を動かすプレゼンテーションが必須である。そのための要素は何なのか。その重要な要
素をテーマ別に分け、講義・グループディスカッション・実践・課題を通して、伝わる力を磨く。日本とアメリカで日本語の
アナウンサーを務めた経験とコミュニケーション研究での知見に基づいて、実務と学術両面からプレゼンテーションを捉
え、インタラクティブに進める。

ねらい：
事業構想サイクルの最終フェーズであるコミュニケーションにおいて、事業構想士として、いかにわかりやすく説明し、
どのように周りを巻き込んでいけばいいかを体系的明らかにしながら、デリバリースキルを磨いていく。各自がすでに
持っているプレゼンテーションへの意識に新しい風を吹き込み、対象や目的によってコミュニケーションをデザインでき
る力を養う。

授業科目名 プレゼンテーション 担当教員

配当年次 １年次・２年次 学期

八代華代子 科目コード 423

後期

2キャンパス 大阪 単位数

講義の概要とねらい



本科目と対応するディプロマ・ポリシー
ＤＰ① ＤＰ② ＤＰ③

- - 〇

事務局記入欄

成績評価の基準及び方法　（※成績評価内容と評価のそれぞれの割合を合計100％で明確に記す）

以下の基準で配点し、総合評価 60点以上を合格とする。
①授業での積極性・・・50%
②課題の提出と内容の質・・・50%
③加点対象・・・上記の到達目標の実現度・向上度/最終回バトル式プレゼンテーションの結果

オフィスアワー

メールで事前に予約してください。

2023年度科目との読み替え

第14回

第15回

教科書・参考書

教科書は指定せず、テーマに合わせて、先行研究や参考資料を配布

⑭バトル形式プレゼンテーションの実践                                  ⑮
総括

【事前】最終発表の準備を行う。　　【事
後】講義内容と自身の気づきを構想発
表に反映させて、プレゼンテーションを
仕上げる。

第12回
⑫簡潔にまとめた事業構想を発表                                        ⑬
発表についてディスカッション

【事前】発表の準備を行う。　　　　　　【事
後】質疑応答や他者の発表から得た知
見を活かして、自身のプレゼンテーショ
ンを見直す。第13回



授業計画

　事業構想には、広い視座と見識に基づき、自身の理想の事業の姿を描くと共に、実現に向けて、国際動向、社会経
済動向、経営動向、技術動向、経営資源などを冷静に分析し、計画に落とし込んでいく必要がある。本講義では、各
界の一線で活躍する起業家、経営者、専門家、研究者、クリエイター等、多彩なゲストによる経験や研究に基づき、事
業構想の事例分析を行い、自身の事業構想の探究につなげる。

 各界の第一線で活躍するゲストから提供される事例・知見は、事業構想のヒントに満ち溢れている。また、事業構想
のアイデアを生み出したり、自身の構想仮説を検証するために参考になる事例研究（フィールド・リサーチ）の機会で
あるとも捉え、自身の興味関心にかかわらず、積極的に事前準備にも取り組み、新たな気づき・発見につなげてほし
い。

授業科目名
事業構想事例研究Ⅰ
（事業構想スピーチ）

担当教員

配当年次 1年次 学期

田中里沙
（田村典江）

科目コード 424

前期

2キャンパス 東京・名古屋・大阪・福岡・仙台 単位数

講義の概要とねらい

授業の進め方と方法

到達目標

開かれた視座に基づき、事業構想の幅広い事例や知見を、自身の事業構想の探究につなげることができる。

キーワード

事業構想、ゲスト、事例分析、探求、事業計画

ゲストスピーカーの事業領域、研究領域から、事業構想における発想・着想、構想計画の要素・アイデア等を明確に
し、参加者全員でその内容を掘り下げながら議論を行う。ゲストによる講義60分＋ディスカッション30分を基本形とし、
アクティブラーニングにより院生各人の構想に落とし込むきっかけを提供する。ファシリテーションは、各校舎の専任教
員も担当する。

授業外の学習課題（予習・復習）

第1回 オリエンテーション
【事前】シラバスを読み、自身の授業へ
の期待を明確化する
【事後】資料の事前読み込み

【事前】資料の事前読み込みと、それに
もとづく事前学習
【事後】ショートレポートの提出

ゲスト講義②＋ディスカッション
【事前】資料の事前読み込みと、それに
もとづく事前学習
【事後】ショートレポートの提出

第8回

第5回

第6回

ゲスト講義③＋ディスカッション
【事前】資料の事前読み込みと、それに
もとづく事前学習
【事後】ショートレポートの提出

ゲスト講義④＋ディスカッション
【事前】資料の事前読み込みと、それに
もとづく事前学習
【事後】ショートレポートの提出第9回

第2回

第7回

第3回

第4回

ゲスト講義①＋ディスカッション



第11回

第12回

ゲスト講義⑤＋ディスカッション
【事前】資料の事前読み込みと、それに
もとづく事前学習
【事後】ショートレポートの提出

ゲスト講義⑥＋ディスカッション
【事前】資料の事前読み込みと、それに
もとづく事前学習
【事後】ショートレポートの提出

第10回

第13回

第14回

第15回

教科書・参考書

招聘するゲストに関する資料を事前に案内する。

ゲスト講義⑦＋ディスカッション
【事前】資料の事前読み込みと、それに
もとづく事前学習
【事後】ショートレポートの提出

本科目と対応するディプロマ・ポリシー
ＤＰ① ＤＰ② ＤＰ③

〇 〇 〇

事務局記入欄

成績評価の基準及び方法　（※成績評価内容と評価のそれぞれの割合を合計100％で明確に記す）

受講者は前期、後期を各8回以上受講し、ショートレポートの提出を行う。
評価の基準は以下のとおり：
授業への参加・貢献、討論（レポートの質も含む）（40％）、所定のレポートの提出（60％）
※「授業への参加・貢献、討論」については所属校舎のスピーチのみで評価する。
※レポートでは毎回、自身が事業を構想するにあたり、新たな気づき・考えの深まり、視野の広がりなどを、400-500
字程度で記述すること。

オフィスアワー

事務局にコンタクトを行うこと。

2023年度科目との読み替え



授業計画

【事前】資料の事前読み込みと、それに
もとづく事前学習
【事後】ショートレポートの提出

ゲスト講義②＋ディスカッション
【事前】資料の事前読み込みと、それに
もとづく事前学習
【事後】ショートレポートの提出

第8回

第5回

第6回

ゲスト講義③＋ディスカッション
【事前】資料の事前読み込みと、それに
もとづく事前学習
【事後】ショートレポートの提出

ゲスト講義④＋ディスカッション
【事前】資料の事前読み込みと、それに
もとづく事前学習
【事後】ショートレポートの提出第9回

第2回

第7回

第3回

第4回

ゲスト講義①＋ディスカッション

ゲストスピーカーの事業領域、研究領域から、事業構想における発想・着想、構想計画の要素・アイデア等を明確に
し、参加者全員でその内容を掘り下げながら議論を行う。ゲストによる講義60分＋ディスカッション30分を基本形とし、
アクティブラーニングにより院生各人の構想に落とし込むきっかけを提供する。ファシリテーションは、各校舎の専任教
員も担当する。

授業外の学習課題（予習・復習）

第1回 オリエンテーション
【事前】シラバスを読み、自身の授業へ
の期待を明確化する
【事後】資料の事前読み込み

授業の進め方と方法

到達目標

開かれた視座に基づき、事業構想の幅広い事例や知見を、自身の事業構想の探究につなげることができる。

キーワード

事業構想、ゲスト、事例分析、探求、事業計画

田中里沙
（田村典江）

科目コード 425

後期

2

授業科目名
事業構想事例研究Ⅱ
（事業構想スピーチ）

担当教員

配当年次 1年次 学期

キャンパス 東京・名古屋・大阪・福岡・仙台 単位数

講義の概要とねらい

　事業構想には、広い視座と見識に基づき、自身の理想の事業の姿を描くと共に、実現に向けて、国際動向、社会経
済動向、経営動向、技術動向、経営資源などを冷静に分析し、計画に落とし込んでいく必要がある。本講義では、各
界の一線で活躍する起業家、経営者、専門家、研究者、クリエイター等、多彩なゲストによる経験や研究に基づき、事
業構想の事例分析を行い、自身の事業構想の探究につなげる。

 各界の第一線で活躍するゲストから提供される事例・知見は、事業構想のヒントに満ち溢れている。また、事業構想
のアイデアを生み出したり、自身の構想仮説を検証するために参考になる事例研究（フィールド・リサーチ）の機会で
あるとも捉え、自身の興味関心にかかわらず、積極的に事前準備にも取り組み、新たな気づき・発見につなげてほし
い。



本科目と対応するディプロマ・ポリシー
ＤＰ① ＤＰ② ＤＰ③

〇 〇 〇

事務局記入欄

成績評価の基準及び方法　（※成績評価内容と評価のそれぞれの割合を合計100％で明確に記す）

受講者は前期、後期を各8回以上受講し、ショートレポートの提出を行う。
評価の基準は以下のとおり：
授業への参加・貢献、討論（レポートの質も含む）（40％）、所定のレポートの提出（60％）
※「授業への参加・貢献、討論」については所属校舎のスピーチのみで評価する。
※レポートでは毎回、自身が事業を構想するにあたり、新たな気づき・考えの深まり、視野の広がりなどを、400-500
字程度で記述すること。

オフィスアワー

事務局にコンタクトを行うこと。

2023年度科目との読み替え

第14回

第15回

教科書・参考書

招聘するゲストに関する資料を事前に案内する。

ゲスト講義⑦＋ディスカッション
【事前】資料の事前読み込みと、それに
もとづく事前学習
【事後】ショートレポートの提出

第11回

第12回

ゲスト講義⑤＋ディスカッション
【事前】資料の事前読み込みと、それに
もとづく事前学習
【事後】ショートレポートの提出

ゲスト講義⑥＋ディスカッション
【事前】資料の事前読み込みと、それに
もとづく事前学習
【事後】ショートレポートの提出

第10回

第13回



授業計画

【事前】資料の事前読み込みと、それに
もとづく事前学習
【事後】ショートレポートの提出

ゲスト講義②＋ディスカッション
【事前】資料の事前読み込みと、それに
もとづく事前学習
【事後】ショートレポートの提出

第8回

第5回

第6回

ゲスト講義③＋ディスカッション
【事前】資料の事前読み込みと、それに
もとづく事前学習
【事後】ショートレポートの提出

ゲスト講義④＋ディスカッション
【事前】資料の事前読み込みと、それに
もとづく事前学習
【事後】ショートレポートの提出第9回

第2回

第7回

第3回

第4回

ゲスト講義①＋ディスカッション

ゲストスピーカーの事業領域、研究領域から、事業構想における発想・着想、構想計画の要素・アイデア等を明確に
し、参加者全員でその内容を掘り下げながら議論を行う。ゲストによる講義60分＋ディスカッション30分を基本形とし、
アクティブラーニングにより院生各人の構想に落とし込むきっかけを提供する。ファシリテーションは、各校舎の専任教
員も担当する。

授業外の学習課題（予習・復習）

第1回 オリエンテーション
【事前】シラバスを読み、自身の授業へ
の期待を明確化する
【事後】資料の事前読み込み

授業の進め方と方法

到達目標

開かれた視座に基づき、事業構想の幅広い事例や知見を、自身の事業構想の探究につなげることができる。

キーワード

事業構想、ゲスト、事例分析、探求、事業計画

　事業構想には、広い視座と見識に基づき、自身の理想の事業の姿を描くと共に、実現に向けて、国際動向、社会経
済動向、経営動向、技術動向、経営資源などを冷静に分析し、計画に落とし込んでいく必要がある。本講義では、各
界の一線で活躍する起業家、経営者、専門家、研究者、クリエイター等、多彩なゲストによる経験や研究に基づき、事
業構想の事例分析を行い、自身の事業構想の探究につなげる。

 各界の第一線で活躍するゲストから提供される事例・知見は、事業構想のヒントに満ち溢れている。また、事業構想
のアイデアを生み出したり、自身の構想仮説を検証するために参考になる事例研究（フィールド・リサーチ）の機会で
あるとも捉え、自身の興味関心にかかわらず、積極的に事前準備にも取り組み、新たな気づき・発見につなげてほし
い。

授業科目名
事業構想事例研究Ⅲ
（事業構想スピーチ）

担当教員

配当年次 1年次 学期

田中里沙
（田村典江）

科目コード 426

前期

2キャンパス 東京・名古屋・大阪・福岡・仙台 単位数

講義の概要とねらい



本科目と対応するディプロマ・ポリシー
ＤＰ① ＤＰ② ＤＰ③

〇 〇 〇

事務局記入欄

成績評価の基準及び方法　（※成績評価内容と評価のそれぞれの割合を合計100％で明確に記す）

受講者は前期、後期を各8回以上受講し、ショートレポートの提出を行う。
評価の基準は以下のとおり：
授業への参加・貢献、討論（レポートの質も含む）（40％）、所定のレポートの提出（60％）
※「授業への参加・貢献、討論」については所属校舎のスピーチのみで評価する。
※レポートでは毎回、自身が事業を構想するにあたり、新たな気づき・考えの深まり、視野の広がりなどを、400-500
字程度で記述すること。

オフィスアワー

事務局にコンタクトを行うこと。

2023年度科目との読み替え

第14回

第15回

教科書・参考書

招聘するゲストに関する資料を事前に案内する。

ゲスト講義⑦＋ディスカッション
【事前】資料の事前読み込みと、それに
もとづく事前学習
【事後】ショートレポートの提出

第11回

第12回

ゲスト講義⑤＋ディスカッション
【事前】資料の事前読み込みと、それに
もとづく事前学習
【事後】ショートレポートの提出

ゲスト講義⑥＋ディスカッション
【事前】資料の事前読み込みと、それに
もとづく事前学習
【事後】ショートレポートの提出

第10回

第13回



授業計画

キャンパス 東京・名古屋・大阪・福岡・仙台 単位数

講義の概要とねらい

　事業構想には、広い視座と見識に基づき、自身の理想の事業の姿を描くと共に、実現に向けて、国際動向、社会経
済動向、経営動向、技術動向、経営資源などを冷静に分析し、計画に落とし込んでいく必要がある。本講義では、各
界の一線で活躍する起業家、経営者、専門家、研究者、クリエイター等、多彩なゲストによる経験や研究に基づき、事
業構想の事例分析を行い、自身の事業構想の探究につなげる。

 各界の第一線で活躍するゲストから提供される事例・知見は、事業構想のヒントに満ち溢れている。また、事業構想
のアイデアを生み出したり、自身の構想仮説を検証するために参考になる事例研究（フィールド・リサーチ）の機会で
あるとも捉え、自身の興味関心にかかわらず、積極的に事前準備にも取り組み、新たな気づき・発見につなげてほし
い。

授業科目名
事業構想事例研究Ⅳ
（事業構想スピーチ）

担当教員

配当年次 2年次 学期

田中里沙
（田村典江）

科目コード 427

後期

2

授業の進め方と方法

到達目標

開かれた視座に基づき、事業構想の幅広い事例や知見を、自身の事業構想の探究につなげることができる。

キーワード

事業構想、ゲスト、事例分析、探求、事業計画

ゲストスピーカーの事業領域、研究領域から、事業構想における発想・着想、構想計画の要素・アイデア等を明確に
し、参加者全員でその内容を掘り下げながら議論を行う。ゲストによる講義60分＋ディスカッション30分を基本形とし、
アクティブラーニングにより院生各人の構想に落とし込むきっかけを提供する。ファシリテーションは、各校舎の専任教
員も担当する。

授業外の学習課題（予習・復習）

第1回 オリエンテーション
【事前】シラバスを読み、自身の授業へ
の期待を明確化する
【事後】資料の事前読み込み

【事前】資料の事前読み込みと、それに
もとづく事前学習
【事後】ショートレポートの提出

ゲスト講義②＋ディスカッション
【事前】資料の事前読み込みと、それに
もとづく事前学習
【事後】ショートレポートの提出

第8回

第5回

第6回

ゲスト講義③＋ディスカッション
【事前】資料の事前読み込みと、それに
もとづく事前学習
【事後】ショートレポートの提出

ゲスト講義④＋ディスカッション
【事前】資料の事前読み込みと、それに
もとづく事前学習
【事後】ショートレポートの提出第9回

第2回

第7回

第3回

第4回

ゲスト講義①＋ディスカッション



第11回

第12回

ゲスト講義⑤＋ディスカッション
【事前】資料の事前読み込みと、それに
もとづく事前学習
【事後】ショートレポートの提出

ゲスト講義⑥＋ディスカッション
【事前】資料の事前読み込みと、それに
もとづく事前学習
【事後】ショートレポートの提出

第10回

第13回

第14回

第15回

教科書・参考書

招聘するゲストに関する資料を事前に案内する。

ゲスト講義⑦＋ディスカッション
【事前】資料の事前読み込みと、それに
もとづく事前学習
【事後】ショートレポートの提出

事務局記入欄

成績評価の基準及び方法　（※成績評価内容と評価のそれぞれの割合を合計100％で明確に記す）

受講者は前期、後期を各8回以上受講し、ショートレポートの提出を行う。
評価の基準は以下のとおり：
授業への参加・貢献、討論（レポートの質も含む）（40％）、所定のレポートの提出（60％）
※「授業への参加・貢献、討論」については所属校舎のスピーチのみで評価する。
※レポートでは毎回、自身が事業を構想するにあたり、新たな気づき・考えの深まり、視野の広がりなどを、400-500
字程度で記述すること。

オフィスアワー

事務局にコンタクトを行うこと。

2023年度科目との読み替え

本科目と対応するディプロマ・ポリシー
ＤＰ① ＤＰ② ＤＰ③

〇 〇 〇



授業計画

・基礎知識：企業内起業家に求められるアントレプレナーシップ
　　　　　・アントレプレナーに求められる能力とは?
　　　　　・企業におけるＣＶ事例
・グループ演習：自社の経営理念体系を理解する。

・講義の主要テーマやグループワーク
から得られた自らの学びについ　てA4
1ページにまとめることで、文章作成能
力の向上を図る。

第8回

第5回

第6回
・基礎知識：
　　ゲストスピーカー(大手メーカーの新事業・経営企画担当幹部経験者)に
よる特別講義
　　テーマ:(仮) AIを活用したイノベーション創造
・グループ演習：・自社の強み・弱み分析

・ゲストスピーカーによる講義内容やグ
ループワークから得られた自らの学び
につい　てA4 1ページにまとめること
で、文章作成能力の向上を図る。

・基礎知識：・新事業開発の必要性
　　　　　　・企業におけるＣＶ事例
・グループ演習：・未来社会を予想した自社の中・長期経営戦略を検討す
る。

・講義の主要テーマやグループワーク
から得られた自らの学びについ　てA4
1ページにまとめることで、文章作成能
力の向上を図る。第9回

第2回

第7回

第3回

第4回

・基礎知識：企業内起業プロセスおよび推進組織体制
　　　　　　　企業内起業プロセスにおける要点は何か?
　　　　　　　企業内起業を阻む社内勢力は何か?

授業の進め方としては、毎回のテーマごとの講義とグループ演習を組み合わせることにより、実践的な講義を推進します。

授業外の学習課題（予習・復習）

第1回
・オリエンテーション
　 基礎知識：企業内起業の変遷
　この講義を通して何を学ぶのか?

授業の進め方と方法

到達目標

    本科目名は組織の中での起業ということに端を発しているが、事業構想家としてのコンピテンシーは組織の内外を問わず
共通の本質を有する。そこで本講義の到達目標は、組織内外においてその資源性や環境性、バイタリティ、ポテンシャルを
分析的に見極めながらも、院生各人が起点となる事業構想の原点をとらえることが目標となる。具体的には、以下の5項目が
ゴールである。
1.　企業内起業に関する基礎知識を習得する。
2.　各種企業内起業の事例分析により、成功要因を明確にすることができる。
3.　自社の経営分析を行うことで、強み・弱みを明確にする。
4.　未来を予想した上で、自社の中・長期経営戦略としての事業構想アイデアを立案する。
5.　策定した事業構想アイデアを的確にプレゼンすることができる。

キーワード

・企業内起業・コーボレート・アントレプレナーシップ・フィールド調査

<講義の概要>
　毎回の授業におけるテーマごとの講義とグループ演習を組み合わせることにより、講義内容のポイントに関する理解を深
め、深耕するとともに、具体的な事業構想アイデアを策定することにより、既存事業内での新事業開発を成功させるための要
因についての理解を図ります。

<講義のねらい>
　既存企業組織の中で革新的な新規事業を企画・立案・実行するために必要な基礎知識を経営資源(ヒト・モノ・カネ・情報)の
視点から学び、自らの持続可能な事業構想計画を立案するために必要な応用力を獲得します。

授業科目名 企業内起業・新事業創出 担当教員

配当年次 1年次・2年次 学期

橋本　良子 科目コード 428

後期

2キャンパス 大阪校 単位数

講義の概要とねらい



本科目と対応するディプロマ・ポリシー
ＤＰ① ＤＰ② ＤＰ③

- 〇 〇

事務局記入欄

成績評価の基準及び方法　（※成績評価内容と評価のそれぞれの割合を合計100％で明確に記す）

※ 8回中、6回以上の出席が望ましい。
1.　新事業構想アイデア：40％
2.　個人レポート：40％
　　　・毎回の授業内レポート
3.　その他：20％
　　　・グループ内での貢献(リーダー・資料作成)

オフィスアワー

メールで事前に予約すること。

2023年度科目との読み替え

第14回

第15回

教科書・参考書

授業時にレジュメを配布する。
<参考書>
・新藤晴臣ほか(2021)『コーポレート・アントレプレナーシップ』㈱日本評論社
・ドラッカー (1985)『イノベーションと企業家精神』ダイヤモンド社
・ウィリアム・バイグレイブ/アンド リュー・ザカラキス(2009）『アントレプレナーシップ』
日経ＢＰ社

・講義の総括
・新事業構想アイデア発表会

・講義全体を通して得られた自らの学
びについてA4 1ページにまとめること
で、文章作成能力の向上を図る。

第11回

第12回

・基礎知識：
　　ゲストスピーカー(外資系および日系企業の経営幹部経験者)による特
別講義
　　テーマ:(仮)　新事業創出におけるリーダーシップ
・グループ演習：中・長期経営戦略における新事業構想アイデア検討

・ゲストスピーカーによる講義内容やグ
ループワークから得られた自らの学び
につい　てA4 1ページにまとめること
で、文章作成能力の向上を図る。

・基礎知識：・新事業開発における人材育成
　　　　　　・企業におけるＣＶ事例
・グループ演習：中・長期経営戦略における新事業構想アイデアのブラッ
シュアップ

・講義の主要テーマやグループワーク
から得られた自らの学びについ　てA4
1ページにまとめることで、文章作成能
力の向上を図る。

第10回

第13回



授業計画

キャンパス 大阪 単位数

講義の概要とねらい

＜概要＞
本講義では、新たな事業を構想するために必要なスキルの習得を演習を交えて学習します。

＜ねらい＞
昨今、新規事業を構想できる人材の価値はますます高まっています。
もちろん、事業の成功要因は様々であり、かつ成功する事業家のタイプも一概に言えるものではありません。
ただし、新規事業の体系的な方法論が全くないわけではありません。
本講義の目的は、受講者が、新規事業開発の方法論を学びながら出来る限り事業成功の確率を高めるためのスキ
ルセットを身につけることです。この授業を通して、受講者が、新規事業の基本的な方法論を習得し、自身で新しい事
業構想を実現できるようになっていくことを目指します。
また、学習効果を高めるためには積極的に想定顧客にヒアリングをし、自身のプランを改善していく姿勢が大切です。

授業科目名 アントレプレナーシップ(起業家精神） 担当教員

配当年次 1年次・2年次 学期

勝村史昭 科目コード 429

前期

2

授業の進め方と方法

到達目標

ビジネスプランを作成する一連の過程を通じて、アントレプレナーシップを醸成する

キーワード

課題、顧客、提供価値、ソリューション、リーンキャンバス、ビジネスモデル

講義と演習・ディスカッションを取り入れ、講義内容の理解と実践力を養う授業形態とします。

授業外の学習課題（予習・復習）

第1回
オリエンテーション
－講義の概要、到達目標、進め方について

本講義の全体像と進め方について理
解する

【予習】事業開発のポイントを考える
【復習】新規事業開発の方法論を学ぶ
うえで土台となる「物事を深く突き詰め
て考える」という思考法を実践してみる

アイデア検証
－新規事業における良いアイデアとは何かを事例を通して学ぶ

【予習】アイデアの発想法とその検証方
法に基づいて、自身で考えて
【復習】講義の振り返り

第8回

第5回

第6回 課題と解決策①
－特定の市場や顧客のニーズに対応するための課題と、その解決
法についてフレームワークから考える

【予習】課題と解決策を深堀りするうえ
での効果的な方法とは何かを考える
【復習】講義の振り返り

課題と解決策②
－特定の市場や顧客のニーズに対応するための課題と、その解決
アプローチについてインタビューから考える

【予習】課題と解決策を深堀りするうえ
で、どのような問いが大切かを考える
【復習】講義の振り返り第9回

第2回

第7回

第3回

第4回

新規事業開発の方法論の全体像
－新規事業を立ち上げる際の戦略的アプローチとプロセスの概説
について

第11回

ビジネスモデル
－企業が価値を提供し、その価値から利益を得るための組織的な
仕組みについて

【予習】ビジネスモデルとは何かについ
て考える
【復習】これまでの講義で考えた要素を
ビジネスモデルとして組み立てる

第10回



第12回

これまでの振り返りと最終発表資料の作成

【予習】最終発表に向けて、これまでに
学習したポイントを統合した資料を作成
する
【復習】資料のブラッシュアップ第13回

第14回

第15回

教科書・参考書

教科書は特に指定しない。毎回、講義資料を配布する。

最終発表
【予習】最終発表の資料の作成
【復習】本講義で学んだ論点を振り返る

事務局記入欄

成績評価の基準及び方法　（※成績評価内容と評価のそれぞれの割合を合計100％で明確に記す）

最終発表（50％）と各講義における授業への貢献度（50％）

オフィスアワー

メールで事前に予約してください

2023年度科目との読み替え

本科目と対応するディプロマ・ポリシー
ＤＰ① ＤＰ② ＤＰ③

- 〇 〇



授業計画

授業科目名 地域活性とイノベーション 担当教員 田中克徳 科目コード 431

配当年次 1年次・2年次 学期 後期

キャンパス 中継　(東京→全校） 単位数 2

第1回 オリエンテーション

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

講義の概要とねらい

到達目標

キーワード

授業の進め方と方法

授業外の学習課題（予習・復習）

講義、具体的な事例、課題やサンプルケース等による討議、ブラッシュアップ、発表、ネットワーキング機会等を時にゲ
ストも交えてローリングしながら実践的に進める。

１．地域における「イノベーション」の意味を、エコシステムやソーシャルキャピタル等多様な観点から洞察する能力
２．未来志向とフィールドリサーチにもとづき、創造的思考をもって、多様な主体と新たな地域を共創する能力
３．イノベーションを推進し、構想を実装させてゆくためには、自分自身のパッションと求心力を高めることの大切さを認
識する。

事業構想、地域イノベーション、ネットワーキング、実社会での活用と実行力

 地域活性化については各所で同じような内容や規模等で取り組みを行っているケースが散見され、結果として期待さ
れる成果に結びつかないことが指摘されて久しい。海外先進諸地域では人口がさほど多くない都市や地域でも、その
固有の価値、資源を総合的に捉えたブランド戦略や雇用創出に熱心な企業等との連携、大学卒業生の地元への残留
率向上策などが機能し、企業や人材、技術、資金また付随するサービス産業等の集積事例が多数存在します。
　一方で海外と日本とでは経済・社会発展の歴史、都市構造や法制度、地理的諸条件などが異なるため単に後追いす
るだけでは実効性ある結果は産まれません。本授業では、まず独自性（差別化できる地域資源） 、 一貫性（地域が持
続的に目指していくべき姿）、 創造性（独自の需要創造）等の街づくり視点で”地域”が持つ可能性について学び、その
上で「事業構想から社会実装に結び付けていく領域の実践的力」を身につけていくことを目指します。
　人材や企業が集積すると資本も集積し、資本が集積すると人材や企業がさらに集積する、それを皆でどう進めていく
かが地域イノベーションの中心テーマですが、期間が長い、関係者が多い、動かし難い与件が多いなど、都市や地域
の課題はその多くが典型的な「複雑な問題」です。地域に関する研究や課題の解決手法は様々なものが出ています
が、社会で実装していくには学際的で過去の成功事例や考え方がそのまま今目の前にある話に通用するかわからない
ことも多くなっています。GDPや人口を増やす等の指標とは異なり、幸せを感じる、活発な社会活動とは何か？といった
社会的共通資本の大切さもまた新たな指標として求められています。授業の約半分は時にゲストも交え双方向のディ
スカッションを中心とした構成としています。「正解を求めるよりも、多様な観点から洞察する能力を高め、それをどのよ
うに実社会で活用していくか」深耕していきます。

　※以下、これまでの活動経験等を活かした授業となれば幸いです。
　　　地方を含む産学公民連携含めた地域戦略策定・実装。インキュベーターの企画・立上げ・運営（１００社以上の中
小・ベンチャー企業の事業支援・マッチング、IPO支援）。米国西海岸企業等の対日進出支援・誘致・イノベーションエコ
システムづくり。大学での地域イノベーションやエコシステム研究。これら活動を通した各種人的ネットワーク　等

・地域イノベーションとブランド戦略_
　

・課題に基づく討議、ディスカッション

(復習）検討したい「地域」について、地域ﾌﾞﾗﾝﾄﾞの

視点でその価値等を抽出

　※以降、復習課題として選んだ地域を深耕し追
記、加筆修正していく(A4用紙１枚から始め最終回
迄に4-5枚程度の想定）

・地域での事業構想策定に関する講義
　

・課題に基づく討議、ディスカッション

(予習）前回の復習物についてﾌﾞﾗｯｼｭｱｯﾌﾟし提出。

(復習）国内外の現場でプロが見ているポイントなど
の実践的ノウハウ。授業で作業した地域での事業
構想案をブラッシュアップ

・実践事例や事前課題に基づく討議、ディスカッション

・ゲスト（地域での具体的実践者等）による講義とディスカッション

(予習）前回の復習物についてﾌﾞﾗｯｼｭｱｯﾌﾟし提出。

(復習）ゲストの講義も参考に選定した地域の構想
案や地域分析をﾌﾞﾗｯｼｭｱｯﾌﾟ



第8回

第9回

第10回

第11回

第12回

第13回

ＤＰ③

第14回

第15回

教科書・参考書

書籍にかかわらず国内外先進事例や事業家等へのインタビュー内容等含め各回のテーマに応じて紹介する。

成績評価の基準及び方法　（※成績評価内容と評価のそれぞれの割合を合計100％で明確に記す）

(予習）左記プレゼン資料の作成

(予習）前回の復習物についてﾌﾞﾗｯｼｭｱｯﾌﾟし提出。

(復習）海外事例も交えた持続的な地域発展のメカ
ニズム。課題に良質な雇用の循環や知の活用など
のテーマを盛り込む

・地域イノベーションの現状と課題。
     良質な雇用循環の創出。エコシステムと地域クラスター

・課題に基づく討議、ディスカッション

・実践事例や事前課題に基づく討議、ディスカッション

・ゲスト(同上）による講義とディスカッション

(予習）前回の復習物についてﾌﾞﾗｯｼｭｱｯﾌﾟし提出。

(復習）ゲストの講義も参考に選定した地域の構想
案や目指す姿をﾌﾞﾗｯｼｭｱｯﾌﾟ

・ネットワーキングと実行力
　　ソーシャルキャピタルの重要性、協力者、人脈づくり、
　　協力者が現れる人そうでない人等
・ゲスト(同上）による講義とディスカッション

(予習）前回の復習物についてﾌﾞﾗｯｼｭｱｯﾌﾟし提出。

(復習）実社会での人的ネットワーク形成、プロジェ
クト推進力を深耕。社会実装に向け課題を高度化

本科目と対応するディプロマ・ポリシー
ー 〇 〇

授業への積極的な出席・発言、発表への参加等を40%、予習復習課題（加筆修正方式：初回A4用紙１枚程度から始め
最終回迄に全体で4-5枚程度）の提出を30%、立案・発表した提出課題を踏まえた事業構想の内容、理解力を30%として
総合的に評価

・発表会(プレゼンテーション）と討議

・総括講義。
　　複雑性の高い街づくりでの事業構想力、推進力の理解を深める

メールで事前予約

2023年度科目との読み替え

事務局記入欄

ＤＰ① ＤＰ②



432授業科目名 ヘルスケアと事業構想 担当教員 西根英一 科目コード

配当年次 1年次・2年次 学期 前期

キャンパス 巡回(名古屋・大阪・福岡　※合同) 単位数 2

講義の概要とねらい

◎概要
ヘルスケア（医療・介護、予防・保健、健康・美容）は最も成長する分野として期待され、企業が事業化、自治体が産業
化、大学が講座化を目指し、大いに注目を集めています。それは、ヘルスケアの課題解決が、生活と経済に｢好循環｣
を生み、ひとと社会の｢善循環｣をもたらすからです。
本講座は、ヘルスプロモーションとヘルスケアビジネスのベースとなる理論と手法の習得を目指し、介入支援によるア
ウトカムの検証、再現性と適応性を担保するエビデンスの実証から、ヘルスケアプロジェクトを社会実装するまでの道
筋を伝授します。

◎狙い
ヘルスケアに係る事業構想に必要なほぼすべての工程(アイデア発想～ビジネスローンチ～ビジネスグロース)の設
計図を描き、社会実装に向けたヘルスケアプロジェクトをデザインする知識を習得＋知恵を装備することで、事業化に
向かう勇気を獲得します。

◎補足
西根英一は、ヘルスケアに係るプロジェクトの専門家として、ビジネス(企業案件)とパブリック(行政事業)とアカデミア
(学術研究)の３領域で指揮をとっています。
・実務について　https://www.healthcarebiz.jp/
・研究について　https://researchmap.jp/nishine



授業計画

ヘルスケア（医療・介護、予防・保健、健康・美容）、未病（未病対策、未病産業）、健康経営、フェムケア・フェムテック、
デジタルヘルス、ウェルビーイング、ヘルスケアビジネス、ヘルスプロモーション、ヘルスケアマーケティング

到達目標

玉石混交のヘルスケア分野における情報を正確に理解し、客観的・論理的視座を獲得し、事業の種となる「ヘルスケ
ア分野の課題」を発見し各自の事業構想に生かしていくこと。また事業を通じて、対象顧客をどのように明るい未来に
向かうことに繋がるのかを自らの力で考えることができるようになること。 本講座では、以下を到達目標とします。
1. 事業構想の種として健康・医療をエビデンスベースで正確に理解し課題要因を特定することができる。
2. 客観的・論理的思考で健康・医療に関しての未来を予測することができる。
3. 健康・医療における課題を分析し、理想的な社会を想像し、そこから今やるべき事業を構想する能力を身につける
ことができる。

キーワード

授業の進め方と方法

◎2024年度から名古屋・大阪・福岡の三校舎合同の「巡回講義」となります。
・初回のオリエンテーションはフルオンライン、以降最終回までは三校舎を巡回し、巡回先の校舎から配信します。

◎講義と課題演習(個人演習)を交えながら進行します。
・課題演習は、事業化に向けた考え方(要件と手法)を身につける重要な取り組みになります。
・課題演習の発表を通して、院生個人の「ヘルスケア事業構想案」についてアドバイスする機会を設けます。

授業外の学習課題（予習・復習）

第1回
◎オリエンテーション
・ヘルスプロモーションのガイドライン｢健康日本21 第三次｣(2024年
4月施行)から読み解く2024-25年のヘルスケアビジネスの展望

ヘルスケアに係る問題意識を携える(予
習)＋課題意識を備える(復習)

第2回
◎ヘルスケアの基本と基礎
・ヘルスケアの体系、健康の要件
・健康情報とヘルスリテラシー
・医療情報とインパクトファクター
・目的行動と行動変容ステージ

  ・制御焦点、欲求モデル、社会的動機付けとナッジ

予習として、教科書(該当頁)を読み込
む。　　復習として、課題演習に取り組
む。

第3回

第4回
◎ヘルスケアの事業開発ステージ
・ヘルスケアのアイデア発想
・ヘルスケアのWHY(背景)-WHO(対象)-WHAT(内容)-HOW(方法)
・ヘルスケアのアウトカム(検証)とエビデンス(実証)とプロジェクト(実
装)

予習として、教科書(該当頁)を読み込
む。　　復習として、課題演習に取り組
む。

第5回

第6回
◎ヘルスケアの調査分析ステージ
・ヘルスケアの探索調査と形成調査、アンケート調査とインタビュー
調査
・ヘルスケアの環境分析(PEST)と市場分析(3C)、要因分析(SWOT)
と戦略分析(クロスSWOT)

予習として、教科書(該当頁)を読み込
む。　　復習として、課題演習に取り組
む。

第7回

第8回 ◎ヘルスケアの事業戦略ステージ(1)
・ヘルスケアのブランディング戦略(商材開発)
・ヘルスケアのイシューイング戦略(普及啓発)

予習として、教科書(該当頁)を読み込
む。　　復習として、課題演習に取り組
む。第9回

第10回 ◎ヘルスケアの事業戦略ステージ(2)
・ヘルスケアのマーケティング戦略(市場開発)

予習として、教科書(該当頁)を読み込
む。　　復習として、課題演習に取り組



・ヘルスケアのマーケティング戦略(市場開発)
・ヘルスケアのターゲティング戦略(顧客開拓)

む。　　復習として、課題演習に取り組
む。第11回

第12回
◎ヘルスケアの事業展開ステージ
・収益化のためのクリエイティブプラン（コピーとアート、プロモーショ
ンとキャンペーン）
・収益化のためのビジネスプラン（分母戦略と分子戦略、ビジネスモ
デルとマネタイズモデル）

予習として、教科書(該当頁)を読み込
む。　　復習として、課題演習に取り組
む。

第13回

オフィスアワー

第14回

◎ヘルスケア事業構想案の成果発表と講評
毎回の課題演習をまとめ、個人発表の
準備を要す。

第15回

教科書・参考書

西根英一『ヘルスケアビジネスの図本』 2020年2月.
西根英一『ヘルスケアビジネスの図本Ⅱ』 2023年4月.
※｢ヘルスケアビジネスの図本｣シリーズ　https://healthcare.official.ec/

参考書、講義資料等

教科書をもとに、各回に沿った資料を提示します。

成績評価の基準及び方法

講義に即した課題演習への取組み(取り組む姿勢と取り組んだ内容)を評価の80%に設定します。残り20%は授業への
参画度を平常点とします。

講義当日は巡回先の各校舎、その他のケースはメールで対応します。

2023年度科目との読み替え

事務局記入欄

本科目と対応するディプロマ・ポリシー
ＤＰ① ＤＰ② ＤＰ③

〇 〇 〇



授業計画

キャンパス 中継（名古屋→全校） 単位数

講義の概要とねらい

　「リスク」ということばが一般用語化し、さまざまな局面で自由に使われている。事業構想を考える時、新たなる動き
はすなわちリスクをない方するという大前提が求められる。
　本講義では、正しくリスクを位置づけ、リスクマネジメントシステムによってリスクの低減・軽減を試み、それぞれの事
業構想に向かって安心して臨めるよう進めていく。つまり事業戦略とリスクマネジメントは表裏一体であり、片側だけを
みていくのではないという立場をとる。災害リスクやビジネスリスクのみならず、目に見えないコロナウイルス等のリス
クについても言及・考察していきたい。
　前進するための事業構想立案達成に向け、既存の確立されているリスクマネジメント策を押さえながら、事業構想実
践に向けた戦略としての側面あら取り組めることをねらいとする。
　尚、本講義はリスクマネジメント初学者でもわかるように配慮していくことを理解した上で履修されたい。また、タイト
ルは単にリスクマネジメントとなっているが常に事業構想を意識しながら進捗していく。

授業科目名 リスクマネジメント 担当教員

配当年次 1年次・2年次 学期

竹川享志 科目コード 433

前期

2

授業の進め方と方法

到達目標

・リスクマネジメントと危機管理について説明できる。
・新たなる事業構想実践者として率先した体制づくり、マネジメント・レビューに耐えうるリスク感を構築する。
・リスクヘッジすべきか、リスクテイクすべきかの判断基準を修得することができる。

キーワード

危機管理、リスクアセスメント、リスクコントロール、リスクファイナンス、純粋リスクとビジネスリスク、情報セキュリ
ティ、BCP、コンプライアンス

レクチャー中心となるが、第2回目以降、校舎をまたいでディスカッションを展開していく。必ずしも講義内容と一致する
ものでなくともリスク感性を持ち続けるため、さまざまな角度からの考察を取り入れる。

授業外の学習課題（予習・復習）

第1回
オリエンテーション　：　全体を通してどこで何を修得するかを解説し
ていく。

事前：何を得たいか問題意識をもって
参加されたい。
事後：全体の流れを把握してください。

事前：理論が乱立しているため予習は
お勧めしない。各自の構想計画におけ
る問題点を整理しておいてください。
事後：想像でいいのでマネジメントサイ
クルを想定して回してみてください。

リスクアセスメント　：　リスクの調査、分析。潜在リスクの顕在化を
試みる。リスクマトリクスの活用も含める。また、リスクの根本原因に
も言及していく。

事前：各自の事業構想におけるリスク・
問題点を抽出して臨んでください。
事後：抽出の仕方やそれらの扱いにつ
いて各自の構想案に当てはめてみてく
ださい。

第8回

第5回

第6回
リスクコントロール　：　リスクトリートメント（最適手法の選択）のひと
つである概念を理解する。

事前：お金以外のリスクを抽出・想定し
て参加ください。
事後：各手法の振り返りと最適な選択
をあてはめてみてください。

リスクファイナンス　：　リスクコントロールと並んで重要なトリートメン
ト策たる概念を理解する。

事前：お金に関するリスクを抽出・想定
して参加ください。
事後：前回同様。第9回

第2回

第7回

第3回

第4回

リスクマネジメントシステムの全容解説　：　全体像をつかむことで
個々のフェーズがなしうる意味を修得する。着手していく順番を整理
して各自検討を進める。

第11回

リスクマネジメントと危機管理　：　混同されがちなそれぞれの概念
を整理し、危機管理のもつ事業そのものへの影響を考慮しながら自
らの事業構想への影響を検討する。

事前：個々人で考える危機管理の概念
を想定して参加ください。
事後：各自の構想で使える対策を検討
してみてください。フェーズの変化に注
意願います。

第10回



第12回 情報セキュリティとBCP　：　ISMSを中心に前半は情報セキュリティ
について考察していく。既に流行となったBCPについても後半で検
討してみたい。

事前：それぞれのテーマに対する対応
策を事前に思料して参加願います。
事後：漏れていた対象への対策、順守
すべきルールの確認をお勧めします。第13回

第14回

第15回

教科書・参考書

・教科書は指定しない。資料はパワーポイント他で提供していく。（理論が乱立しているため）
・参考書は指定しない。フェーズに応じて紹介する場合がある。

リスクマネジメントのいろいろ　：　これまで言及できなかった危機管
理コーディネーション、リスクコミュニケーション、ソーシャルリスクマ
ネジメント、倒産回避責任等を紹介したい。

事前：全体を通しての質問事項やディ
スカッションしたいテーマがあれば持ち
寄ってください。
事後：対象の広さ、発展の様子を整理
されたい。

本科目と対応するディプロマ・ポリシー
ＤＰ① ＤＰ② ＤＰ③

- 〇 〇

事務局記入欄

成績評価の基準及び方法　（※成績評価内容と評価のそれぞれの割合を合計100％で明確に記す）

講義への参加・貢献で60％、発表・発言・コメント等で40％

オフィスアワー

講義前が望ましいが、予めメールにて予約・調整を受付し柔軟に対応します。

2023年度科目との読み替え



授業計画

授業の貢献、ディスカッション等（80％）、最終レポートの提出（20％）
最終レポート（本講義と自身の事業構想を関連付け、チームワーク実現に向けた具体的なアクションプランを提出）

キャンパス 中継(東京→全校) 単位数

講義の概要とねらい

概要：ビジネス環境は、劇的な変化が連続し、唯一絶対の正解が存在せず、先の見えない時代（ＶＵＣＡ時代） に突入
したと言われて久しい。そんな時代背景のなか、従来のトップダウンに依存したチーム統制は限界を迎えている。外的
環境への柔軟な「適応力」と現場への「権限移譲」は、スピードを求められるビジネスに欠かせない条件となってきてい
る。いっぽう、スポーツに目を移すと、こちらの計画を壊しにくる対戦相手の存在、残り時間・スコア・スタミナの消耗・天
候など刻々と変化する戦況のなか、適応力と現場への権限移譲で勝利を追求している。
ねらい：本講義では、計画した事業構想を実現していくうえで欠かせない”チームワーク”について、様々なスポーツ事
例から学んでいく。また、スポーツ事例だけにとどまらず、ゲーム・グループワークを用いて納得感を高めながら、チー
ムビルディングの理論について学習する。

到達目標

■メンバーの自由・個性・多様性を束ねてアウトプットを最大化し、目標達成につなげるチームワークの在り方
■メンバーのエンゲージメントを高めるチームづくり
■VUCA時代に求められる現場への権限移譲の仕組み
■メンバーとの効果的なコミュニケーション
上記4点を理解したうえで、自身の事業構想の実現に向けたチームビルディングの実践力を身につける。

授業の進め方と方法

スポーツ事例 ・ゲーム・ワーク等・ 理論的解説・グループディスカッション、毎回これらを行うアクティブラーニング

キーワード

チームビルディング、VUCA、多様性、リーダーシップ、コミュニケーション、人材育成

第2回

第3回

第4回

授業科目名 目的達成のためのチームビルディング 担当教員

配当年次 1年次・2年次 学期

福富信也 科目コード 434

春期集中

1

授業外の学習課題（予習・復習）

第1回
【眠らせているチームのチカラ】
トップダウンのメリット・デメリット／多様性を武器にするマネジメント

予習・復習ともに教科書の「序章」を熟読
すること

予習・復習ともに教科書の「1章」を熟読
すること

教科書（必須）➡脱トップダウン思考（東京法令出版）　　参考書➡チームワークの強化書（カンゼン）

第8回

第5回

第6回

【明確な方針を示す】
Mission・Vision・Value／現場への権限移譲の仕組み

【効果的なコミュニケーションと人材育成】
2種類のコミュニケーション／人材育成に必要な考え方

予習・復習ともに教科書の「２章」を熟読
すること

予習・復習ともに教科書の「３章・4章」を
熟読すること

第7回

成績評価の基準及び方法

【リーダーに求められる５つの役割】
心の安全／リーダーとフォロワーの理想的な関係

教科書・参考書



オフィスアワー

本科目と対応するディプロマ・ポリシー
ＤＰ① ＤＰ② ＤＰ③

- 〇 〇

事務局記入欄

メールでお問い合わせください

2023年度科目との読み替え



授業計画

第8回

第5回

第6回

M&A／PMIの実践的アプローチ

成長志向の組織変革（自己変革／イノベーション）

【事前】M&AおよびPMIにおける課題
【事後】上記の解決のポイント

【事前】成長へ向けた組織変革の課題
【事後】上記における解決アプローチと
自己変革やイノベーションを起こせる組
織の要件

第2回

第7回

第3回

第4回

講義、対話型セッション、グループ討議、事例研究（ケース）等の多面的方法と取り入れる。一連の講義を通して、成
長やイノベーションに関するフレームワーク等の考え方や、経営実務や事例に基づく実践的な知見などを得ることとと
もに、最終講義においては、受講生が描く自らの事業構想を題材に具体的アイデアに関するディスカッション及び担
当教員による個別アドバイスを通して、成長やイノベーションの観点から各自の事業構想をより高度なものに磨き上
げる思考力を身に着けることをゴールに想定している。

授業外の学習課題（予習・復習）
※以下の点を授業前後に考えていただきたい。

第1回

成長戦略の捉え方（マクロおよびミクロ経済の考察）

成長戦略の策定アプローチ

【事前】人口減少下の日本の経済社
会、企業の成長への課題
【事後】成長へのアプローチや処方箋

【事前】企業の成長戦略策定及び長期
的な時間軸を意識したマネジメントの課
題は何か
【事後】上記に対する処方箋は何か

授業の進め方と方法

到達目標

成長戦略やM&A、自己変革できる組織に関する変革の方法論（フレームワークや着眼点と解決アイデア）を学び、実
践的なノウハウとして将来的に駆使できるための基礎を築くことができる。

キーワード

人口減少、脱・自前、価値循環、成長戦略、M&A、PMI、PX（ポートフォリオ変革）、イノベーション組織、自己変革、３つ
の連鎖、等

持続的成長は企業にとって永遠のテーマである。一方で、昨今のコロナ禍を経て、グローバル化、デジタル化、ソー
シャル化という３つの潮流を背景に進む不確実な時代,にいかに企業は成長を果たしてゆくべきか、そこにおいては、
長期的な視座に立った社会課題解決型の構想力とともに、勝ち筋を見出してゆく戦略的思考、更には戦略を実践す
るポートフォリオマネジメントや組織の自己変革力、さらには自社のみならず異業種やベンチャー企業と大企業とのM
＆Aや提携などに関する知見も欠かせない。
本講義ではその問いを解くうえで、日本の経済社会の産業及び経営アジェンダの理解、成長戦略策定のアプローチ
やイノベーションの捉え方、事業ポートフォリオやM&AおよびPMIについて、経営戦略及び組織変革論の観点から企業
成長の実務的課題と処方箋を明らかにする。本講義においては、成長戦略をマクロからミクロな視点までを包含して
実践的な課題解決アプローチを示すとともに、担当教員が生み出したオリジナルなコンセプトやフレームワークに基づ
き、、事業構想策定と実行に向けた、成長戦略策定、ビジネスモデル構築、M&Aや組織変革における実践力を高める
ことを本講義の目的とする。

授業科目名 成長戦略／M&A 担当教員

配当年次 1年次・2年次 学期

松江英夫 科目コード 435

春期集中

1キャンパス 中継（東京→全校） 単位数

講義の概要とねらい



事務局記入欄

成績評価の基準及び方法　（※成績評価内容と評価のそれぞれの割合を合計100％で明確に記す）

講義への参加度（出席、発言の貢献度）４０％とレポート６０％の綜合評価の結果として、60点以上を合格とする。

オフィスアワー

メールで事前に予約すること

2023年度科目との読み替え　　成長とイノベーション

本科目と対応するディプロマ・ポリシー
ＤＰ① ＤＰ② ＤＰ③

- ○ ○

教科書・参考書

・「価値循環の成長戦略」（デロイトトーマツグループ　松江英夫：企画監修　日経BP ２０２４年）
・「価値循環が日本を動かす」（デロイトトーマツグループ　松江英夫：企画監修　日経BP ２０２３年）
・「脱・自前の日本成長戦略」（松江英夫：新潮社 ２０２２年）
・「両極化時代のデジタル経営」（デロイトトーマツグループ　松江英夫監修：ダイヤモンド社　2020年）
・「自己変革の経営戦略～成長を持続させる３つの連鎖」（松江英夫：ダイヤモンド社 2015年）



授業計画

人口減少と借金財政～縮む先の豊かさへ

教科書・参考書

主に社説を用います

第8回

第5回

第6回

物価高と金融政策～「異次元」のリスク

ブロック化する国際経済～瀬戸際の秩序

同上

同上

第2回

第7回

第3回

第4回

担当教員が用意した社説や教材をベースに講義し、それに基づくグループワークなどを行います。講義を通じて新し
い視点を発見してもらい、グループワークを通じて、より多角的な見方ができるようになることを目指します。

授業外の学習課題（予習・復習）

第1回

転換期の世界と日本～資本主義の行方

【事前】事前に提供する素材に目を通
し、日々の新聞報道に問題意識を持っ
て接して下さい。【事後】講義やグループ
ワークを通じて、新たに得た視点やさら
に深く調べたい分野を整理し、自らの事
業構想にどのように結びつけるかを検

討してください

同上

夏期集中

1

授業の進め方と方法

到達目標

・日本経済や国際社会が直面する課題に理解を深める
・時代と世界の流れを的確につかむ視点を養う
・論理を整合的・独創的に展開する能力を高める

キーワード

成長と分配、デジタルと格差、少子化と国家ビジョン、インフレとデフレ、G２０と国際協調

キャンパス 中継（東京→全校） 単位数

講義の概要とねらい

　担当教員は新聞社の論説委員として経済関係の社説を執筆しています。社説の狙いの一つは、幅広い読者の共
感を得ながら、望ましい社会の方向性を考えていくことです。その際、時代と世界の流れを鋭敏に把握し、多くの読
者に納得してもらえる視点と論理の構築は欠かせません。
　とりわけ世界経済及び日本経済がウクライナ危機や米中対立、デジタル化など歴史的な転換点に直面している現
在、構造的な変化をスピーディーかつ的確につかみ、将来を展望する重要性は一段と増しています。
　院生のみなさんは、新規事業の立ち上げや事業の承継、地域の活性化などを目指しています。消費者や住民に広
く受け入れられる製品やサービスを生み出すためには、時代と世界の流れに対応した付加価値を創造することが極
めて大切です。
　講義は主に社説を教材にして、取り上げたテーマへの理解を深めるとともに、執筆の際に留意した視点や論理を
紹介します。さらにグループワークなどを通じて議論を深め、事業構想に役立つ独創的かつ柔軟な発想を養ってもら
うことを目的にしています。

授業科目名 社会・経済の動きを読む 担当教員

配当年次 1年次・2年次 学期

木村　旬 科目コード 436



本科目と対応するディプロマ・ポリシー
ＤＰ① ＤＰ② ＤＰ③

- 〇 〇

事務局記入欄

成績評価の基準及び方法　（※成績評価内容と評価のそれぞれの割合を合計100％で明確に記す）

オフィスアワー

特に設けません。メールでご連絡ください。

2023年度科目との読み替え

授業全体の終了時にリポート（経済・社会に対する長期的視点と事業構想への活用を問う内容）を提出してもらいま
す。リポートと講義での討論内容に基づき、理解度（３０％）、発想の柔軟性（３０％）、視点・論理の完成度（４０％）を
評価します。



授業計画

キャンパス 中継（東京→全校） 単位数

講義の概要とねらい

本講義は、ビジネスや政策などの諸活動に携わる「行動者」が、ビジネス展開や経営力強化を図るにあたって要請さ
れる、自己錬成するための糧の基礎を、講師によるレクチャーリングとともに受講者と講師のディスカッションを通じて
提供するものである。本講義は、現代社会の多元主義（プルーラリズム）を前提としつつ、人間が社会の中で種々の
活動をする際の共有・共感の基盤となるところの、価値観や理念に関する「知」に視座を置き、できる限り具体的な
テーマを取り上げながら、歴史・倫理・政治・宗教・経済・技術論・経営論など多様な諸要素に俯瞰的かつ統合的に光
を当てながら議論を進める。
受講者が長期にわたって自己錬成していく際の、有効なスタート点を提供することが本講義の狙うところとなる。

授業科目名 行動者のための教養主義アプローチ 担当教員

配当年次 1年次・2年次 学期

家田　仁 科目コード 437

夏期集中

１単位

授業の進め方と方法

到達目標

俯瞰的にものごとを捉え、様々な要素を統合的に判断し、的確な結論もしくはメッセージを自ら創出する能力の重要性
を認識する。そして、そのための長期的自己錬成の必要性を理解する。

キーワード

俯瞰力、統合力、面白い、規範論、文理統合の知

第2回

第7回

第3回

第4回

全キャンパスをオンラインでつなぐハイブリッド方式を前提に、東京校はじめいくつかのキャンパスで対面式で実施す
る。各回ともに講師のレクチャーとともに参加者の話題提供やディスカッションを重視して進める。詳細は、７月１０日
のインストラクションで説明する。

授業外の学習課題（予習・復習）

第1回

８月７日　「俯瞰力と統合力」

８月２１日　「進歩・変革とその多面性」

【事前】ディスカッション準備
【事後】論点に対し個々の視点で深堀

する

【事前】ディスカッション準備
【事後】中間レポートを提出する

教科書・参考書

教科書は使用しない。参考資料は講義の都度紹介する。

第8回

第5回

第6回

９月４日「役に立たないけれど面白い」

９月２５日「規範論とどう向き合うか」

【事前】ディスカッション準備
【事後】論点に対し個々の視点で深堀

する

【事前】ディスカッション準備
【事後】最終レポートを提出する



本科目と対応するディプロマ・ポリシー
ＤＰ① ＤＰ② ＤＰ③

- 〇 〇

事務局記入欄

成績評価の基準及び方法　（※成績評価内容と評価のそれぞれの割合を合計100％で明確に記す）

各回のディスカッションへの建設的参加度（４５％）、話題提供等への貢献度（１５％）、最終レポート（４０％）

オフィスアワー

メール（ieda@grips.ac.jp）で予約.。対面又はオンラインで面談可能。

2023年度科目との読み替え



授業計画

教科書・参考書

教科書は使用しない。参考資料は講義の際に紹介する。

第8回

第5回

第6回

２月２５日「社会インフラの基本特性と本質的論点」

３月４日「社会インフラと民間ビジネス」

【事前】ディスカッション準備
【事後】論点に対し個々の視点で深堀す

る

【事前】ディスカッション準備
【事後】最終レポートを提出する

第2回

第7回

第3回

第4回

全キャンパスをオンラインでつなぐハイブリッド方式を前提に、東京校はじめいくつかのキャンパスで対面式で実施す
る。講師のレクチャーとともに参加者の話題提供やディスカッションを重視して進める。詳細は、１月２１日のインストラ
クションで説明する。

授業外の学習課題（予習・復習）

第1回

２月４日「社会インフラとは何か」

２月１８日「人間の活動と社会インフラへの要請」

【事前】ディスカッション準備
【事後】論点に対し個々の視点で深堀す

る

【事前】ディスカッション準備
【事後】中間レポートを提出する

授業の進め方と方法

到達目標

社会インフラ（広義の社会的共通資本）のもつ意味と特性を理解すること、社会インフラとビジネスの絡み合いの関係
姓をみにつけること

キーワード

社会インフラ、社会的共通資本、コモンズ、公共財、マネジメント、人間社会

 あらゆるビジネスや人々の諸活動は、「社会インフラ」（社会的共通資本：自然インフラ、ハードインフラ、制度インフラ、
そして理念インフラ）と密接に関係してはじめて成立している。広義の「社会インフラ」に関する知見と理解は、現代を積
極的に認識し将来を見据えるための必要条件といえよう。そこで本講義では、講師による講義と受講者を含めたディス
カッションを通じて、経済・経営論・技術・政治・歴史・宗教など多様な側面から、広義の「社会インフラ」の本質と現代的
課題性に迫り、さらにビジネスの展開方向性を論じる。
 本講義のねらいは、受講者がこのような本質的素養を獲得することと、自らのビジネスの構想策定と実行・マネジメン
トにおいて広義の社会インフラを主体的・能動的に位置付ける性向を身につけることにある。

授業科目名 社会インフラの本質とビジネス 担当教員

配当年次 1年次・2年次 学期

家田　仁 科目コード 438

春期集中

1キャンパス 東京→全校 単位数

講義の概要とねらい



本科目と対応するディプロマ・ポリシー
ＤＰ① ＤＰ② ＤＰ③

- 〇 〇

事務局記入欄

成績評価の基準及び方法　（※成績評価内容と評価のそれぞれの割合を合計100％で明確に記す）

各回のディスカッションへの建設的参加度（４５％）、話題提供等への貢献度（１５％）、最終レポート（４０％）

オフィスアワー

メール（ieda@grips.ac.jp）で予約.。対面又はオンラインで面談可能。

2023年度科目との読み替え



授業計画

① XR入門
② XRとビジネス

③ XR事業構想ワークショップ
④ SDGs入門第4回

第1回

第8回

教科書・参考書

特になし（講義後に授業資料を配布）

予習：興味のある先端技術分野をひとつ
選択肢、事前に調査を行う

復習：ワークショップの結果をブラッシュ
アップして、レポートを完成させる

① 先端技術と事業構想
各自でひとつ技術領域を選択し、実際に新規事業を立案するワーク

ショップを実施する

第7回

キーワード

予習：最近流行の技術領域についてリ
サーチし、興味がある技術をピックアップ

しておく
復習：授業内容を受けて、事前にピック

アップした領域を改めて調べてみる

予習：AR/VRの体験ができる機会を探
し、何か実際に体験しておく

復習：授業時間内で終わらなかった場
合、事業構想ワークショップのシートを完

成させる

予習：ChatGPTなどの生成AIを実際に
触ってみる

復習：授業時間内で終わらなかった場
合、事業構想ワークショップのシートを完

成させる

第5回 ① 生成AI入門
② 生成AIとビジネス

③ 生成AI事業構想ワークショップ
④ SDGsと先端技術事業第6回

先端技術、VR/AR、生成AI、SDGs

授業の進め方と方法

スライドを用いた講義をメインとしつつ、適宜ワークショップを通じた課題を行ってもらいます。

授業外の学習課題（予習・復習）

第2回

第3回

① 先端技術領域の事業の特殊性について
② 先端技術にキャッチアップして事業構想する方法

講義の概要とねらい

概要：
先端技術での新規事業一般の特徴について整理し、先端技術領域で事業を行うために必要な考え方について整理しま
す。そのうえで実際にいくつかの先端技術領域（XR、AI等）を取り上げて、その基礎知識や事業活用の考え方を事例とと
もに学んでいきます。また、先端技術と組み合わせることでより相乗効果を発揮するような周辺分野（SDGs等）についても
取り上げます。最終的には各自でひとつ先端技術領域を選択し、その領域での事業アイデアを考えてもらいます。全体を
通じて、GoogleからXRスタートアップへと転職し、プロダクトから経営企画まで幅広く担当してきた講師が、そこで培った実
務上の経験を一般化してお伝えしていきます。

ねらい：
講義のねらいとしては、一般になかなか手が出しづらい領域である先端技術を用いた事業構想について、そこで事業を行
うための道筋を体系化して学び、実際に参加者が将来事業立案をする際に先端技術領域にチャレンジできるようになるこ
とを目指します。今回の講義で取り上げる領域はもちろん、それ以外の技術分野についても独自でアプローチできるよう
になるのがゴールです。

到達目標

授業で取り上げる技術分野について理解し、それらの領域で新しい事業を立案できるようになる。
今回取り扱わなかったものも含め、今後新しい技術分野に興味を持った際に、効果的にアプローチして新規事業の立案
に繋げていけるようになる。

配当年次 1年次・2年次 学期 夏期集中

キャンパス 中継（東京→全校） 単位数 1

授業科目名 先端技術と事業構想 担当教員 水谷享平 科目コード 439



オフィスアワー

成績評価の基準及び方法　（※成績評価内容と評価のそれぞれの割合を合計100％で明確に記す）

授業で扱った先端技術領域についての事業構想シート：30％
各自が選択した先端技術領域についての事業構想レポート：70％

- 〇

メールで事前に予約すること

2023年度科目との読み替え

事務局記入欄

本科目と対応するディプロマ・ポリシー
ＤＰ① ＤＰ② ＤＰ③

〇



A4セル:
教員の視点で記述。概要とねらいは段落を分ける。ねらいにはカリキュラムでの位置づけのほかメモ:
，学問的意義や科学技術や社会とのつながりを加えることが望ましい。

  -Ochi

A12セル:
学生の視点で記入し，学生が確認する表現が望ましい。「授業計画」「成績評価の基準及び方法メモ:
」と対応していること。

到達レベルは最低限に限らず，期待するレベルも可。

  -yasuoka

A16セル:
キーワードは5つ程度記載することが望ましい。メモ:
  -yasuoka

A19セル:
毎回の授業の進め方や，8回を通した進め方，講義形式の特徴などを記入する。メモ:
  -yasuoka

R22セル:
講義開始時点での授業計画を示し，どのように授業が進むかをあらかじめ伝える。講義内容は具メモ:
体的であることが望ましい。

「授業外の学習課題」は予習復習の指針を与え講義外学習を促す内容とすることが望ましい。

  -yasuoka

A31セル:
講義で使用する教科書を指定する。講義水準を示す証拠ともなる。教科書を指定しない場合は，メモ:
それに代わる内容を示す。

  -yasuoka

A33セル:
成績評価内容と配点を書くこと。到達目標の評価が行える成績評価方法であること。出席点は含メモ:
めない。

  -yasuoka

A36セル:
固定した曜日と時間を記載する他，メール等で教員の都合を問い合わせるよう記入。メモ:
  -yasuoka



授業計画

第7回

第4回

第5回 営業プロセスを理解する
買い手視点の購買タスク（Buyer Enablement）
フェーズ管理と営業プロセスの関係
営業管理とフォーキャスト

予習としてGartner社のBuyer Enablementのレ
ポートを読み、ここから営業プロセスを設計
するということについて考えを整理して提出
する。
授業後は、自社ビジネスにおけるBuyer
Enablementを考え、営業プロセス及びフェー
ズ管理をどう設計するかを提出する。

営業活動に必要な要素を理解する
見込み顧客獲得〜育成〜商談〜受注
仮説構築
信用と信頼

第7回は、1-6回の内容を踏まえて「初回面
談」のロールプレイングを15分〜20分程度実
施してもらうため、その準備をしてくること
（人数によってはグループ毎に実施してグ
ループ内のフィードバックをしてもらう形式
にする）
授業後は自社の営業戦略に基づき、どういう
営業プロセスを設計し、具体的な営業活動と
して何を実行すると良いと考えるのか、をま
とめた最終レポートを提出してもらう。

第8回

第6回

講義とグループワーク（ディスカッション及びアウトプットの整理）にて行われる。最終回においては実際の営業活動の
シーンを想定したロールプレイングを実施することを想定している。

授業外の学習課題（予習・復習）

授業前は、営業とセールスの違いについて
各々考えておくこと。
授業後は、自社のビジネスにおける営業はど
のような役割だと定義できるか。今後はどの
ような役割になっていくと考えられるか、に
ついて考えて整理する。

営業戦略の要素を理解する
顧客は誰か
解決すべき課題は何か
課題の深さと種類

事前課題は、自社のビジネスにおける顧客は
誰か、その顧客の解決すべき課題は何かを考
えて提出する。
授業後は、改めて自社のビジネスにおける課
題及び課題を再度見直して言語化する。

第1回

第2回

第3回

営業という職業を理解する
営業の役割、職責（組織と人、営業と販売の違い）
営業職の存在意義
営業に求められる能力の変遷（社会環境の変化）

授業の進め方と方法

到達目標

自社の営業戦略を構築することができる
営業戦略に基づき、営業プロセスを設計することができる
具体的な営業活動として何をすべきか明らかにすることができる

キーワード

営業、売上の創出、顧客創造、価値共創

VUCAと言われる現代において、企業は将来に向けた意思決定の難易度が上がっている。一方で情報爆発の中、自社
にとって最適な解決策が見えづらい上、ビジネスゴールの達成を妨げる要因すら整理できていない状況となっている。そ
のような環境下、法人営業の活動において「ニーズをヒアリングによって把握する」ことが通用しなくなってきているが、営
業活動をアップデートする有効なプログラムはなく、依然としてOJTを中心とする育成や過去の成功体験をベースとした
個別指導が育成の土台となっている。本授業は、デジタルが普及する現代において、人にしかできない営業の価値を探
求することと、法人営業活動の成果を継続的に出すために、テクニックやノウハウだけではなく、営業の本質的な理解を
営業の足腰とし、普遍的な知識として実務に応用できる実践的な手法を学ぶことを目的とする。

授業科目名 営業戦略 担当教員

配当年次 1年次・2年次 学期

向井俊介 科目コード 440

夏期集中

1キャンパス 中継（東京→全校） 単位数

講義の概要とねらい



教科書・参考書

大型商談を成功に導くSPIN営業術（ニール・ラッカム, 2009）、チャレンジャー・セールス・モデル（マ
シュー・ディクソン, 2015）、win-more-b2b-sales-deals（Gartner, 2019）

本科目と対応するディプロマ・ポリシー
ＤＰ① ＤＰ② ＤＰ③

ー 〇 〇

事務局記入欄

成績評価の基準及び方法　（※成績評価内容と評価のそれぞれの割合を合計100％で明確に記す）

毎回の授業への貢献（ディスカッションやグループワークの積極参加）30%
ミニットペーパー（各回の学習内容の定着の確認）30%
最終レポート 40%

オフィスアワー

メールで事前に連絡し、日時を調整すること

2023年度科目との読み替え



授業計画

【事前】講義内容に対して、自身の事業
構想における課題やニーズを検討す
る。
【事後】基本的なホームページの仕組
みを知り、アクセス解析から得られる
データを読み取り、マーケティング活動
に向けた活用の理解を深める。

第2回

第3回

１）Webサイトの仕組み
２）アクセス解析とデータ活用
３）データから読み取る気づき（ワークショップ）

講義、ゲスト講師による講義、ワークショップ、グループでの発表や討論・ディスカッション

授業外の学習課題（予習・復習）

第1回 オリエンテーション

【事前】全講義の狙いを確認し、受講目
的を明確にする。
【事後】自身の事業構想において、コ
ミュニケーション・テクノロジーの活用を
イメージする。

授業の進め方と方法

到達目標

構想している事業について、コミュニケーション・テクノロジーの必要性を明確にすることができる。
事業を営む中でフロントオフィス・バックオフィスに必要なシステムを明確にすることができる。

キーワード

ビジネスモデル、マーケティング、ソリューション、IT、ICT、クラウド、AI活用、DX

コミュニケーションにおけるテクノロジーの役割とは？

この講義では、抱かれている事業成長のために、ホームページやアプリ、SNS活用の必要性、CRM/SFAなどの活用
により、見込み顧客をどのように育て、受注に繋げていくのか。さらには、契約から会計処理に繋げるための仕組みを
どのように構築すべきなのか。生成AIとのコミュニケーションと、どのように向かい合うべきなのか。顧客と関わるシス
テムやコミュニケーションのあり方を明確にする。

テクノロジーを駆使して、
・どのようにキッカケを作り
・どのように見込みを育成し
・どのように売上に繋げ
・どのように営んでいくのか
ここには全て顧客とのコミュニケーションが関わってくる。

受講者にはこれらの経験や特殊な技術は必要とせず、事業モデルを構想するうえで、コミュニケーション・テクノロジー
に関わる基本的な知識の理解と具体的なアクションを明確にすることが、この講義のねらいとなる。

授業科目名 コミュニケーション・テクノロジー 担当教員

配当年次 1年次・2年次 学期

本間 卓哉 科目コード 451

後期

2キャンパス 中継（東京→全校） 単位数

講義の概要とねらい



第14回

第15回

教科書・参考書

教科書の指定はない。講義資料は、講師が毎回PDFで、配布。

１）各自の事業における「コミュニケーション・テクノロジー」の必要性
についてプレゼン・レポート提出
２）振り返りと講評

【事前】各自が構想している事業に、ど
の程度、デジタル・コミュニケーションが
必要か、整理する。
【事後】最終レポートを提出する。

第11回

第12回

１）顧客体験や業務、情報共有の変革
２）ビジネスモデルの変革
３）それぞれの変革モデルを通じたワークショップ

【事前】講義内容に対して、自身の事業
構想における課題やニーズを検討す
る。
【事後】コミュニケーション・テクノロジー
を活用したDX事例から得たヒントを事
業構想に活かす。

１）これまでの授業から得られた発・着・想 の整理
２）課題に向けたビジネス構想（ワークショップ）
３）ビジネスデザインシートの活用（ワークショップ）

【事前】自身の事業構想モデルを簡潔
に伝えられるようにしておく
【事後】これまでの講義を振り返り、コ
ミュニケーション・テクノロジーを活用し
た構想プレゼンに活かす。

第10回

第13回

１）デジタルマーケティングとは
２）さまざまなマーケティング手法
３）デジタルマーケティング戦略（ワークショップ）

【事前】講義内容に対して、自身の事業
構想における課題やニーズを検討す
る。
【事後】現代におけるデジタルマーケ
ティング手法と現在のスキルを把握し、
深める。

第8回

第5回

第6回
１）コミュニケーションツールの歴史とその影響
２）生成AIの誕生におけるコミュニケーションの影響
３）生成AIを活用したサービスの事業構想・業務改革（ワークショッ
プ）

【事前】講義内容に対して、自身の事業
構想における課題やニーズを検討す
る。
【事後】テクノロジーがコミュニケーショ
ンに与える影響を認識し事業構想に活
かす。

１）今、なぜホワイトカラーの生産性が問われるのか
２）業務DXの取り組み方
３）業務DXをどのように進めていくか（ワークショップ）

【事前】講義内容に対して、自身の事業
構想における課題やニーズを検討す
る。
【事後】社内におけるコミュニケーショ
ン・テクノロジーの活用性を事業に落と
し込む。第9回

第7回

第4回



本科目と対応するディプロマ・ポリシー
ＤＰ① ＤＰ② ＤＰ③

ー 〇 〇

事務局記入欄

成績評価の基準及び方法　（※成績評価内容と評価のそれぞれの割合を合計100％で明確に記す）

[単位認定基準]
第14回の授業にて作成するレポートにて、事業において、以下のことが明確に発表することを条件とする。（欠席の場
合は、以下のことが明確になっているプレゼン資料を提出すること）
(1)検討している事業において、コミュニケーション・テクノロジーの活用やWebサービスなどが必要か、不要かが明確
になっている（評価の割合80%)
(2)事業開始時に、必要なコミュニケーションの実現方法が明確になっている（評価の割合20%)
[加点]
以下の点を単位認定時に加点項目とする
(1)学生の発表やワークショップ時に、積極的に参加すること
(2)一連の講義の中で、事業構想とコミュニケーションの関係が明確になり、事業構想のアイディアが豊かになってい
ること

オフィスアワー

Teamsで事前に予約すること

2023年度科目との読み替え



授業計画

（予習）教科書　第1章、第4章(p.41～
58)、第5章（P.63～66)
（復習）講義スライドの例題を復習

会計システムのインプット（仕訳分析による基礎データの作
成）と財務会計のルール（後半）
①主な会計基準（ルール）の必要性を知る。

（予習）教科書　第5章（P.67～80)
（復習）講義スライドの例題を復習

第8回

第5回

第6回 会計システムのアウトプット（財務諸表を読み解く）
①財務分析ツールを使って財務諸表を読んでみる。
②第7回後半でミニテスト1。

（予習）教科書　第6章4節（P.88～90)、
第7章、第8章
（復習）講義スライドの例題を復習

管理会計の土台としての原価 / 損益分岐点分析
①さまざまな原価概念と原価計算の概略、
②固定費と変動費、限界利益を理解し、
③損益分岐点分析を使えるようにする。

（予習）教科書　第9章、第10章
（復習）講義スライドの例題を復習

第9回

第2回

第7回

第3回

第4回

会計システムのインプット（仕訳分析による基礎データの作
成）と財務会計のルール（前半）
①企業活動を計数的に認識・測定するための仕訳を理解す
る。

毎回の講義前に、教科書の指定部分に目を通してきてください。各講義日のはじめに教科書の内容で不明な
点について皆さんに挙げていただいたうえで、スライドをベースに講義をおこない、また、適宜、練習問題
に取り組んで手を動かしてツールの使い方を身に着けていただきます。
大きなテーマの区切り毎にミニテスト（合計3回）を講義時間内で実施します。

授業外の学習課題（予習・復習）

第1回 オリエンテーション

授業の進め方と方法

到達目標

*　会社をめぐるさまざまな経済事象を仕訳の形で捉えることが出来る。
*　財務諸表を読んで会社の財務状況を想像できる。
*　利益計画と資金計画作成の基礎となる管理会計の考え方を理解して使えるようになる。

キーワード

財務会計、管理会計、仕訳、キャッシュフロー、損益分岐点

　（講義概要）どんなによい事業構想でも事業として収益・利益があがらなければ成り立たない。事業構想
を具体化するために事業計画を作成するが、それを計数面から検討・サポートする利益計画や資金計画の作
成などに会計の知識・考え方が欠かせない。また、事業運営にあたっても、経営者としてビジネス共通言語
としての会計を理解しておくことが必須といえる。これまであまり会計に接することのなかった皆さんに、
ひととおりの会計全体像を示しながら、差し当たって実務で役に立つ概念・ツールについて具体的に解説し
体得していただく。講師の公認会計士としての監査実務及び投資銀行での管理会計実務経験を基にしつつ、
基本的な会計のものの見方・考え方を理解していただけるよう、筋道立てて講義していきたいと思います。
　（ねらい）本講義では、会計を初めて学ぶ人にも分かるよう、仕訳で会社の取引を捉えることから始め、
財務諸表の読み方を習得させる。また、経営意思決定に役立てる主な管理会計ツールを使えるようになっ
て、事業計画の作成や決算書の分析に必要な会計的なものの見方を身につけさせることを目的とする。

授業科目名 ビジネス会計 担当教員

配当年次 1年次・2年次 学期

和田貴郎 科目コード 452

後期

2キャンパス 中継（東京→全校） 単位数

講義の概要とねらい



本科目と対応するディプロマ・ポリシー
ＤＰ① ＤＰ② ＤＰ③

ー 〇 〇

事務局記入欄

成績評価の基準及び方法　（※成績評価内容と評価のそれぞれの割合を合計100％で明確に記す）

ミニ演習合計60%とレポート課題40%の総合評価により、60%以上を合格とする。

オフィスアワー

特に設けない。必要な場合、メールで事前に予約すること。

2023年度科目との読み替え

第14回

第15回

教科書・参考書

(教科書) 「企業と会計の道しるべ」（水口剛ほか著　中央経済社　2017年）

設備投資計画
事業収支計画
①NPV・IRR、資本コストを理解する。
②第15回後半で、ミニテスト3。
③事業計画の一部としての収支計画作成フローを理解する。

（予習）教科書　第11章、第12章
（復習）講義スライドの例題を復習

第11回

第12回

利益計画 / 業績管理　/　実効税率
①利益計画・予算の作成フローを理解し、業績管理ツールを
身につける。実効税率を理解する。
②第11回後半でミニテスト2。

（予習）教科書　第13章
（復習）講義スライドの例題を復習

キャッシュフローと資金管理
①損益計算とキャッシュフローの違いを掴む。
②運転資金と資金繰りを理解する。

（予習）教科書　第6章1、2節（P.81～
87)
（復習）講義スライドの例題を復習

第10回

第13回



授業計画

キャンパス 中継（福岡→全校） 単位数

講義の概要とねらい

「事業構想力」×「まちづくり」で持続可能な観光まちづくりを！

わが国では数十年にわたって全国各地で地域活性、地方創生に取り組んでいるものの、期待以上の成果があげら
れていない地域が多いのが現状である。その要因のひとつに「構想力」が不足していることがあげられる。加えて地
域が持続的に発展するためには、「稼ぐ仕組み」をつくることも重要である。なかでも、多様なステークホルダーが存
在する地域においては、それらの人びとをつなぐプロデューサー人材の力量がきわめて重要である。本科目を通じ
て、「観光まちづくりプロデューサー」を養成したい。 

 担当教員（若林伸一）は、NPO法人自然体験学校の理事長を務めている。今から約40年前、大学在学中に全国を
旅行し、起業を決意。1年間の肉体労働で貯めた資金で北海道池田町の原野に建つ空き家を購入。1人でリニュー
アル工事をして、自然体験ができる民泊施設をオープンさせて人気施設になった。以来、全国各地で、観光まちづく
り、集客の仕掛けづくり、空・水・フィールド・環境の自然体験を指導してきた。沖縄南部の観光まちづくりに携わるう
ちに請われて本社を北海道から沖縄に移転。北海道と沖縄の二拠点生活を送っている。コロナ前の実績ではある
が、沖縄で年間4万人以上の修学旅行の受入れをし、沖縄での修学旅行受け入れの10％を担っている。日本各地
で自然体験活動指導者や認定救急蘇生法の人材育成をしつつ、事業構想大学院大学福岡校に通い、2023年に修
了（事業構想修士）した。

観光まちづくりプロデューサーになるためには、「事業構想力」×「まちづくり」の両輪が重要である。2023年度に文
部科学省リカレント教育事業「観光まちづくりプロデューサー養成プログラム」で実施したプログラムを発展させて本
科目で展開する。観光まちづくり分野で事業構想を構築しようとしている方に、観光まちづくりの基礎を学んでもら
い、地域や自治体との関係構築の仕方、集客力と収益力のある観光プログラムのアイデアの出し方、運営手法など
を身につけて、一歩を踏み出せる基礎力を養ってもらうことを目的とする。

本科目では、九州でのフィールドワークを予定している。フィールドワークをもとに、観光まちづくりの具体的なアイデ
アやプランをグループでまとめていただく。その成果は、自治体の首長はじめキーパーソンにも提案としてフィード
バックしたい。ぜひ現地に足を運んで主体的に取り組んでほしい。さらに希望する院生は、課外活動として、私が定
期的に訪問している長崎県西海市や福岡県久留米市、神奈川県大井町はじめ、全国各地の現場へ同行する機会
を設けたい。

なお、後期に開講される「観光まちづくりⅡ」とも連動しているので、一体的に履修していただきたい。

授業科目名 観光まちづくりⅠ 担当教員

配当年次 1年次・2年次 学期

若林伸一 科目コード 453

前期

2

授業の進め方と方法

到達目標

観光まちづくりの本質は何かを理解し、持続に不可欠な「集客力と収益力」を備えた観光まちづくりの構想案を構築
できる力を養うことを目標とする。

キーワード

観光まちづくり、地域の自走化、集客と収益、住民との協働、地域課題の解決、一次産業の活性化

講義とグループワーク、ディスカッションを行う。また、フィールドワークを実施し、実際に観光まちづくりのプログラム
案をつくり関係者にプレゼン（提案）を行う。

授業外の学習課題

第1回
オリエンテーション
【4/27（土）14:40-16:10（1コマ）】

【事前】シラバスを読み、自身の授業へ
の期待を明確化する
【事後】課題準備



【事前】自分の関わりのある地域の資源
【事後】次回の地域について調べる

フィールドワーク①（九州内の地域で実施）

※5/25（土）の授業は、【5/26(日）終日】で実施する。授業の性質上、
オンライン配信・録画は予定していないため、原則として現地にて受講
のこと。参加が難しい方には課題を出します。

※フィールドワーク先は初回授業で紹介する。現地までの交通費、
フィールドワーク先での諸経費は履修者の自己負担とする。

【事前】自分の関わりのある地域の課題
【事後】次回の地域について調べる

第8回

第5回

第6回
観光まちづくりの課題
【6/8(土）14:40-17:50】

観光まちづくりの手法①
【6/22(土）14:40-17:50】

【事前】自身の関わりのある地域の観光
まちづくりの手法で活性化するためにア
イデアを構想する。
【事後】収益の仕組みを考える第9回

第2回

第7回

第3回

第4回

観光まちづくりとは
【5/11（土）14:40-17:50】
※ゲスト講師：若林宗男（観光まちづくりⅡの担当教員）

【事前】フィールドワークをしたことを地域
に提案する。
【事後】フィールドワークを通じて観光まち
づくりについて考える

第11回

第12回

フィールドワーク②（九州内の地域で実施）

※7/6（土）の授業は【7/7(日）終日】で実施する。授業の性質上、オン
ライン配信・録画は予定していないため、原則として現地にて受講のこ
と。参加が難しい方には課題を出します。

※フィールドワーク先は初回授業で紹介する。現地までの交通費、
フィールドワーク先での諸経費は履修者の自己負担とする。

【事前】フィールドワークをしたことを地域
に提案する。
【事後】フィールドワークを通じて観光まち
づくりについて考える

観光まちづくりの手法②
【7/20（土）14:40-17:50】

【事前】自身の関わりのある地域の観光
まちづくりの手法で活性化するためにア
イデアを構想する。
【事後】収益の仕組みを考える

第10回

第13回

第14回

第15回

教科書・参考書

若林伸一「『観光まちづくり』国内の課題解決実践マニュアル」（2022年度事業構想計画書／校舎内にて閲覧可能）
※私の35年間の「観光まちづくり」への取り組みや考え方を事業構想計画書としてまとめたものです。200ページほどあります
が、参考文献としてご一読ください。履修者にはチームスでデータ共有します。

観光まちづくりによる事業構想発表・総合討論
【8/3（土）14:40-17:50】

【事前】グループ発表準備
【事後】グループワークレポートの提出

成績評価の基準及び方法

授業への参加貢献度(50%)、授業での発言(40%)、参加レポート(10%)
※フィールドワークへの参加を単位取得の必須要件とはしませんが、本科目の重要な要素であるため、可能な限り参加できるよ
うに日程を調整してください。参加できなかった方には課題を出します。 別な観点でグループワークに貢献できるようにしてくださ
い。

オフィスアワー

①土曜日の授業終了後（17:50～）は原則として福岡に宿泊するため、「オフィスアワー」として時間を確保していま
す。オンライン参加者は授業の回線を接続しておくので、声をかけてください。リアルの方はそのまま残ってくださ
い。観光まちづくりに関する相談、アドバイスなどを希望する場合は遠慮なくどうぞ。受講生同士の交流懇親の機会
も希望があれば設けます。

②私が全国の自治体・地域をフィールドワークで訪問する際、院生の同行が可能な場合には、履修生にもスケ
ジュール等の情報を共有します（授業のチームスやLineを活用）。希望する履修生は、傷害保険の関係上、事務局
に課外活動届を提出の上、自己責任において参加してください。



本科目と対応するディプロマ・ポリシー
ＤＰ① ＤＰ② ＤＰ③

- 〇 〇

事務局記入欄

2023年度科目との読み替え



授業計画

キャンパス 中継（福岡→全校） 単位数

講義の概要とねらい

【講義の概要】　人口減少が止まらない日本で、観光産業と観光まちづくりに期待が高まっている。人口減はそのまま
消費者減であり、消費者減は消費経済の減衰につながる。ITやDXを駆使して生産性を上げてモノを造っても、それを
購入する消費者が減ってしまえばモノは売れないわけで、ことは深刻だ。この状態を克服するには、外から消費者を
入れるのが手っ取り早い。観光は外から人を呼び入れる活動で、それに期待がかかるのは当然のことだ。では、観光
が栄えれば、まちは栄えるのか。どうすれば、観光がまちづくりにポジティブな影響を与え、住民が誇れるまちを作るこ
とができるのか。それを考え、観光まちづくりの事業構想を考えるのがこの講義である。観光客が喜び、住民も喜ぶＷ
ｉｎＷｉｎの観光まちづくり。それが観光まちづくりのゴールであり、この講義はそのゴールを求める旅である。

【講義のねらい】　この講義は、2023年度に文部科学省リカレント教育事業「観光まちづくりプロデューサー養成プログ
ラム」で実施したプログラムから生まれた。観光まちづくりには、それを実現しようとする強いリーダーシップを持ち、豊
かなアイデアで観光まちづくりの事業を構想できるプロデューサー人材が不可欠である。この講義は、観光まちづくり
の分野で事業構想を構築しようとしている院生が観光まちづくりの基礎を学ぶ機会であり、プロデューサーの役割、地
域や自治体との関係構築の仕方、集客力と収益力のある観光プログラムのアイデアの出し方、運営手法などを身に
つける機会である。観光まちづくりに向かって一歩を踏み出せる基礎力を養ってもらうことを目的とする。

【実務家教員として】　22歳の時に、中国人の同級生を訪ねるために香港に行ったのを皮切りに、支社長として3年滞
在したニューヨーク、特派員として天安門事件に遭遇した北京、国連環境サミットが始まったリオデジャネイロなど、世
界40ヵ国以上200都市以上を訪問した。国内も全都道府県を訪れた。五つ星ホテルからゲストハウス、民宿まで、泊
まった宿も食べたレストランも様々だ。観光まちづくりでは、1泊1人5,000円のビジネスホテルが200室しかなかった福
岡県八女市に1泊1人3万～7万円のホテルを提案し開業を助けた。4年前に開業して毎年配当を出している。これらの
経験から得た知識やアイデアを受講生と共有し議論をしたい。面白くなりそうだ。

授業科目名 観光まちづくりⅡ 担当教員

配当年次 1年次・2年次 学期

若林宗男 科目コード 454

後期

2

授業の進め方と方法

到達目標

観光まちづくりの本質は何かを理解し、事業の持続に不可欠な「集客力と収益力」を備えた観光まちづくりの構想案を
構築できる力を養うことを目標とする。

キーワード

観光まちづくり、地域の自走化、顧客創造、

講義とグループワーク、ディスカッションを行う。また、フィールドワークを実施し、実際に観光まちづくりのプログラム案
をつくり関係者にプレゼン（提案）を行う。

授業外の学習課題（予習・復習）

第1回 オリエンテーション
教科書「地域創成のプレミアム戦略」を
第2回までに通読すること

講義と議論について次回までに「前回
講義での学びと自分の事業構想への
反映」と題するA４で1枚のレポートを提
出すること

観光の価値とは何か？
湯布院と別府と福岡を比較する。
五つ星ホテルは必要か？

講義と議論について次回までに「前回
講義での学びと自分の事業構想への
反映」と題するA４で1枚のレポートを提
出すること第5回

第2回

第3回

第4回

今、何故、観光まちづくりが必要かつ重要なのか？
観光の成功とは何か？
観光客は短期移住者だ！



第8回

第6回 講義と議論について次回までに「前回
講義での学びと自分の事業構想への
反映」と題するA４で1枚のレポートを提
出すること

フィールドワーク（八女市または西原村）①

講義と議論について次回までに「前回
講義での学びと自分の事業構想への
反映」と題するA４で1枚のレポートを提
出すること第9回

第7回

ゲスト講師:二宮謙児（湯布院温泉 旅館山城屋経営者）　　　　　山
奥の小さな旅館が連日外国人客で満室になる理由は？

第11回

第12回

フィールドワーク（八女市または西原村）②

講義と議論について次回までに「前回
講義での学びと自分の事業構想への
反映」と題するA４で1枚のレポートを提
出すること

フィールドワークの総括

講義と議論について次回までに「前回
講義での学びと自分の事業構想への
反映」と題するA４で1枚のレポートを提
出すること

第10回

第13回

第14回

第15回

教科書・参考書

新・観光立国論　デービッド・アトキンソン　東洋経済新報社　2015/6/5
山奥の小さな旅館が連日外国人客で満室になる理由　二宮謙児　あさ出版　2017/7/14
新・観光ビジネス概論　日本観光学会九州・沖縄支部　株式会社マインド　2021/3/31

講義と議論について次回までに「前回
講義での学びと自分の事業構想への
反映」と題するA４で1枚のレポートを提
出すること

観光は、まちに何をもたらすのか？

本科目と対応するディプロマ・ポリシー
ＤＰ① ＤＰ② ＤＰ③

- 〇 〇

事務局記入欄

成績評価の基準及び方法　（※成績評価内容と評価のそれぞれの割合を合計100％で明確に記す）

学期末にレポートの提出を求む。それにより下記を判定し、成績を評価する。
①講義全体の理解度。50％。
②講義での学びを自らの事業構想に如何に生かそうとしているか。50％。

オフィスアワー

原則として、大学のオフィスアワー（月曜～土曜）。メールで事前に予約すること。

2023年度科目との読み替え



授業計画

「事業承継」の体系や学術成果に対する
知識や印象を整理（予習）し、国内外の
研究成果と、自社における承継実務との
架橋方法を考案（復習）する。

第2回

第3回

●事業承継の系譜を「実務」と「研究」の両面から考える

●本授業の方法は、履修生間の「討論」により、学びと気づきを得る授業であり、教員の「講義」による伝授や教授は、
原則、行わない。その方が、履修生の学びも気づきも、定着率が高いからである。
●授業の進め方は、２〜５人の少人数による「グループ討議」と、履修生全体による「クラス討議」を、交互に２〜３回行
う。各討議の論点は、事前課題に関連するものを、当日、教員から提示する。
●事前課題は、ある企業の事象や、経営者や従業員などの発言や心情を描いた「ケース」と呼ばれる教材を読み込
み、その事象や発言、心情に対する分析と、自ら登場人物の立場だった場合の判断や行動を、記述するもである。
●学習効果を最大化するために、冒頭に「意気込み」、最後に「振り返り」を、それぞれ表明し、履修者間で共有する。
●本授業は、教員による「講義」がないこと、「グループ討議」は録画されないこと、から、授業録画でのキャッチアップに
よる学習効果は望めない。また、履修生間の討議が前提となるため、「遅刻」や「早退」は、キャッチアップが困難である
上、他の履修生への貢献度も低下する。そのため、原則、授業への「遅刻」「早退」「欠席」は、極力避けて頂きたい。止
むを得ず、業務や交通渋滞、体調不良等による「遅刻」「早退」さらには「欠席」の場合は、早めに担当教員まで申し出
てほしい。
●なお、ゲスト講義による授業（第１セッション、第７セッション）は、上記の「方法」「進め方」に限定せず、行う。

授業外の学習課題（予習・復習）

第1回

●講師紹介と授業全体を俯瞰し、シラバス解説を中心に、オリエン
テーシ
ョンを行う

本シラバス「講義の概要とねらい」におけ
る対象院生に該当するかを確認（予習）
し、「到達目標」と「キーワード」を学習目
標を設定（復習）する。

授業の進め方と方法

到達目標

●事業承継に関する「理論」を概観し、自他の経験値と融合させながら、履修生自身の「持論」を構築する。
●事業承継の主役である「承継する経営者」と「承継される後継予定者」とは、経験も視点も大きく異なることが多く、共
通項を見出しにくく、対立が起こるすることを、他社の事例から自覚する。
●他方で、成功した先代の経営者の前例踏襲では、時代の変化に取り残され、承継倒産を引き起こすことも、合わせて
認識する。
●事業承継は、この先代経営者の資産・資源を「承継」するとともに、後継経営者が、自ら新たに「革新」を目指す、独
自の事業構想を練り上げ、それを実現するための組織構築とガバナンスのあり方を習得する。

キーワード

事業承継学、風土改革、後継者の指名、価値観の衝突、戦術の対立と戦略の対話、事業承継における準備、社史にお
ける事業承継、私企業と公企業、ワンマン経営とガバナンス

●本授業は、「事業承継コース」の新設科目である。
●履修対象者は、下記３点のうち、いずれかに該当する院生を対象とする。
１）現在、自ら「経営をしている者」であり、いずれ、「いずれ誰かに事業承継する者」である。
２）「次の経営者として、経営者から託されている者」、または、「次の経営者の座を、自ら狙っている者」である
３）「ゼロから起業する経営予定者」ではなく、「既存の組織のの経営者を目指す者」である
●事業承継とは、ステークホルダーとの間で対立と矛盾を起こす／起こる事象である。その全体像を理論と実務の両
面から俯瞰し、より広い視野、より深い視点で、問題を捉え、事業構想に結びつける端緒とする。

授業科目名 事業承継の基礎 担当教員

配当年次 １年次（推奨）・２年次 学期

丸尾聰 科目コード 455

前期

2キャンパス 中継（東京→全校） 単位数

講義の概要とねらい



成績評価の基準及び方法　（※成績評価内容と評価のそれぞれの割合を合計100％で明確に記す）

●評価は、以下の３つのパートに分け、それぞれ評価し、加算する。
１）意気込み・振り返りシート：　（オリエンテーションを除く）各セッションの、授業開始時の「意気込み」の記載、授業終
了時の「振り返り」の記載、同シートの提出の有無で評価（２２％）。
２）事前課題：　第２〜第６の５セッションに向けて出題される、事前課題提出の可否、期限内提出の可否、回答内容の
優劣でそれぞれ評価（５０％）。
３）授業中のクラス・ディスカッション発言：　（オリエンテーションを除く）各セッションの、クラス・ディスカッションでの発言
の質・量を評価（２８％）。ただし、クラス・ディスカッションの前に実施する少人数のグループ・ディスカッションは評価対
象外。

第14回

第15回

教科書・参考書

●教科書は、特に使用しない。
●本授業は、第２〜７セッションの教材は、「ケース（事例）」と呼ばれる、過去に実在の企業組織において、現実に起
こった事象を記述した「ストーリー（読み物）」を使用する。

●事業承継に伴う経営組織のガバナンスを理解する 同族慣習や属人対応という暗黙了解の
課題を整理（予習）し、自社に置き換え
て、中小企業かつ同族企業が継続する
ために克服すべき要素を再考（復習）す
る。

第11回

第12回

●経営者にとって、事業承継は「準備」が重要か否か、を考える 準備なき事業承継で苦労した後継経営
者の心境を想像（予習）し、承継時の「準
備」の要否と、その内容や方法につい
て、自社に置き換えて再考（復習）する。

●老舗企業の社史を俯瞰し、代替わりという「点」ではなく、連なりと
いう
「線」として、事業承継を考える

承継時点の失敗／成功で語られがちな
事業承継を、初代から５代目までの社史
として俯瞰（予習）し、自社に置き換え
て、新たな「承継の役割・機能」を発見
（復習）する。

第10回

第13回

●承継予定者にとって、先代の悪しき風土を「改革」すべきか、「迎
合」す
べきか、を考える

制度整備のされた大企業経験者が未整
備な制度や悪しき風土を改革する方法
（予習）を考案し、自社に置き換えて、代
表権を獲得するまで改革を推進するか、
妥協するか、を再考（復習）する。

第8回

第5回

第6回

●経営者にとって、承継予定者に「誰」を指名すべきか、を考える 経営者が後継者を指名する際の条件
（知識・経験・実績・社員からの人望）を
考案（予習）し、想定外の能力不発揮状
態に陥った時、自社に置き換えて、承継
を断念するか否か、を再考（復習）する。

●承継予定者にとって、先代の価値観を「受容」すべきか、「排除」
すべき
か、を考える

現在と次代の経営者間の相互に許容し
難い価値観の違いの処理法を考案（予
習）し、自社に置き換えて、社員、取引
先、株主等の多様な立場の視点を考慮
した最適解を再考（復習）する。

第9回

第7回

第4回



本科目と対応するディプロマ・ポリシー
ＤＰ① ＤＰ② ＤＰ③

ー ○ ○

事務局記入欄

オフィスアワー

●授業内容に関する疑問や批判のある履修生、さらに、自身の事業構想について相談や悩みのある履修生、自身の
事業構想計画書に対して助言や指摘を受けたい履修生は、できるだけ対応をしたいと思います。
●また、事業承継にかかる相談や悩みのある履修生、自社の本業や経営全般について助言や指摘を受けたい履修生
を歓迎します。
●いずれも、「個別対面」または「個別オンライン」で対応したいと思います。
●まずは、上記「連絡先」へ、概要と候補日時を記した上で、ご一報ください。授業内容に関する疑問や批判や提案の
ある履修生、は、いずれも、できるだけ「個別対面」または「個別オンライン」で対応したいと思います。まずは、上記連
絡先へ、概要と候補日時を記した上で、ご一報ください。

2023年度科目との読み替え



授業計画

第11回

第12回

経営理念や経営判断基準の分析
予習：自社の経営理念や判断基準の
分析
復習：リフレクションシートの記入

社史の作成
予習：自社の社史の作成
復習：リフレクションシートの記入

第10回

第13回

予習：自社の外部環境の分析
復習：リフレクションシートの記入

内部環境、知的資産（人的資産、構造資産、関係資産）の分析
予習：自社の内部環境と知的資産の分
析
復習：リフレクションシートの記入

第8回

第5回

第6回

SWOT分析
予習：自社のSWOT分析
復習：リフレクションシートの記入

財務データの分析
予習：自社の財務データの分析
復習：リフレクションシートの記入

第2回

第7回

第3回

第4回

外部環境の分析

講師による講義、受講生の自社分析をもとにしたディスカッション、グループワーク、リフレクションシートなどによる。

授業外の学習課題（予習・復習）

第1回 オリエンテーション
予習：自分なりの自社分析
復習：リフレクションシートの記入

授業の進め方と方法

到達目標

１）多様な視点から自社の外部環境を説明することができる
２）多様な視点から自社の持つ内部環境や資源について説明することができる
３）自社の経営理念や判断基準を社史とともに説明することができる

キーワード

外部環境　内部環境　経営理念　経営判断基準　知的資産　社史

【概要】事業承継者にとって重要となる多様な観点からの自社の研究・分析を行う。受講者の自社分析を題材にした
ディスカッションを通して多様な視点を涵養する。

【ねらい】事業承継において自社を知ることは重要である。本講義では、自社の外部環境、内部環境、知的資産、財務
データ、経営理念・経営判断基準、社史などの多様な視点から自社を研究、分析し、事業構想計画策定の基礎をつく
ることをねらいとする。

授業科目名 自社研究・経営資源分析 担当教員

配当年次 1年次・2年次 学期

松行輝昌 科目コード 456

後期

2キャンパス 中継（東京→全校） 単位数

講義の概要とねらい



事務局記入欄

成績評価の基準及び方法　（※成績評価内容と評価のそれぞれの割合を合計100％で明確に記す）

授業後のレポート（40%）、最終発表（40%）、授業への貢献度（20%）

オフィスアワー

特に設けないが、いつでもメールまたはTeamsで質疑応答可。

2023年度科目との読み替え

本科目と対応するディプロマ・ポリシー
ＤＰ① ＤＰ② ＤＰ③

ー 〇 ー

第14回

第15回

教科書・参考書

【参考書】
小城麻友子, 女ケ沢亘, 金川歩, 矢内直人, 嶋田利広『【事業承継 見える化】コンサルティング事例集』（マネジメント社、2023年）
嶋田利広, 篠﨑啓嗣, 松本一郎, 田中博之, 大山俊郎『SWOT分析を活用した【根拠ある経営計画書】事例集』（マネジメント社、2020年）

自社分析の発表
予習：事業戦略発表の準備
復習：リフレクションシートの記入



授業計画

●本授業の方法は、履修生間の「討論」により、学びと気づきを得る授業であり、教員の「講義」による伝授や教授は、
原則、行わない。その方が、履修生の学びも気づきも、定着率が高いからである。
●授業の進め方は、２〜５人の少人数による「グループ討議」と、履修生全体による「クラス討議」を、交互に２〜３回行
う。各討議の論点は、事前課題に関連するものを、当日、教員から提示する。
●事前課題は、ある企業の事象や、経営者や従業員などの発言や心情を描いた「ケース」と呼ばれる教材を読み込
み、その事象や発言、心情に対する分析と、自ら登場人物の立場だった場合の判断や行動を、記述するもである。
●学習効果を最大化するために、冒頭に「意気込み」、最後に「振り返り」を、それぞれ表明し、履修者間で共有する。
●本授業は、教員による「講義」がないこと、「グループ討議」は録画されないこと、から、授業録画でのキャッチアップに
よる学習効果は望めない。また、履修生間の討議が前提となるため、「遅刻」や「早退」は、キャッチアップが困難である
上、他の履修生への貢献度も低下する。そのため、原則、授業への「遅刻」「早退」「欠席」は、極力避けて頂きたい。止
むを得ず、業務や交通渋滞、体調不良等による「遅刻」「早退」さらには「欠席」の場合は、早めに担当教員まで申し出
てほしい。

授業外の学習課題（予習・復習）

第1回

●講師紹介と授業全体を俯瞰し、シラバス解説を中心に、オリエン
テーションを行う

本シラバス「講義の概要とねらい」におけ
る対象院生に該当するかを確認（予習）
し、「到達目標」と「キーワード」を学習目
標を設定（復習）する。

授業の進め方と方法

到達目標

●ますます高まる事業承継者による「第二創業」「第三創業」の必要性を認識する。
●大企業における「新規事業」や独立起業による「新規事業」における「事業構想」の策定プロセスと、事業承継に伴う
「新規事業」や「事業再構築」における「事業構想」の策定プロセスとの、共通点と相違点を理解する。
●生き残りをかけた「本業の存続」と、心身ともにエネルギーを費やす「新規事業の立ち上げ」とは、求められる知識も
スキルも異なることを認識するとともに、両者を、同一人物が円滑に経営することのスキルセットとマインドセットを獲得
する。
●「事業組織」が存在することの「メリット」と「デメリット」を認識し、「組織インパクト」や「財務インパクト」をシミュレーショ
ンし、「計画的かつ戦略的な事業構造の転換」を構想することの必要性を認識する。

キーワード

祖業の存続と廃業、二段ロケット方式、製造業のサービス化への不安と不信、中抜きと垂直統合、変えない理念と変え
続ける事業、ノウハウのパッケージ化、データ・ビジネス、サプライチェーン・マネジメント

●本授業は、「事業承継コース」の設置科目である。2023年度の同名科目と、重複する教材、授業内容となる。
●履修対象者は、下記３点のうち、いずれかに該当する院生を対象とする。
１）現在、自ら「経営をしている者」であり、いずれ、「いずれ誰かに事業承継する者」である。
２）「次の経営者として、経営者から託されている者」、または、「次の経営者の座を、自ら狙っている者」である
３）「ゼロから起業する経営予定者」ではなく、「既存の組織のの経営者を目指す者」である
●本授業は、様々な企業の第二・第三創業のケースを読み解き、その阻害要因と、成功への落とし穴を見出し、その遭
遇時の対応方法と、それに必要な資源獲得について、習得する。それらを通して、自社のありたい「未来」を描写し、自
社の「第二・第三創業」を成功させるための「リアルな事業構想」を作成する基盤を作る。

授業科目名 第二創業・第三創業 担当教員

配当年次 １年次（推奨）・２年次 学期

丸尾聰 科目コード 457

後期

2キャンパス 中継（東京→全校） 単位数

講義の概要とねらい



第14回

第15回

教科書・参考書

●教科書は、特に使用しない。
●本授業は、各セッションの教材は、「ケース（事例）」と呼ばれる、過去に実在の企業組織において、現実に起こった事
象を記述した「ストーリー（読み物）」を使用する。

●成長に成功した「創業事業」で、更なる「成長」を目指すべきか、
「第二創業」では、「地域貢献・社会貢献」を目指すべきか、を考え
る。

国内外での先駆的な大ヒッ商品トを成功
させた企業が、地道な日用品を扱うこと
への是非を検討（予習）し、収益や成長
の見えない「第二創業」への挑戦をする
意味を、自社に置き換えて再考（復習）す
る。

第11回

第12回

成長市場への参入を、早期参入するか、あえて別事業で創業し「第
二創業」で参入するかを検討（予習）し、成功確率を高めるための戦
略的な事業構想の姿を考える。

成長市場への「第一創業」として参入す
るか、あえて別事業で創業し「第二創業」
で参入するか、を検討（予習）し、成功確
率の向上という視点で、自社に置き換え
て「第二創業」の効用を再考（復習）す
る。

●中抜きの脅威に晒される卸売の生き残りとしての「垂直統合」の
是非を考える。

中抜きへの圧力の高まる「卸売」にこだ
わる先代社長と、「小売」と「製造」への進
出をうかがう若社長との対立を評価（予
習）し、自社に置き換えて「第二創業」とし
ての、サプライチェーンの再構築の是非
を再考（復習）する。

第10回

第13回

顧客からの信頼獲得に忠実な職人を抱
える企業が、業界の市場縮小にに対峙
する姿勢を検討（予習）し、自社に置き換
えて、「第二創業」への戦略を再考（復
習）する。

●老舗ブランドを構築した企業における、突飛な「新商品・新事業」
の功罪を考える。

鉄板の定番商品を持つ老舗に、新商品
や販路開拓は必要か否かを検討（予習）
し、社内外への大混乱を招く「第二創業」
の是非を、自社に置き換えて再考（復
習）する。

第8回

第5回

第6回

●多角化した企業において「選択と集中」を迫られた際の「事業リス
トラ」の考え方と手順を考える。

顧客や地域から高い信頼を得る「祖業」
と、仕入先からの提案で開始した「第二・
第三の事業」の整理・再構築を検討（予
習）し、自社に置き換えて、祖業と新事業
の多角化の整理の是非を再考（復習）す
る。

●業界内での成長に限界を感じた経営者が、次なる成長を目指し
て構想すべき事業とは何か、を考える。

現業の成長に限界を感じた経営者が、
現場社員の持つノウハウを、結集して横
展開か、同業他社に外販するか、を検討
（予習）し、信頼する社員を放棄してまで
取り組むべき「第二創業」の姿を、自社に
置き換えて再考（復習）する。

第9回

第2回

第7回

第3回

第4回

●設備投資をした技術蓄積のある製造業が、「脱ものづくり」への舵
を切るか否かを考える。



本科目と対応するディプロマ・ポリシー
ＤＰ① ＤＰ② ＤＰ③

ー ○ ○

事務局記入欄

成績評価の基準及び方法　（※成績評価内容と評価のそれぞれの割合を合計100％で明確に記す）

●評価は、以下の３つのパートに分け、それぞれ評価し、加算する。
１）意気込み・振り返りシート：　（オリエンテーションを除く）各セッションの、授業開始時の「意気込み」の記載、授業終
了時の「振り返り」の記載、同シートの提出の有無で評価（１６％）。
２）事前課題：　（オリエンテーションを除く）各セッションに向けて出題される、事前課題提出の可否、期限内提出の可
否、回答内容の優劣でそれぞれ評価（５６％）。
３）授業中のクラス・ディスカッション発言：　（オリエンテーションを除く）各セッションの、クラス・ディスカッションでの発言
の質・量を評価（２８％）。ただし、クラス・ディスカッションの前に実施する少人数のグループ・ディスカッションは評価対
象外。

オフィスアワー

●授業内容に関する疑問や批判のある履修生、さらに、自身の事業構想について相談や悩みのある履修生、自身の
事業構想計画書に対して助言や指摘を受けたい履修生は、できるだけ対応をしたいと思います。
●また、事業承継にかかる相談や悩みのある履修生、自社の本業や経営全般について助言や指摘を受けたい履修生
を歓迎します。
●いずれも、「個別対面」または「個別オンライン」で対応したいと思います。
●まずは、上記「連絡先」へ、概要と候補日時を記した上で、ご一報ください。授業内容に関する疑問や批判や提案の
ある履修生、は、いずれも、できるだけ「個別対面」または「個別オンライン」で対応したいと思います。まずは、上記連
絡先へ、概要と候補日時を記した上で、ご一報ください。

2023年度科目との読み替え



授業計画

キャンパス 中継（東京→全校） 単位数

講義の概要とねらい

少子高齢化、人口減少など、日本経済にとって事業承継は喫緊の課題になっている。ここ数年、行政機関を中心とし
て、従来型の親子間承継に加え、M&A型事業承継、第三者承継など事業承継の手法も多様化している。
本講義は、経営環境が大きく変化する中で、事業承継者がいかに次の時代の事業を構想していくのか、その戦略を
実行するための経営組織やガバナンスの体制をいかに構築するのかという課題に取り組む。科学的な経営学の知見
をベースに、ケースディスカッションを行うことによって、自ら答えを導き出せる能力を養成することを目的にしている。
なお、講義は、理論解説、ケースディスカッション、グループ発表で展開する予定である。

授業科目名
事業継承における組織・人材戦略と

リーダー シップ
担当教員

配当年次 1年次・2年次 学期

落合　康裕 科目コード 458

前期

2

授業の進め方と方法

到達目標

 ⑴事業承継者が、先代世代から事業を引き継ぐことだけではなく、自らの経営革新を担うことができる能力を養成す
る。

 ⑵事業承継者が独自の事業構想を練り、それを実現するための次世代組織構築の方法を身につける。
 ⑶事業承継者の経営革新行動を促進するガバナンスのあり方を構想できる力をつける。

キーワード

事業承継、経営革新、ガバナンス、後継者育成、企業家活動

ティーチングとケースディスカッションを融合的に行う。

授業外の学習課題（予習・復習）

第1回 オリエンテーション

教科書の第1章の予習と復習。
経営環境の変化と事業の存続と成長
のメカニズムについて学習する。

現経営者の役割と課題
事業承継の成功のカギとして、事業承継計画を適切に設計すること
が重要である。承継のタイミング、承継後の先代の関与の仕方、先
代経営者の引退プロセスなどについて学ぶ。

教科書の第2章の予習と復習。
経営のバトンを次世代へ渡す現経営者
の取り組むべき課題を学ぶ。

第8回

第5回

第6回 後継者の当事者意識と独自性の育成
事業承継とは、革新の契機でもある。組織が経営環境の変化に適
応するために、後継者の配置をマネジメントすることで能動的行動
を促し、組織イノベーションの発露にする手法を学ぶ。

教科書の第3章の予習と復習。
経営のバトンを渡す受け継ぐ後継者の
配置計画について学ぶ。

先代経営者と後継者の関係性
事業承継は、バトンタッチの瞬間だけで完結するものではない。一
定期間、先代経営者と後継者との段階的な承継プロセスが必要と
なる。役割調整のプロセス、後継者への権限移譲などについて学
ぶ。

教科書の第4章の予習と復習。
事業承継計画や事業承継プロセスの
設計について学ぶ。

第9回

第2回

第7回

第3回

第4回

事業承継とは何か
事業承継は現代の日本経済の最も重要な課題の一つである。なぜ
事業承継は難しいのか、なぜ過去の成功モデルは通用しないの
か、などについて、経営理論を用いて問題提起を行う。

第11回

利害関係者と後継者の関係性
事業承継は、後継者が社内の従業員との関係を構築するだけでは
ない。社外の利害関係者（株主、仕入先、顧客、金融機関、行政な
ど）との関係をどう形成していくべきかについて学ぶ。

教科書の第5章の予習と復習。
長期的なステークホルダーとの良好な
関係構築について学ぶ。

第10回



第12回
経営戦略と次世代組織の構築
事業承継とは後継者個人の人材育成にとどまらず、後継者を支え
る体制づくりも重要である。先代幹部との関係、次世代の右腕の育
成の方法を検討する。経営戦略を生み出す次世代経営体制の構築
を議論する。

教科書の第6章の予習と復習。
後継者の育成と次世代経営体制の構
築の同期化について学ぶ。第13回

第14回

第15回

教科書・参考書

落合康裕（2019）『事業承継の経営学：企業はいかに後継者を育成するか』白頭書房.

事業承継とガバナンス体制の構築
事業の長期的な成長と存続には、イノベーションと共に、ガバナンス
が重要である。事業承継のプロセスを通じて、後継者に適正な経営
をさせるための牽制と規律づけの仕組みの構築について議論す
る。

教科書の第7章の予習と復習。
事業の存続を脅かす事象（企業不祥
事）を防ぐ仕組みを事業承継プロセス
に組み込む方法について学ぶ。

事務局記入欄

成績評価の基準及び方法　（※成績評価内容と評価のそれぞれの割合を合計100％で明確に記す）

クラス発言（50%）、中間レポート（20%）、最終レポート（30%）

オフィスアワー

メールで事前に予約すること

2023年度科目との読み替え

本科目と対応するディプロマ・ポリシー
ＤＰ① ＤＰ② ＤＰ③
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授業計画

オリエンテーション

事前：非分析/分析アプローチについて調
べる
事後：非分析/分析アプローチの解釈を深
める

非分析アプローチ（グループワーク①）：「理想の未来を見据えたう
え」、テーマ設定、アイデアを出す。
※「理想の未来を見据えたうえ」とは、未来に行う事業を考えること
ではなく、持続可能な事業を考えることである

事前：非分析アプローチのタネになる自分
自身の思いや使命感などを考え講義に臨
む
事後：自分の思いや使命感とグループで取
り組む構想の接点を考える

非分析アプローチ（グループワーク②）：グループのアイデアをスク
リーニング

事前：自分の思いや使命感とグループの構
想の接点をグループで共有できるよう準備
する
事後：非分析アプローチから考える構想原
案につながるアイデアの核心をグループご
とにみつけておく

第7回

第9回

非分析アプローチ（グループワーク③）：アイデアを絞り込み、構想
原案にまとめる

事前：グループで取り組むアイデアを絞り
込むための準備をする
事後：非分析アプローチから考える構想起
点（思い、環境、資源など）をグループで明
らかにできるように準備する

分析アプローチ（グループワーク④）：分析アプローチ（PEST等）の
適用とテーマ設定、アイデア出し

事前：グループの構想に役にたつ分析デー
タを調査する
事後：講義中に議論した内容を整理して非
分析アプローチで活用できる様に整理する

第4回

第5回

第8回

第1回

第6回

第2回

第3回

事業構想の考えと進め方のレクチャーをもとに、グループワークを中心に進行し、進捗確認のためのグループ発表を
各回行い、教員・他の履修者と討論・講評を行う。

授業外の学習課題

授業の進め方と方法

到達目標

開かれた視座のもと、自らの使命に基づき、多様な仲間とともに、解決すべき社会課題を発見し、理想の姿を発想・
着想・想像し、構想案につなげる基礎的能力を、グループワークを通じ身に着ける。

キーワード

非分析/分析アプローチ、アイデア発想、構想案

概要：４〜５名のグループで、非分析/分析アプローチを理解したうえで、テーマに基づき、多面的・多角的なアイデア
出しを行い、構想案につなげる。各回のアウトプットイメージは、構想起点（思い、環境、資源など）、時系列変化のス
トーリー化、アイデアの強みの３点とする。
ねらい：事業構想に取り組むうえで必要となる基礎的能力を、院生の主体性を引き出しながら、グループワークで身
につける。本講義での「グループワーク」の意味は、多様な背景・属性・考え方を持つ人々で構成される現実社会にお
いて、院生それぞれが自身の事業構想に取り組むうえでの姿勢やアイデアの出し方、共感形成に向けたコミュニケー
ション方法について、それぞれが深く考え、自身の構想に活かすことを意図している。

授業科目名 事業デザイン演習Ⅰ（1年次）前期 担当教員

配当年次 1年次 学期

藤井康弘
勝村史昭

科目コード 471

前期

2キャンパス 大阪 単位数

講義の概要とねらい



事務局記入欄

成績評価の基準及び方法

授業ごとの貢献７０％、授業ごとの発表３０％で評価する

オフィスアワー

授業時間内で担当教員と相談の上、個別に設定してください

2023年度科目との読み替え

教科書・参考書

必要に応じて配布する

第15回

事前：グループの構想を明確化し、発表会
に向けたプレゼンテーション資料の作成な
どの準備をする
事後：発表会のための資料を完成させる

本科目と対応するディプロマ・ポリシー
ＤＰ① ＤＰ② ＤＰ③

〇 〇 ー

第14回

分析アプローチ（グループワーク⑥）：アイデアを絞り込み、構想原
案にまとめる

事前：構想起点（思い、環境、資源など）を
グループで明らかにできるように準備する
事後：プレゼンテーションに臨むためのポイ
ントを整理しておく

発表のための最終調整を前半行い、その後、グループの構想案の
発表（１５分）と相互評価（１５分）、教員からのコメント（１５分）を行
う。
発表内容は、全国の院生が構想案を確認できる様、動画で録画し、
配信する。

第10回

第11回

第12回

第13回

分析アプローチ（グループワーク⑤）：グループのアイデアをスクリー
ニング

事前：構想原案につながるアイデアの核心
をグループごとにみつけておく
事後：グループの構想の市場性や競合優
位性を検討しておく



授業計画

キャンパス 大阪 単位数

講義の概要とねらい

概要：４〜５名のグループで、非分析/分析アプローチを理解したうえで、テーマに基づき、多面的・多角的なアイデア
出しを行い、構想案につなげる。各回のアウトプットイメージは、構想起点（思い、環境、資源など）、時系列変化のス
トーリー化、アイデアの強みの３点とする。
ねらい：事業構想に取り組むうえで必要となる基礎的能力を、院生の主体性を引き出しながら、グループワークで身
につける。本講義での「グループワーク」の意味は、多様な背景・属性・考え方を持つ人々で構成される現実社会にお
いて、院生それぞれが自身の事業構想に取り組むうえでの姿勢やアイデアの出し方、共感形成に向けたコミュニケー
ション方法について、それぞれが深く考え、自身の構想に活かすことを意図している。

授業科目名 事業デザイン演習Ⅰ（1年次）前期 担当教員

配当年次 1年次 学期

小宮信彦
田村典江

科目コード 472

前期

2

事業構想の考えと進め方のレクチャーをもとに、グループワークを中心に進行し、進捗確認のためのグループ発表を
各回行い、教員・他の履修者と討論・講評を行う。

授業外の学習課題

授業の進め方と方法

到達目標

開かれた視座のもと、自らの使命に基づき、多様な仲間とともに、解決すべき社会課題を発見し、理想の姿を発想・
着想・想像し、構想案につなげる基礎的能力を、グループワークを通じ身に着ける。

キーワード

非分析/分析アプローチ、アイデア発想、構想案

第4回

第5回

第8回

第1回

第6回

第2回

第3回

第7回

第9回

非分析アプローチ（グループワーク③）：アイデアを絞り込み、構想
原案にまとめる

事前：グループで取り組むアイデアを絞り
込むための準備をする
事後：非分析アプローチから考える構想起
点（思い、環境、資源など）をグループで明
らかにできるように準備する

分析アプローチ（グループワーク④）：分析アプローチ（PEST等）の
適用とテーマ設定、アイデア出し

事前：グループの構想に役にたつ分析デー
タを調査する
事後：講義中に議論した内容を整理して非
分析アプローチで活用できる様に整理する

オリエンテーション

事前：非分析/分析アプローチについて調
べる
事後：非分析/分析アプローチの解釈を深
める

非分析アプローチ（グループワーク①）：「理想の未来を見据えたう
え」、テーマ設定、アイデアを出す。
※「理想の未来を見据えたうえ」とは、未来に行う事業を考えること
ではなく、持続可能な事業を考えることである

事前：非分析アプローチのタネになる自分
自身の思いや使命感などを考え講義に臨
む
事後：自分の思いや使命感とグループで取
り組む構想の接点を考える

非分析アプローチ（グループワーク②）：グループのアイデアをスク
リーニング

事前：自分の思いや使命感とグループの構
想の接点をグループで共有できるよう準備
する
事後：非分析アプローチから考える構想原
案につながるアイデアの核心をグループご
とにみつけておく



第14回

分析アプローチ（グループワーク⑥）：アイデアを絞り込み、構想原
案にまとめる

事前：構想起点（思い、環境、資源など）を
グループで明らかにできるように準備する
事後：プレゼンテーションに臨むためのポイ
ントを整理しておく

発表のための最終調整を前半行い、その後、グループの構想案の
発表（１５分）と相互評価（１５分）、教員からのコメント（１５分）を行
う。
発表内容は、全国の院生が構想案を確認できる様、動画で録画し、
配信する。

第10回

第11回

第12回

第13回

分析アプローチ（グループワーク⑤）：グループのアイデアをスクリー
ニング

事前：構想原案につながるアイデアの核心
をグループごとにみつけておく
事後：グループの構想の市場性や競合優
位性を検討しておく

本科目と対応するディプロマ・ポリシー
ＤＰ① ＤＰ② ＤＰ③

〇 〇 ー

事務局記入欄

成績評価の基準及び方法

授業ごとの貢献７０％、授業ごとの発表３０％で評価する

オフィスアワー

授業時間内で担当教員と相談の上、個別に設定してください

2023年度科目との読み替え

教科書・参考書

必要に応じて配布する

第15回

事前：グループの構想を明確化し、発表会
に向けたプレゼンテーション資料の作成な
どの準備をする
事後：発表会のための資料を完成させる



授業計画

事業デザイン演習Ⅱ（1年次）後期 担当教員 田村典江 他 科目コード 475-476

講義の概要とねらい

概要：個人の構想起点から優位性のある商品サービスを、対象者を明確にして１日最低１０個考える。
　　　　授業は、自身の構想を【１−１】もしくは【１−２】、【２−１】もしくは【２−２】、【３−１】もしくは【３−２】で、
　　　　必ず１回（計３回）発表する。
　　　　発表する内容は、優位性のある商品・サービス、対象者、営業戦略の３点を中心に、
　　　　事業の全体像をイメージできるものを１０分程度で発表する。
　　　　発表者以外の履修者、参加者は、教員と共にプレゼン内容に対してフィードバックを行う。
ねらい：入学時、あるいは現業のなかで、既に自身の事業アイデアを固めている院生もいるかもしれないが、本講義の目的
は、事業構想に取り組むうえで必要となる基礎的能力を、自分自身の構想起点から、様々な視点で多くのアイデアを考える
事で身につけることをねらいとしているため、自身の持つ事業アイデアに固執しすぎず、柔軟な姿勢で取り組んでいただき
たい。また、本講義における「発表」は、多様な背景・属性・考え方を持つ人々で構成される現実社会で、自身の事業構想に
取り組むうえでのアイデアの出し方、共感形成に向けたコミュニケーションについて考え、２年次に向けた自身の構想に活
かすことをねらいとしている。

到達目標

開かれた視座のもと、自らの使命に基づき、理想の姿を発想・着想・想像し、事業構想につなげる基礎的能力を、多くのア
イデアを考え続ける事で身につける。また、事業構想の全体像を考えられる能力を身につける。

キーワード

配当年次 1年次 学期 後期

キャンパス 大阪 単位数 2

授業科目名

授業の進め方と方法

本講義は、講義全体の責任統括を担うゼミ担当教員と、各回の専門テーマに基づき講義と指導を担当するオムニバス教員
の２名体制で進める。授業は【１−１】でビジネスモデル研究、【２−１】発着想、【３−１】経営管理について、オムニバス教員か
ら前半４５分で講義を行い、その後４５分は自身の事業アイデアをそのテーマでブラッシュアップするためのグループワーク
を行う。後半の９０分と【１−２】【２−２】【３−２】で、自身の構想と関連づけて必ず１回（計３回）発表する。他の履修者は、発
表者に対して自身の知見・経験を活かしてフィードバックを行う。
※所属以外のクラスの発表も聞き、フィードバックを行うことで、より多くの自身の構想の気づきを得ることを推奨します。

課題

第1回

第2回

第3回

・オリエンテーション

【事前】
自身の事業構想のプレゼン資料をパ
ワーポイントで準備する。
【事後】
フィードバック内容を検討する。

アイデア発想、優位性のある商品・サービス、対象者、ビジネスモデル研究、営業戦略

【１−１】ビジネスモデル研究
・講義「ビジネスモデル研究の進め方」（45分）
・グループワーク：個人の構想起点から考えた構想のアイ
デアに近いビジネスを調査・研究する（45分）
・個人発表・フィードバック（90分）

【事前】
自らの構想に近いビジネスを調査・
研究した結果をパワーポイントにま
とめる
【事後】
フィードバック内容について検討す
る



第5回

第6回

第7回

第8回

第4回

【事前】
自らの事業構想アイデアの中から、
構想の全体像が分かるような発表資
料(WHO,WHAT,HOW)をパワーポイント
にまとめる
【事後】
フィードバック内容を検討する

第9回

第10回

第11回

第12回

第13回

第14回

【事前】
自社・自身の経営資源を抽出すると
ともに、構想案の営業戦略をパワー
ポイントにまとめる。
【事後】
フィードバック内容について検討す
る

【事前】
自らの事業構想アイデアの中から、
構想の全体像が分かるような発表資
料(WHO,WHAT,HOW)をパワーポイント
にまとめる
【事後】
フィードバック内容を検討する

【事前】
自社・自身の経営資源を抽出すると
ともに、構想案の営業戦略をパワー
ポイントにまとめる。
【事後】
フィードバック内容について検討す
る

【１−２】ビジネスモデル研究
・個人発表・フィードバック（180分）

【２−１】発着想
・講義「事業構想のためのアイデア発想」（45分）
・グループワーク：個人の構想起点を軸として、優位性の
ある製品・サービス、対象者、営業戦略を考える。（個人
の構想アイデアのブラッシュアップ）（45分）
・個人発表・フィードバック（90分）

【２−２】発着想
・個人発表・フィードバック（180分）

【３−１】経営管理
・講義「事業構想のための経営管理」（45分）
・グループワーク：個人の構想起点から考えた構想のアイ
デアについて、活用できる経営資源を確認し、営業戦略を
検討する（45分）
・個人発表・フィードバック（90分）

【３−２】経営管理
・個人発表・フィードバック（180分）

現時点で考えている事業構想を以下を明確にしたうえで発
表する
① 対象者
② 優位性のある製品・サービス
③ 営業戦略

【事前】
本講義でブラッシュアップした構想の
全体像をプレゼンテーションできるよ
う準備する（プレゼンテーション１０
分、質疑応答５分）
【事後】
フィードバック内容を検討し、３月の
発表会資料を作成する。

第15回

【事前】
自らの構想に近いビジネスを調査・
研究した結果をパワーポイントにま
とめる
【事後】
フィードバック内容について検討す
る



オフィスアワー

オリエンテーションで詳細スケジュールを開示します

教科書・参考書

必要に応じて配布する

成績評価の基準及び方法

授業内での発表７０点、発表者へのコメント（発表者へのフィードバックシートへの記入状況含む）３０点で評価する


	【401】事業構想原論Ⅰ_大阪【東英弥、小端進、谷野豊】
	【402】事業構想原論Ⅱ_大阪【田浦俊春、田村典江】
	【403】社会動向と事業構想_大阪【山中浩司】
	【404】テクノロジーと事業構想_大阪【光井將一】
	【405】経済動向と事業構想_大阪【勝村史昭】
	【406】イノベーションの発想_大阪【田浦俊春】
	【407】地域における事業構想_大阪【田村典江】
	【408】クリエイティブ発想法_大阪【藤井康弘】
	【409】経営資源と事業構想_大阪【竹安聡】
	【410】アーティスト思考と構想_大阪【ERIC】
	【411】ビジネスモデル研究_大阪【橋本良子】
	【412】事業構想のためのファイナンス_大阪【古田芳浩】
	【413】市場・顧客分析_大阪【勝村史昭】
	【414】フィールドリサーチ_大阪【渡辺隆史・橋本良子】
	【415】事業構想のためのマーケティング_大阪【小宮信彦】
	【416】事業戦略_大阪【松行輝昌】
	【417】ブランド戦略_大阪【二村暢朗】
	【418】コミュニケーション戦略_大阪【勝村史昭】
	【419】事業構想のためのグローバル視点_大阪【二之宮義泰】
	【420】組織と人材マネジメント_大阪【片岡幸彦】
	【421】収支計画立案とビジネス会計_大阪【古田芳浩】
	【422】事業構想のための知財戦略_大阪【早川典重】
	【423】プレゼンテーション_大阪【八代華代子】
	【424】事業構想事例研究_大阪【田中里沙（田村典江）】
	【425】事業構想事例研究_大阪【田中里沙（田村典江）】
	【426】事業構想事例研究_大阪【田中里沙（田村典江）】
	【427】事業構想事例研究_大阪【田中里沙（田村典江）】
	【428】企業内起業･新事業創出_大阪【橋本良子】
	【429】アントレプレナーシップ_大阪【勝村史昭】
	【431】地域活性とイノベーション_大阪【田中克徳】
	【432】ヘルスケアと事業構想_大阪【西根英一】
	【433】リスクマネジメント_大阪【竹川享志】
	【434】目的達成のためのチームビルディング_大阪【福富信也】
	【435】成長戦略／M＆A_大阪【松江英夫】
	【436】社会・経済の動きを読む_大阪【木村旬】
	【437】行動者のための教養主義アプローチ_大阪【家田仁】
	【438】社会インフラの本質とビジネス_大阪【家田仁】
	【439】先端技術と事業構想_大阪【水谷享平】
	【440】営業戦略_大阪【向井俊介】
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